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●リマネオ
ステックルーシュ

紅花の色素に、天然の無

棚 +を配合し、しつと

りとした自然な色あいて

うるおいを保ちます。
‖色    各3.500円

省
ん
／
ハ
ン
術
鵬
／
一に
／
チ
／
チ
／
ｋ
レ
ヘ
ん爆 ダ り゙
し
ク
ア
／
ん

覇
ど  ＼

●リマネオクリアベイス
くコントロールカラー〉

紫外線の強い季節にこそ
お使いいただきたい、コ

ントロールカラー兼用の

下地クリームです。紫外

線を防ぎ、お肌の透明感
を大きくします。
2,800円

●リマネォクリアヶィク
紅花の色素が自然な色の
お肌に仕上げる、水あり、

水なし両用の2ウェイタイ
プのケイクです。つめ替
え用クリアケイク(レフィ
ル)もあります。
4色    各3.800円
(レフィル各3.200円 )

嘔
瑚
ナチュレディ株式会社  `
本   社  大阪市東区内本町218

東 京 本 部  東京都板橋区三園 1 48 TEL03(976)2525

大 阪 本 部  大阪府豊中市服部西町 5 23 7 TEL06(947)1831

東海営業所  名古屋市中区新栄 3 7 1 TEL052(261)6787
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本
誌
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
／
　
今
号

一
部
五
〇
〇
円

（送
料
共
）

新
し
き
世
界

へ
　
５
９
４
号

昭
和
６‐
年

（１
９
８
６
年
）
１０
月
号

■‖月15～ 16日 、 1泊 2日食養料理集中講座②受付中/
■GO生誕祭一桜沢如―先生資料展 (10/12～ 15、 11時～ 6時
半)イ ンターマック2階、入場無料、どうぞご来場ください。
■第13期正食医学講座は、'86年 10月 ～ '87年4月 まで東京インタ

ーマック会館で開催。定員70名で締切りますので早目に申し

込み下さい。詳細は巻末別紙。

■本誌の表紙デザインは、宇宙の根本構造の「ウズマキ」
(スパイラル)のシリーズで、今年は「マツカサJです。 ■日本C:協会は毎週木曜休業です。

■ 本誌および日本CI協会のすべての刊行物、桜沢如一、桜沢里真の書作物の内容の全部または一部の、あらゆる形式による
複製は、当協会の文書による承認を必要とします。 (た だし、論文中での正常な範囲の引用は、出典、発行所を明記されれ

ば、かまいません。転載のお申し込みは歓迎いたします)
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曽
本
誌
の
用
語
解
説

Ｃ
ｉ

（
シ
ー
ア
イ
）
…
…

ｒ
ｏ
０
９
一３

Ｈ̈
５
ｏ
「，
ヨ
Ｃ
∽

″無
知
な
る
者
の
セ
ン
タ
ー
″
の
意
味
。

無
双
原
理
と
正
食
の
運
動
を
す
る
セ
ン

タ
ー
。
第
二
次
大
戦
後
、
桜
沢
先
生
が

青
年
教
育
の
家
を

″Ｍ
Ｉ
″
　
‘
●
８̈
５

【電
９
，
３
，

と
命
名
。
こ
ざ
か
し
い
知

恵
を
す
て
、
無
知
、
バ
カ
で
あ
る
こ
と
に

徹
底
し
た
も
の
が
真
の
幸
福
を
得
る
こ

と
が
で
き
る
、
と
い
う
わ
け
。

Ｇ

・
０

（ジ
ー
オ
ー
）
…
０
８
品
８
　
´
ｏ
Ｔ

８
５

　

（ジ
ョ
ル
ジ

ュ
・
オ
ー
サ
ワ
、

英
語
な
ら
ジ
ョ
ー
ジ
）
桜
沢
如

一
先
生

の
外
国
で
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
。
如

一
を
ジ

ョ
ー
ジ
に
あ
て
た
も
の
。

Ｐ
Ｕ

（ピ
ー
ユ
ー
）
…
…

ｒ
ｏ
フ
一３
一Ｂ

Ｃ
ユ
ｏ
ｃ
ｏ
　
（
ル

・
プ
ラ
ン
シ
ッ
プ

・
ユ

ニ
ッ
ク
）
た
だ

一
つ
の
原
理
、
無
双
原

理
の
こ
と
。
宇
宙
を

つ
ら
ぬ
く
根
本
法

則
の
こ
と
。

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
…
…

３
器
”＆
ざ
―

Ｅ
５

（
フ
ラ
ン
ス
語
）、
英
語
で
は
マ
ク

ロ
バ
イ
オ
テ
ィ
ク
ス
ヨ
”
０
「ｏ
げ
一９
一ｏ
∽
、
彩
″

工容
詞
は

ヨ
”
●
８
σ
一９
お

マ
ク
ロ
バ
イ
オ

テ
ィ
ッ
ク
。
元
の
意
味
は

「長
生
術
、

長
生
き
法
」
だ
が
、
桜
沢
先
生
の
提
唱

に
よ
る
正
食
法
の
意
味
で
使
わ
れ
て
い

る
。
宇
宙
の
秩
序
、
法
則
に
の
っ
と

っ

た
人
生
の
道
の
こ
と
。
大
自
然
と
と
も

に
生
き
る
生
活
法
。

陰
性

。
隅
性
…
…
あ
ら
ゆ
る
物
の
性
質
を

二
つ
に
分
け
て
、
遠
心

・
拡
散

・
寒
冷

・
カ
リ
ウ
ム
の
多

い
も
の
を
陰
性
（
▽
）

と
呼
び
、
求
心

・
収
縮

・
暖
熱

・
ナ
ト

リ
ウ
ム
の
多
い
も
の
を
陽
性

（
△
）
と

呼
ぶ
。

伊
豆
大
島
健
康
学
園
ひ
ら
く

4

学
校
給
食
？

（上
）

法
的
根
拠
の
な
い

「強
制
」

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
報
告
／
澤
田
美
弥
子

土
と
生
き
ら
れ
る
子
ど
も
た
ち

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
／
手
紙
卜
…
…
…
…
…
…
‐２

ベ
ト
ナ
ム
か
ら
／
鶴
島
食
品
／
モ
ロ
ッ
コ
の
旅
／
Ｇ
Ｏ
の
テ
ー
プ
／
フ
レ
ン

チ
メ
ド
ー
の
キ
ャ
ン
プ

「
―
―
―
ッ
ー
ー
，

と
～ ～ ～ ～ ～ ～

」

一
桜

沢
如

一
先

生

一
　

２０
周
年

記
念
執

筆

一　
　
　
　
　
　
　
大
町
晨
策
、
小
塚
晃
平

16

ざ
―
―
ツ
ー
ー
ツ
ー
ツ

映
画
／

『
ロ
ッ
キ
１
４
』

ボ
ク
シ
ン
グ
米
ソ
代
理
戦
争

24

１０
月
の
食
養
料
理
／
桜
沢
里
真
…
…
…
…
…
…
…
…
２６

そ
ぼ
ろ
御
飯
／
煮
込
み
お
で
ん
／
野
菜
か
き
揚
げ
／
し
ん
び
き
和
え
／
お
か

ら
炒
り
煮
／
豆
腐
と
ね
ぎ
葛
汁
／
南
瓜
だ
ん
ご
／
大
根
大
阪
漬
け

各
地
の
イ
ベ
ン
ト

・
コ
ー
ナ

32  30

玄
米
を
食
べ
て
い
る
保
育
所
訪
問
記



断 型

。大島試験場で

梅
雨
明
け
の
７
月
２６
＝
～
３０
日
、
日
本
食
用

塩
研
究
会
の
試
験
場
が
あ
る
伊
豆
大
島
で
、
夏

の
健
康
学
旧
が
開
催
さ
れ
た
ら

伊
り
人
島
は
東
京
竹
芝
棧
橋
か
ら
東
海
汽
船

で
３
時
間
５０
分
、
熱
海
港
か
ら
だ
と
高
速
船
に

乗
る
と
１
時
間
で
つ
く
ら
品
川
ナ
ン
バ
ー
の
車

が
た

っ
て
い
る
東
京
都
大
島
町
で
あ
る
。

会
場
の
都
立
人
島
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
は
、
設

備
も
よ
く
整

っ
て
お
り
、
主
に
学
校
関
係
の
生

徒
が
ク
ラ
ブ
活
動
な
ど
で
利
用
し
て
い
る
と
こ

ろ
．
日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
は
民
間
の
社
会
教
育
団
体

と
し
て
許
可
し
て
い
た
だ

い
た
。

健
康
学
関
の
目
的
は
、
正
食
の
献
立
や
味

つ

け
、
分
量
を
、
目
安
と
し
て
会
員
に
知

っ
て
も

ら
う

．
つ
の
研
修
だ
が
、
都
会
の
雑
踏
を
離
れ
、

ふ
だ
ん
正
食
を
し
よ
う
に
も
で
き
な
い
と
か
、

こ
の
健
康
学
関
を
機
会
に
食
と
体
を
整
え
よ

ぅ
と
か
、
４
泊
５
日
の
短

い
実
行
に
も
、
そ

れ
ぞ
れ
、
み
な
の
期
待
が
あ
る
。

４
泊
５
日
の
第
１
日
目
は
、
元
町
港
か
ら

セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
、
日
塩
研
の
大
島
試
験
所

ヘ
バ
ス
で
直
行
。
塩
づ
く
り
の
現
場
を
所
長

の
坂
本
さ
ん
か
ら
説
明
を
し
て
も
ら
う
。

２
Ｈ
日
、
早
朝
、
大
友
さ
ん
の
指
導
で

人
極
攀
。
牛
尾
先
生
の
講
義
。
午
後
は
近

く
の
筆
島
で
海
水
浴
。
武
者
先
生
の
講
義
。

３
日
日
、
三
原
山
登
山
。
夜
、
分
科
会
。

４
日
日
、
分
科
会
。
海
水
浴
。
人
森
先

生
の
公
開
相
談
。
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
。

５
日
日
、講
義
、
朝
食
の
あ
と
閉
園
式
。

98b
伊豆大島
謬ISは 落



海
あ
り
山
あ
り
の
伊
豆
大
島
で
、
毎

日
、楽
し
い
企
画
が
い
っ
ぱ

い
だ

っ
た
。

海
水
浴
は
、
大
人
も
子
供
も
、
セ
ミ

ナ
ー
ハ
ウ
ス
か
ら
歩

い
て
２０
分
ぐ
ら
い

の
、
筆
の
穂
先
の
形
を
し
た
岩
が

つ
っ

立

っ
て
い
る
筆
島
海
岸

へ
行

っ
た
。

ビ

ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
は
、
な
ん
と
い
っ

て
も
二
原
山
登
山
だ

っ
た
。
自
動
車
卓

用
有
料
道
路
で
山
頂
日
ま
で
行
き
、
溶

＞
早
朝
の
太
極
拳
。

▲
三
原
山
頂
上
展
望
台
で
記
念
写
真
。

く
裏
砂
漠
を
行
く
。

く子どもたちと子ども係

セミナーハウス体青館で。

岩
地
帯
を
通

っ
て
火
口
展
望
台
へ
。
健
脚
組
は
さ
ら
に
裏
砂

漠
を
ル
ー
ト
８
の
コ
ー
ス
に
と
り
大
島
公
園
で
全
員
合
流
、

お
弁
当
を
ひ
ろ
げ
た
。

分
科
会
は
、
家
庭
料
理
の
こ
つ

（吉
成
知
江
子
）、
映
画
批

評

（川
嶋
正
治
）、
ヨ
ガ
と
食
養

（菅
野
能
文
）、
太
極
拳

（大

友
映
男
）、
聖
書
の
な
か
の
食
養

（相
沢
良

一
）
の
テ
ー
マ
別

に
集

っ
た
。
大
島
元
村
教
会
の
相
沢
牧
師
は
、

「玄
米
自
然

食
」
の
生
活
を
さ
れ
、

『玄
米
食
の
勧

め
』
と

い
う
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
発
行
さ

れ
て
い
る
。

4日日夜、御神犬を囲んで )
キャンプフアイヤー

力■111■瀑銀ド:ギ |
筆:「 哩

▲砂浴′2 筆島海岸で。
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ゆ

鷹

▲阪本軍裕『本物の塩作りをめざして」

儡
だの改造法」

通

▲大森先生 r心とから

▲武者宗―郎先生

「太陽系にだけある生命」

自
然
な
塩
づ
く
り
を
復
活
さ
せ
よ
う

と
大
島
試
験
所
を
ひ
ら
い
て
今
年
で
１０

年
―
現
所
長
の
阪
本
氏
か
ら
塩
づ
く
り

現
場
の
歩
み
を
話
し
て
い
た
だ

い
た
。

．
九
七
九
年
に
谷
克
彦
氏

（
冗
毛
～
冗

八
こ
ら
の
請
願
を
認
め
た
専
売
公
社
は
、

‐天
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
た
塩
の

製
造
研
究
」
と
い
う
名
目
で
製
塩
を
許

可
し
た
。
そ
の
後
、
会
員

へ
の
試
作
塩

の
無
償
配
布
が
認
め
ら
れ
、
運
動
は
急

速
に
盛
り
上

っ
て
い
つ
た
。
塩
作
り
の

技
術
も
、
ブ
ロ
ッ
ク
を
積
み
１１
げ
た
流

ド
式
タ
ワ
ー
塩
か
ら
、
ネ

ッ
ト
塩

へ
と

改
良
が
加
え
ら
れ
た
。

健
康
学
旧
二
日
目
の
講
師
、
牛
尾
盛

保
先
生
、
武
者
宗

＾
郎
先
生
は
、
共
に

自
然
塩
の
運
動
の
替
同
者
だ
。
牛
尾
先

生
は
、
正
食
は

「
八
正
道
」
に
つ
な
が
る

こ
と
を
話
さ
れ
、
武
者
先
生
は
、
交
尾
し

な
く
な

っ
た
か
い
こ
の
例
を
引

い
て
生
態

系
の
秩
序
を
破
壊
す
る
愚
を
暗
示
し
た
。

四
日
目
の
大
森
英
桜
先
生
は
、
五
臓
六

腑
の
働
き
と
心
の
状
態
と
の
関
連
を
知

っ

て
正
食
で
身
心
を
改
造
す
る
法
を
話
し
た
。

●
健
康
学
園
を
企
画
し
て
　
石
川
義
剛

大
島
の
塩
の
試
験
所
に
約
３
年
半

い
た

こ
と
も
あ

っ
て
今
回
の
健
康
学
園
を
企
画

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
現
地
の
阪
本
さ
ん
、

寺
田
さ
ん
は
じ
め
各
方
面
の
方
に
い
ろ
い

ろ
御
協
力
し
て
頂
き
成
功
の
う
ち
に
終
わ

る
こ
と
が
で
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

レ
牛
尾
盛
保
先
生

「塩
、
く
す
り
か
毒
か
」

く
分
科
会

。
相
沢
良

一
牧
師

●
ス
タ
ッ
フ

企
画
進
行
受
付
係

川
嶋
正
治

石
川
義
剛

野
沢
伸
光

二
上
貴
夫

荻
須
康
弘

料
理
係
吉
成
知
江
子

松
原
和
代

菅
野
ち
づ
子

落
合
郁
子

浜
中
理
会

大
西
美
代

子
供
係
菅
野
能
文

小
林
由
実

矢
尾
と
し
子

太
極
拳
指
導

大
友
映
男

食
品
販
売

川
崎
和
重

紗
藤
英
市
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法
的
根
拠
の
な

い

「強
制
」

Λ
食
育
∨
は
親

の

つ
と
め

８
月
２４
日
、
若
い
お
母
さ
ん
た
ち
７
名
と

大
森

一
慧
先
生
、
司
会
、
そ
れ
に
幼
児
６
名

が
集
ま
っ
て
読
書
会
を
持
ち
ま
し
た
。
テ
キ

ス
ト
は
、
梶
山
公
勇
著

『学
校
給
食
と
子
ど

も
の
人
権
―
―

「強
制
」
と
「汚
染
」
を
告
発

す
る
只
秀
英
書
房
、
一杏
〇
円
）。

著
者
の
梶
山
氏
は
弁
護
士
で
、
学
校
給
食

は
、
憲
法
第
二
五
条
の

「健
康
権
」
や
憲
法

第

一
三
条
の
「幸
福
追
求
権
」
に
違
反
す
る
と

い
う
法
的
根
拠
を
背
景
に
論
を
す
す
め
る
。

学
校
給
食
は
憲
法
第
二
六
条
の

「教
育
を
受

け
る
権
利
」
と
ど
う
い
う
関
係
に
あ
る
の
か

な
ど
と
い
う
箇
所
は
、
な
か
な
か
難
か
し
い
。

「六
法
』
を
持
ち
出
し
て
き
た
り
、
と
も
か

く
読
ん
で
い
き
ま
し
た
。

学
校
給
食
法
は
給
食
を

「強
制
」
し
て
い
な
い

昭
利
２９
年
に
制
定
さ
れ
た
学
校
給
食
法
第

四
条
は
、
「義
務
教
育
諸
学
校
の
設
置
者
は
、

当
該
義
務
教
育
諸
学
校
に
お
い
て
学
校
給
食

が
実
施
さ
れ
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
内
容
は

「義
務

強
制
か
？
そ
れ
と
も
選
択
か
？

法
」
で
は
な
く

「奨

励
法
」
で
あ
る
と
い

う
。
昭
和
５９
年
４
月

の
文
部
省
見
解
で
は
、

「学
校
給
食
は
、
法

律
上
奨
励
的
性
格
を

有
す
る
も
の
で
あ
る

た
め
、
学
習
指
導
要

領
上

一
律
に
こ
れ
を

義
務
づ
け
、
授
業
時

間
に
位
置
づ
け
る
こ

と
は
困
難
で
あ
る
」

と
、
そ
の
義
務
性
を

否
定
し
て
い
る
。

食
糧
難
の
戦
後
期

に
、
学
校
給
食
の
実

施
を

「奨
励
」
す
る

こ
と
は
、
為
政
者
と

し
て
当
然
の
処
置
で

あ

っ
た
と
し
て
も
、
今
日
の
社
会
状
勢
の
な

か
で
、
「奨
励
」
す
べ
き
も
の
で
あ
る
か
ど
う

か
、
少
な
く
と
も

「強
制
」
や

「義
務
教
育
」

で
は
な

い
と
い
う
こ
と
を
常
識
と
し
な
く
て

は

な

うヽ
な

い
。

食
育
こ
そ
親
の
教
育
権

現
場
の
学
校
の
先
生
た
ち
は
、
学
校
給
食

を
ど
う
受
け
取

っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
昭

和
４４
年
の
小
、
中
学
校
学
習
指
導
要
領
改
正

に
よ
る
と
、
学
校
給
食
は

「特
別
活
動
」
の

中
の

「学
級
指
導
」
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い

る
。
先
生
に
と

っ
て
は
、
偏
食
児

へ
の
食
事

指
導
と
か
、
給
食
嫌

い
の
子
ど
も
、
肥
満
児

や
牛
乳
ア
レ
ル
ギ
ー
の
子
ど
も
の
指
導
、
残

食
量
の
調
査
な
ど
学
級
指
導
の
大
き
な
柱
と

し
て
学
校
給
食
が
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
学
校
給
食
が
強
制
で

は
な

い
と
い
う
こ
と
を
知

っ
て
い
な
い
と
、

「食
育
」
が

い
か
に
親
と
子
の
自
然
関
係
に

属
す
も
の
か
を
見
失

っ
て
し
ま
う
。
梶
山
公

勇
氏
も

「そ
も
そ
も
、

『食
』
と
い
う
人
間

の
き
わ
め
て
本
能
的
か
つ
根
源
的
分
野
に
法

が
強
制
的
に
介
入
す
る
余
地
は
な
く
、
子
に

何
を
食
べ
さ
せ
る
の
か
と
い
う
こ
と
は
親
権

の
中
枢
的
部
分
に
属
し
、
親
に
決
定
権
が
あ

る
。
こ
の
点
、
知
育
を
中
心
と
す
る
他
の
教

科

（国
語
、
算
数
、
理
科
な
ど
）
と
異
な
る

こ
と
を
認
識
し
て
お
く
べ
き
で
あ
る
。
」
と
書

い
て
い
る
が
、
親
が
弁
当
か
給
食
か
の
選
択

を
す
る
の
は
当
然
の
こ
と
だ
と
い
う
こ
と
を
、

現
場
の
先
生
は
理
解
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

＊
学
校
給
食
の
勉
強
会
―
手
づ
く
り
弁
当
を

ひ
ろ
げ
よ
う
　
日
時
／
１０
月
１
日

（水
）
Ｈ

月
５
日

（水
）
２
時
半
～
４
時
半

〈
バ
費
／

千
円
　
講
師
／
大
森

一
慧

鶉議二場さ
金(ヶ″Fi稚眈!
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1986.9

奥
会
津
梨
ノ
木
平
牧
場
は
、
前
日
の
集
中
豪
雨
の
通
過
で

緑
の
本
々
が
、
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
た
よ
う
な
す

っ
き
り
し
た

顔
を
し
て
迎
え
て
く
れ
た
。

キ
ャ
ン
プ
場
に
着
く
と
、
テ
ン
ト
を
張
る
予
定
地
は
、
山

の
小
道
か
ら
、
１５
段
く
ら
い
の
よ
く
す
べ
る
土
の
階
段
を
登

り
つ
め
て
少
し
窪
地
に
な

っ
て
い
る
所
に
あ

っ
た
。
子
ど
も

た
ち
の
身
の
文
ほ
ど
の
雑
草
の
中
に
、
テ
ン
ト
を
張
る
目
じ

る
し
が
埋
も
れ
て
な
か
な
か
見

つ
か
ら
な

い
。
し
と
し
と
雨

の
露
を
ふ
く
ん
だ
草
た
ち
は
、
ぐ

っ
し
ょ
り
と
水
気
を
運
び
、

み
ん
な
の
膝
の
高
さ
ま
で
ぬ
れ
て
し
ま
う
。
こ
ん
な
と
こ
ろ

に
テ
ン
ト
を
張
る
の
か
と
当
惑
し
て
い
る
。

し
か
し
夕
暮
れ
せ
ま
る
山
の
時
間
は
、
容
赦
な
く
過
ぎ
て

行
く
。
布

一
枚
の
テ
ン
ト
の
有
難
さ
が
身
に
し
み
て
く
る
。

Ｈ
班
に
分
か
れ
た
子
供
た
ち
は
、
リ
ー
ダ
ー
の
指
示
で
ペ

グ
を
打
ち
こ
み
ロ
ー
プ
を
張
る
。
テ
ン
ト
は
半
円
形
に
並
ん

で
張
ら
れ
、
そ
こ
に
で
き
た
半
円
の
空
間
が
、
こ
れ
か
ら
の

７
日
間
の
生
活
の
場
と
な
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
間
模
様
が
繰

り
広
げ
ら
れ
る
舞
台
と
も
な
る
。

６
泊
７
日
の
キ
ャ
ン
プ
生
活
は
、
前
回
ま
で
の
遊
び
中
心

の
内
容
か
ら
、
自
分
た
ち
の
生
活
を
で
き
る
だ
け
自
分
た
ち

の
力
で
や
り
ぬ
く
生
活
キ
ャ
ン
プ
の
内
容

へ
と
歩
を
す
す
め

た
。　
一
人
の
力
で
は
な
く
協
力
し
合
う
こ
と
、
か
ば

い
合
う

こ
と
も
、
仕
事
を
通
し
て
体
得
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
は
じ

め
の
３
日
間
は
、
個
人
と
小
グ
ル
ー
プ
の
生
活
の
確
立
と
、

全
体
の
生
活
の
基
盤
づ
く
り
に
専
念
し
た
。

今
回
参
加
し
た
子
供
た
ち
の
多
く
は
、
キ
ャ
ン
プ
の
体
験

を
持
ち
、
中
に
は
２
週
間
の
長
期
間
、
子
ど
も
た
ち
だ
け
で

す
ご
す
キ
ャ
ン
プ
も
体
験
し
た
り
、
子
供
た
ち
だ
け
で
電
車

を
乗
り

つ
ぎ
参
加
し
た
上
級
生
も
い
て
、
全
体
の
レ
ベ
ル
は

昨
年
よ
り
高
い
と
思
え
た
。
子
供
た
ち
の
年
齢
層
も
高
く
、

小
１
以
下
は
数
名
し
か
い
な

い
。

第

一
夜
は
曇
り
空
の
た
め
、
す
ぐ
暗
く
な
り
、
長
袖
長
ズ

ボ
ン
は
、
虫
予
防
よ
り
も
寒
さ
の
た
め
に
着
用
し
た
。
ト
イ

レ
設
営
が
終

っ
て
い
な
い
た
め
に
、
テ
ン
ト
か
ら
離
れ
た
所

で
処
理
し
よ
う
に
も
、
身
の
丈
ほ
ど
の
野
草
の
群
生
の
た
め

に
テ
ン
ト
の
囲
り
は
田
舎
の
香
水
と
ハ
エ
達
の
ご
ち
そ
う
が

い
く
つ
か
で
き
て
し
ま
う
。
ス
タ
ッ
フ
の
穴
掘
り
仕
事
が
増

え
る
こ
と
に
な
る
。
テ
ン
ト
設
営
が
終

っ
た
所
で
、
草
踏
み

ラ
ッ
セ
ル
を
し
て
足
も
と
を
整
え
る
。

夕
食
後
、
バ
ス
移
動
と
作
業
に
疲
れ
、
明
日
何
し
て
遊
ぼ

う
か
と
い
う
夢
と
共
に
、
み
ん
な
す
ぐ
寝
入

っ
て
し
ま

っ
た
。

第
二
日
。

マ
キ
拾

い
、
飯
ご
う
す

い
さ
ん
の
穴
掘
り
。
Ｙ

字
型
の
本
を
さ
が
し
た
り
、
か
ま
ど
の
準
備
は
着
々
と
す
す

む
。
ス
タ
ッ
フ
の
動
き
を
見
て
、
子
供
た
ち
は
学
ぶ
。

今
回
初
め
て
の
計
画
で
あ
る
畑
の
野
菜
の
収
穫
は
、
朝
の

楽
し
み
と
な
る
。
″土
と
生
き
ら
れ
る
子
供
を
育
て
よ
う
″
と

い
う
目
標
に
よ
り
近
づ
く
た
め
に
、
収
穫
の
喜
び
を
味
わ
う
。

そ
し
て
、
こ
の
キ
ャ
ン
プ
の
間
中
、
食
卓
に
青
も
の
が
た

っ

ぷ
り
あ

っ
て
、
ぜ

い
た
く
な
キ
ャ
ン
プ
の
食
事
と
な
る
。

午
前
中
、
ムロ
所
設
営
と
遊
び
場
づ
く
り
。
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
、

本
の
上
の
家
づ
く
り
の
た
め
に
、
本
を
切
り
倒
す
体
験
を
す

る
。
５
年
生
以
上
の
男
の
子
が
挑
戦
す
る
。
長
時
間
鋸
ひ
き

を
歯
を
く

い
し
ば

っ
て
楽
し
む
。
女
の
子
も
鉄
板
の
錆
お
と

し
、
か
ま
ど
用
の
石
運
び
を
手
伝

い
、
午
後
は
、
ド
ラ
ム
カ

ン
風
呂
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ン

・
テ
ン
ト
、
ト
イ
レ
づ
く
り
と
、

大
き
い
男
の
子
た
ち
は
、
ス
タ
ッ
フ
並
み
の
活
躍
を
す
る
。

第
二
夜
の
子
供
た
ち
は
、
遠
慮
し
て
い
た
部
分
が
な
く
な
り

自
我
を
出
し
は
じ
め
、
寝
る
場
所
や
荷
物
の
置
き
方
な
ど
で

友
だ
ち
と
の
衝
突
が
続
出
す
る
。
子
供
の
個
性
を

つ
か
み
き

っ
て
い
な

い
時
期
な
の
で
、
ス
タ
ッ
フ
の
苦
労
が
多
い
日
。
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第
‥
日
、
キ
ャ
ン
プ
生
活
の
流
れ
が
少
し
ず

つ
良
く
な
る

が
、
手
づ
く
り
の
作
業
を
通
し
て
、
個
々
の
子
供
の
姿
を
知

る
た
め
に
、
竹
細
工
、
ネ
ー
ム
板
づ
く
り
な
ど
、
じ

っ
く
り

腰
を
落
ち

つ
け
て
、
子
供
と
向

い
合
う
。
昨
日

一
日
中
、
テ
ン

ト
の
広
場

へ
通
ず
る
階
段
を
Ｆ
直
し
し
て
い
た
ス
タ
ッ
フ
と

子
供
の
姿
は
頭
が
下
る
ほ
ど
の
集
中
し
た
作
業
で
あ

っ
た
。

シ
ト
シ
ト
降
る
通
り
雨
に
追
わ
れ
て
過
ご
す
子
供
た
ち
は

作
業
に
追
わ
れ
遊
べ
な
い
の
で
、
雲
の
切
れ
間
を
利
用
し
て
、

全
員
参
加
の
ゲ
ー
ム
を
す
る
。
簡
単
な
ル
ー
ル
で
行
な
う
ボ

ー
ル
遊
び
と
、
ジ
ャ
ン
ケ
ン
を
主
体
に
し
た
遊
び
な
の
に
、

久
し
ぶ
り
に
遊
び
ほ
う
け
て
み
る
と
、
８０
人
の
子
供
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
は
容
易
に
止
ま
ら
ず
、
９０
分
間
が
あ

っ
と
い
う
間
に

す
ぎ
る
。
夕
食
は
台
所
ス
タ
ッ
フ
に
作

っ
て
も
ら
う
。

心
身
の
疲
れ
は
こ
の
三
日
目
に
ピ
ー
ク
に
達
す
る
。
山
の

ド
の
会
津
盆
地
は
陽
ざ
し
を
あ
び
て
、
キ
ラ
キ
ラ
と
光

っ
て

い
る
。
標
高
六
百
メ
ー
ト
ル
の
こ
の
山
地
は
雨
雲
の
勢
力
下

に
あ

っ
て
、
目
の
さ
め
る
よ
う
な
青
空
が
恋
し
く
な
る
。
キ

ャ
ン
プ
生
活
三
日
間
の
反
省
を
こ
め
て
、
食
物
の
大
切
さ
を

全
員
で
自
覚
す
る
た
め
に
、
玄
米
の
お
に
ぎ
り

一
つ
を
、
し

っ
か
り
噛
む
こ
と
で
確
認
し
あ
う
。

雨
に
降
ら
れ
て
管
理
人
小
屋
に
集
ま

っ
た
子
供
た
ち
は
、

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
話
を
聞
き
な
が
ら
、
す

っ
か
り
安
心
し
き

っ

て
夢
の
国

へ
と
旅
立

つ
。
目
の
さ
め
て
い
る
子
供
達
は
、
冒

険
談
に
心
と
き
め
か
せ
、
居
眠
り
し
て
い
る
子
供
は
、
自
分

自
身
の
夢
の
国
、
フ
ァ
ン
タ
ジ
ア
ヘ
と
旅
立

つ
。

こ
の
夜
が
、
キ
ャ
ン
プ
生
活
を
自
分
の
も
の
に
す
る
た
め

の
闘

い
の
や
ま
と
な
り
、
天
候
も
、
と
こ
と
ん
不
自
由
を
押

し
つ
け
て
く
る
。
ス
タ
ッ
フ
も
共
に
疲
れ
て
い
る
の
で
、
全

員
早
め
に
眠
り
に
つ
く
。
ま
だ
キ
ャ
ン
プ
終
了
時
点
へ
の
半

分
に
達
し
て
い
な

い
と
い
う
思
い
が
、
み
ん
な
に
プ
レ
ッ
シ

ャ
ー
を
感
じ
さ
せ
る
。
明
日
、
晴
れ
た
ら

″川

へ
行
こ
う
″

と
い
う
無
言
の
約
束
が
成
立
す
る
。

第
四
日
。
晴
れ
間
が
見
え
る
。
待
望
の
川
あ
そ
び
が
実
現

す
る
。
朝
し
ご
と
の
ご
は
ん
づ
く
り
も
、
火
燃
し
の
プ
ロ
が

か
ま
ど
の
前
で
頑
張
る
。

マ
キ
拾

い
か
ら
帰

っ
た
子
供
た
ち

も
畑
か
ら
野
菜
を
背
負

っ
て
帰
る
子
供
た
ち
も
、
今
日
は
行

け
る
ぞ
と
い
う
自
信
に
満
ち
た
顔
で
、
元
気
に
あ

い
さ
つ
を

交
わ
し
て
い
る
。
朝
食
後
、
ト
ラ
ッ
ク
ニ
台
の
荷
台
に
分
乗

し
て
出
か
け
る
。
バ
ス
タ
オ
ル
を
首
に
か
け
た
子
供
た
ち
が
、

は
じ
ゃ
ぎ
な
が
ら
出
か
け
て
行
く
。
五
人
の
寝
不
足
、
疲
労

発
熱
の
子
供
が
、
テ
ン
ト
に
残
る
。
川
の
水
は
澄
ん
で
い
て

冷
た
い
の
を
我
慢
す
れ
ば
楽
し
め
る
。
閉
じ
こ
め
ら
れ
た
３

日
間
を
と
り
戻
そ
う
と
み
ん
な
元
気
に
川
で
あ
そ
ぶ
。
熱
塩

温
泉
の
浴
場
で
汗
を
流
し
、
禅
寺
示
現
寺
の
境
内
で
大
根
葉

の
菜
め
し
の
お
に
ぎ
り
の
た
き
出
し
で
空
腹
を
満
た
す
。
こ

の
寺
は
由
緒
あ
る
寺
で
境
内
の
大
本
と
広

い
庭
園
は
子
供
た

ち
の
楽
し
い
遊
び
場
と
な
る
。
自
然
に
む
か
し
の
遊
び
、
花

い
ち
も
ん
め
や
、
だ
る
ま
さ
ん
が
こ
ろ
ん
だ
で
、
遊
び
に
没

頭
す
る
。

住
職
さ
ん
が
帰

っ
て
来
ら
れ
て
、
本
堂
で
の
座
禅
を
さ
せ

て
頂
く
こ
と
に
な
る
。
あ
ん
な
に
落
ち
着
き
の
な
い
子
も
、

し

っ
か
り
と
座

っ
て
い
る
。驚
き
と
共
に
感
動
し
て
し
ま
う
。

素
直
な
子
供
の
心
に
接
す
る
と
、
逆
に
大
人
の
心
が
洗
わ
れ

る
思

い
で
す
。
野
に
あ

っ
て
は
、
た
く
ま
し
い
勇
者
と
な
り

仏
殿
本
堂
に
い
て
は
、
落
ち
着

い
て
座
れ
る
心
。
子
供
た
ち

の
心
の
中
に
、
そ
の
芽
が
芽
ば
え
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き

て
嬉
し
か

っ
た
。
帰
途
に
着
く
ト
ラ
ッ
ク
の
上
で
は
、
子
供
た

ち
の

″
お
お
牧
場
は
み
ど
り
″
の
大
合
唱
が
続

い
て
い
た
。

夜
の
星
は
、
み
ん
な
の
願

い
と
つ
な
が
り
、
満
天
の
星
空

と
な
る
。
土
星
の
環
が
く

っ
き
り
と
望
遠
鏡
の
輸
の
中
に
浮
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び
上
る
と
、
み
な
不
思
議
な
気
持
に
な

っ
て
行
く
。
ま
た
、

幾
万
光
年
の
星
の
光
は
、
現
実
を
離
れ
、
こ
の
キ
ャ
ン
プ
地

だ
け
、

い
き
な
り
宇
宙
の
波
動
に
包
ま
れ
、
興
奮
し
て
行
く

の
が
分
か
る
。
時
は
人
々
の
思

い
を
よ
そ
に
、
宇
宙
的
レ
ベ

ル
で
し

っ
か
り
と
時
を
刻
み
確
実
に
動

い
て
い
る
。
無
双
原

理
の
宇
宙
観
と
は
ど
ん
な
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
と
、
改
め
て

考
え
さ
せ
ら
れ
る
。

第
五
日
。
子
供
た
ち
は
、
遊
び
を
中
心
と
し
た
キ
ャ
ン
プ

生
活
を
求
め
て
い
る
。
身
体
を
使

っ
て
、
夏
の
キ
ャ
ン
プ
の

喜
び
を
ど
の
よ
う
に
表
現
し
よ
う
か
と
い
う
思
い
が
伝
わ

っ

て
く
る
。
食
事
づ
く
り
を
、
台
所
ス
タ
ッ
フ
に
ま
か
せ
て
遊

び
の
時
間
確
保
に
工
夫
を
こ
ら
す
。

川
あ
そ
び
に
向
か
う
途
中
、
芋
掘
り
に
行
く
。
明
日
の
川

あ
そ
び
で
芋
煮
会
を
す
る
た
め
に
、
計
画
変
更
を
す
る
。
炎

天
下
の
作
業
は
３
年
生
以
上
と
し
、
小
さ
い
子
は
近
く
の
お

堂
の
縁
側
で
休
ま
せ
る
。
続
く
昼
食
は
、
林
の
中
で
と
る
こ

と
に
す
る
。
飯
ご
う
か
ら
分
け
て
、
「生
み
そ
」
で
食
べ
る
質

素
な
も
の
に
も
、
舌

つ
づ
み
を
う
て
る
よ
う
に
な

っ
た
。

川
あ
そ
び
は
赤
ふ
ん
を
使

っ
て
泳
ぐ
。
裸
に
な
る
こ
と
に

抵
抗
を
示
し
て
い
た
が
、
女
の
子
も
取
り
ま

い
て
、
し
め
こ

み
の
や
り
方
を
見
て
い
る
。
ス
タ
ッ
フ
が
汗
だ
く
で
支
度
す

る
。
裸
の
お
尻
が
ま
ぶ
し
い
。
カ
メ
ラ
を
向
け
る
と
皆
ポ
ー

ズ
す
る
。
水
に
入
る
と
気
持
が
ひ
き
し
ま
る
の
か
、
身
ぶ
る

い
し
て
い
る
。
思
春
期
の
か
ど
口
に
立

つ
上
級
生
は
、
最
後

ま
で
し
め
こ
み
拒
否
を
し
て
い
た
。

川
か
ら
の
帰
り
、
ト
ラ
ッ
ク
で
通
り
過
ぎ
る
道
に
沿

っ
て

畑
が
続
く
。
夕
暮
れ
の
夕
日
の
中
で
、
暑
さ
を
さ
け
て
農
作

業
す
る
老
女
や
若

い
女
性
が
、
走
り
ぬ
け
る
ト
ラ
ッ
ク
の
上

の
子
供
た
ち
の
元
気
な
姿
に
驚
き
な
が
ら
、
夕
方
の
あ

い
さ

つ
を
し
て
く
れ
る
。
キ
ャ
ン
プ
場
で
は
、
遊
び
疲
れ
て
食
べ

る
玄
米
の
基
本
食
が
、
ほ
ど
よ
い
満
腹
感
と
共
に
満
ち
足
り

た
気
分
へ
と
い
ざ
な
っ
て
く
れ
る
。

星
座
へ
の
夢
は
、
雲
の
か
げ
に
隠
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
昨

夜
か
ら
の
続
き
で
、
大
竹
さ
ん
の
冒
険
談
は
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
の

動
物
の
話
だ
っ
た
。

第
六
日
。
体
調
の
悪
か
っ
た
数
名
の
子
供
も
す
っ
か
り
良

く
な
る
。
今
日
は
土
地

っ
子
と
の
魚
つ
か
み
の
日
。
三
百
人

の
加
納
地
区
の
村
人
と
虹
マ
ス
を
追
い
か
け
る
。
魚
つ
か
み

の
後
、
芋
煮
会
を
す
る
。
よ
―
く
煮
こ
ん
で
味
が
出
て
、
カ
レ

ー
の
よ
う
に
美
味
し
い
と
大
好
評
。
向
こ
う
岸
で
は
、
魚
が

焼
け
る
ま
で
藍
染
め
を
し
て
い
る
。
土
地
の
人
も
参
加
し
て
、

身
に
つ
け
て
る
Ｔ
シ
ャ
ツ
や
タ
オ
ル
を
染
め
上
げ
て
行
く
。

村
の
人
達
へ
の
恩
返
し
に
も
な

っ
た
。
魚
と
ス
イ
カ
を
食
べ

て
、
川
あ
そ
び
は
終
わ
る
。
川
か
ら
の
帰
り
は
、
昨
年
の
キ

ャ
ン
プ
場
を
回
っ
て
牛
を
見
て
帰
る
。
キ
ャ
ン
プ
場
に
帰
り
、

ソ
ー
メ
ン
を
食
べ
る
と
も
う
７
時
。
７
時
３０
分
は
、
フ
ァ
イ

ア
ー
点
火
の
時
間
。
み
ん
な
時
間
に
追
わ
れ
な
が
ら
、
あ
ち

こ
ち
で
打
ち
合
せ
の
輪
が
楽
し
そ
う
に
ゆ
れ
て
い
る
。

キ
ャ
ン
プ

ｏ
フ
ァ
イ
ア
ー
の
演
出
家
は
誰
も
い
な
い
。
す

べ
て
自
然
の
中
で
過
ご
し
た
生
活
体
験
の
中
で
、
苦
労
や
喜

び
を
共
有
し
た
友
情
が
推
進
力
に
な
っ
て
、
各
テ
ン
ト
の
催

し
も
の
が
ま
と
め
ら
れ
、
演
じ
ら
れ
て
行
く
。
人
に
よ
っ
て

解
放
さ
れ
た
子
供
た
ち
の
目
は
、
恐
れ
を
知
ら
ず
、
七
日
間

を
開
い
ぬ
い
た
自
信
で
輝
い
て
い
た
。

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
の
世
界
に
遊
ぶ
こ
と
の
で
き
る
感
性
が
、

創
作
劇
や
踊
り
や
歌
を
表
現
し
て
行
く
。
真
夏
の
夜
の
夢
は

子
供
た
ち
の
心
地
良
い
寝
息
と
、
興
奮
し
て
ね
む
れ
な
い
子

供
た
ち
を
包
ん
で
夜
中
ま
で
続
い
て
い
た
。

明
日
は
、
我
が
家
の
な
つ
か
し
い
に
お
い
が
待

っ
て
い
る
。

《文
責

・
澤
田
美
弥
子
》
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Ｃ
Ｉ
の
み
な
さ
ん

ヘ

山
　
本
　
洋
　
子

キ
ャ
ン
プ

で
は
、
い
ろ
い
ろ
、
お
せ
わ
に

な
り
ま
し
た
。
私
が

一
番
楽
し
か

っ
た
の
は

魚
の
つ
か
み
ど
り
や
、
キ
ャ
ン
プ

。
フ
ァ
イ

ア
ー
で
す
。
１０
時
ま
で
の
予
定

で
、
私
は
と

ち
ゆ
う
で
テ
ン
ト
に
帰

っ
て
ね
て
し
ま
お
う

か
と
思

っ
て
い
た
け
ど
、
み
ん
な
と
楽
し
ん

で
い
る
う
ち
に
１０
時
に
な

っ
た
。

タ

ツ
ち
ゃ
ん
の
お
ど
り
の
か

っ
こ
う
や
、

や
す
の
さ
ん
の
火
の
神
様
と
て
も
お
も
し
ろ

か

っ
た
。
ト
ラ
ッ
ク
の
後
ろ
に
ぎ
ゅ
う
ぎ
ゅ

う
に
の

っ
て
、
キ
ャ
ー
キ
ャ
ー
言
い
な
が
ら

の
っ
て
い
て
、
お
ま
わ
り
さ
ん
に
も
み
つ
か

ら
な
く
て
よ
か

っ
た
で
す
。
こ
れ
が
い
ん
じ

よ
う
に
の
こ
り
ま
し
た
。

こ
の

一
週
間
の
間
に
友
達
が
で
き
ま
し
た
。

ス
タ

ッ
フ
の
み
な
さ
ん
と
も
な
か
よ
く
な
れ

よ
か

っ
た
で
す
。

つ
ら
か

っ
た
こ
と
や
か
な
し
か

っ
た
の
は

お
母
さ
ん
や
お
兄
ち

や
ん
に
あ
え
な
か

っ
た

か
ら
で
す
。
お
母
さ
ん
と
わ
か
れ
て
生
活
し

た
こ
と
が
な
か

っ
た
か
ら
で
す
。
か
や
ぶ
よ

に
き
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
と
う
ぶ
ん
、

甘

い
物
や
水
気
を
少
な
く
す
る
よ
う
に
気
を

つ
け
ま
す
。

こ
ん
ど
ス
キ
ー

・
キ
ャ
ン
プ
に
行
き
た
い

で
す
。
さ
よ
な
ら
、
ま
た
会
う
日
ま
で
。

キ
ヤ
ン
プ

ｏ
フ
ァ
ィ
ァ
ー

祭りの神

登場

'86夏のこども健康
キャンプ

スタッフのみな様ヘ

「
や
ま
が
す
ご
く
き
れ
い
だ

っ
た
」
出
か
け

て
、
３
日
目
に
泰
子
か
ら
届
い
た
は
が
き
に

は
、
こ
れ
だ
け
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。

自
然
の
息
吹
の
中

で
、
そ
の
す
ば
ら
し
さ

を
伝
え
よ
う
と
す
る
、
精
い
っ
ぱ
い
の
表
現

だ

っ
た
よ
う
で
す
。
８
月
■
日
、
新
宿

で
バ

ス
か
ら
下
り
た

っ
た
泰
子
の
顔
は
、
ニ
コ
二

コ
、
ビ
カ
ピ
カ
と
輝
い
て
い
ま
し
た
。

「
３
日
目
の
夜
、
も
の
す
ご
く
泣
い
ち

ゃ
っ

た
け
ど
、
み
ん
な
す
ご
く
や
さ
し
く
し
て
く

れ
た
か
ら
、だ
い
じ
ょ
う
ぶ
だ

っ
た
Ｌ
」
と
、

染
め
て
も
ら

っ
た
赤

フ
ン
を
し
た
男
の
子
た

ち
が
、
お
尻
を
虫

に
さ
さ
れ
た
こ
と
、
ス
イ

カ
が
毎
日
食
べ
ら
れ
て
お
い
し
か
っ
た
こ
と
、

魚
を
と

っ
て
食
べ
た
こ
と
、
ト
ラ
ッ
ク
に
大

勢

で
乗

つ
た
こ
と
、
温
泉
に
た
だ
で
入
れ
て

も
ら

っ
た
こ
と
、
最
後
の
朝
食
が
、
ゴ
ウ
カ

バ
ン
で
お
い
し
か

っ
た
こ
と
。
キ
ュ
ウ
リ
を

み
そ
で
食
べ
て
お
い
し
か

っ
た
こ
と
、
そ
し

て
、
み
ん
な
と
友
だ
ち
に
な
れ
て
楽
し
か

っ

た
こ
と
、
な
ど
な
ど
…
…
思
い
出
話
は
つ
き

そ
う
に
あ
り
ま
せ
ん
。

泰
子
が
楽
し
か

っ
た
分
、
み
な
様
に
お
世

話
を
お
か
け
し
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
心
よ

り
お
礼
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
本
当

に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

暑
さ
が
続
き
ま
す
。
み
な
様
ど
う
ぞ
お
体

を
大
切
に
な
さ

っ
て
下
さ
い
。

８

月

１２

日

三
鷹
市
北
野
　
奥
州
谷
　
文
子
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啓

御
無
沙
汰

い
た
し
ま
し
た
大
変
過
失
で
す
。

お
ゆ
る
し
下
さ
い
。

「新
し
き
世
界
へ
」
を

見
て
奥
様
の
健
康
は
す
こ
し
減
る
が
御
写
真

は
き
れ
い
に
出
来
て
い
る
安
心
で
す
。
私
達

が
何
時
も
希
望
を
持

っ
て
御
健
康
は
相
変
ら

ず
に
世
界
の
食
養
の
風
潮
の
た
め
に
指
導
を

し
ま
す
。

〔世
界
の
食
養
の
運
動
の
前
進
の

た
め
に
御
指
導
く
だ
さ
い
〕
こ
の
前
の
頃
の

事
情
が
こ
ん
な
ん
で
い
る
が

〔
今
ま
で
だ

い

ぶ
困
難
な
事
情
が
あ
り
ま
し
た
が
〕
私
達
が

何
時
も
進
ん
で
桜
沢
方
法
を
広
め
て
つ
ぎ
の

結
果
は
、

○
現
在
多
数
の
医
博
は
古
伝
医
学
を
引
返

し
て

〔伝
統
医
学
を
見
直
し
て
〕
玄
米
の
方

法
を
用

い
自
分
の
体
質
や
家
族
や
他
人
に
応

用
し
ま
す
。

○
ベ
ト
ナ
ム
政
府
の
新
聞
が
た
く
さ
ん
の

玄
米
方
法
の
記
事
を
掲
載
し
ま
す
。

〔
し
て

い
ま
す
〕

○
ハ
ノ
イ
や
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
で
数
の

〔
い

く
つ
か
の
〕
病
院
や
政
府
医
療
局
で
桜
沢
方

法
の
講
演
を
聞
き
ま
す
。

〔講
演
会
が
開
か

れ
ま
す
〕

０
１
９
８
６
の
始
め
ベ
ト
ナ
ム
政
府
が

本
の
小
冊
を
印
刷
を
許
可
し
て
お
り
ま
す
。

作
者
は
軍
医
大
佐
医
博

私
達
と
共
編
で
す
。

そ
の
本
の
表
題
は

『食
養
や
健
康
』
。始
め
の

本
を
現
在
の
ベ
ト
ナ
ム
新
政
府
の
出
版
の
許

可
し
ま
す
。

〔新
政
府
が
許
可
し
た
マ
ク
ロ

ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
の
本
の
最
初
の
も
の
で
す
〕

も
う
沢
山
の
こ
ん
な
ん
〔な
Ｖ
」
と
が
あ

っ

て
も
私
達
が
―‘‐∫
時
も
進
ん
で
行
き
ま
す
。
奥

様
の
健
康
を
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
し
、
こ
の

よ
う
に
日
本
Ｃ
Ｉ
や
大
阪
の
友
人
に
向

っ
て

お
り
ま
す
。
脈
年
〔毎
年
〕
の
よ
う
に
今
年
の

二
十
四
日
の
記
念

〔桜
沢
先
生
の
記
念
祭
〕

を
荘
厳
に
挙
行
し
ま
す
。

拝
　
具

千
九
百
八
卜
六
年
六
月
二
二
日

り
ま
桜
沢
様

ヘ

「鶴
島
食
品
」
と
い
え
ば
純
正
食
品
の
草
分

け
と
し
て
、
全
国
の
食
養
家
に
愛
好
さ
れ
て

い
る
。
糸

ソ
バ
や
ポ
ン
セ
ン
な
ど
、
ツ
ル
シ

マ
の
も
の
で
な
け
れ
ば
と
い
う
方
も
多

い
。

創
業
者
の
鶴
島
丈
夫
氏
が
、
昭
和
５８
年
６

月
１５
日
に
亡
く
な
っ
た
こ
と
は
残
念
で
す
が
、

現
在
、
夫
人
の
鶴
島
ツ
ユ
子
社
長
、
原
田
昌

一
憚
務
ら
が
跡
を
引
き
継
ぐ
と
と
も
に
、
１８

社
の
生
産
グ
ル
ー
プ
が
ツ
ル
シ
マ
の
純
正
自

然
食
品
を
さ
さ
え
る
。

原
田
昌

一
氏
が
博
多
で
開
か
れ
て
い
た
正

食
医
学
講
座
に
欠
か
さ
ず
出
席
さ
れ
て
い
た

こ
と
も
あ
り
、
東
京

へ
の
帰
路
、
防
府
に
立

寄
る
こ
と
に
し
た
。
ち
ょ
う
ど
昼
ど
き
で
、

み
な
さ
ん
と
食
事
を
と
も
に
し

（な
か
な
か

の
正
食
で
し
た
Ｙ
万
え
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
は
、

鶴
島
丈
夫
氏
の
食
養
運
動
に
果
し
た
貢
献
と

い
う
こ
と
で
し
た
。
そ
れ
は
食
養
道
の
ヨ
ロ

コ
ビ
、
ス
バ
ラ
シ
サ
を
生
き
た
と
い
う
こ
と

で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
ふ
と
、
事
務
所
の

壁
に
目
を
や
る
と
、
鶴
島
丈
夫
氏
が
書
き
と

め
て
お
い
た
も
の
か
、

「道
」
を
記
し
た
言

葉
が
箇
条
書
に
し
て
貼
ら
れ
て
い
た
。

誠
と
は

（
心
と
体
と
食
し
物
）

１
　
健
康
と
は
誠

（宇
宙
の
秩
序
）
の
生
理

的
表
現
。

２
　
倖
と
は
誠

（宇
宙
の
秩
序
）
の
心
理
的

表
現
。

３
　
自
由
と
は
誠

（宇
宙
の
秩
序
）
の
生
理

的
、
心
理
的
、
社
会
的
表
現
。

４
　
平
和
と
は
誠

（宇
宙
の
秩
序
）
の
人
の

社
会
生
活
で
あ
る
。

５
　
誠
と
は
イ
ツ
何
処
に
て
も
あ
れ
、
万
人

に
、
永
久
に
自
由
と
幸
福
と
平
和
と
健
康
を

与

へ
る
唯

一
つ
の
物
で
あ
る
。

６
　
誠
と
は
唯

一
つ
に
し
て
永
久
に
全
き
事

で
あ
る
。

７
　
誠
と
は
、
絶
え
ま
な
く
、
移
り
変
り
、

動
き
表
れ
て
は
消
え
失
せ
、
し
か
も
、
永
久

に
変
ら
ざ
る
唯

一
の
モ
ノ
、
永
久
ソ
ノ
モ
ノ

で
あ
る
命
で
あ
る
。

８
　
全
き
心
と
全
き
体
を
求
む
る
者
よ
、
君

の
名
は
心
貧
し
き
者
″

９
　
愚
か
な
る
者
と
は
、
全
き
心
と
全
き
体

を
求
め
ず
し
て
、

ハ
カ
ナ
キ
体
と
水
泡
の
如

き
富
と
霜
柱
の
如
き
名
を
求
め
て
、
飽
く
事

を
知
ら
ざ
る
者
で
あ
る
。

１０
　
病
と
悩
と
悲
と
歎
に
身
を

コ
ガ
ス
者
に

▲ゴ・タン。ニャン夫妻。瓶には讐油や味唱

が入っています。

-12-



菫   手 紙
非
ぎ
れ
ば
、
全
き
心
と
全
き
体
を
求
む
る
事

能
わ
ず
。

＝
　
全
き
体
は
全
き
食
し
物
に
依
り
て
作
ら

れ
た
る
全
き
心
全
き
宇
宙
の
秩
序
の
受
信
機

な
り
。

‐２
　
全
き
モ
ノ
を
求
む
る
心
は
誠
な
り
。

‐３
　
全
き
コ
ト
を
求
む
る
モ
ノ
は
全
き
心
な

いり́
。

‐４
　
全
き
心
を
求
む
る
は

「誠
」
の
自
家
ノ

ス
タ
ル
ジ
ヤ
な
り
、
ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
な
り
。

‐５
　
誠
を
求
む
る
モ
ノ
は
誠
に
返
る
事
を
得

可
し
。

‐６
　
誠
に
返
る
モ
ノ
は
誠
に
自
由
を
得
可
し
。

‐７
　
誠
に
返
る
モ
ノ
は
考

へ
る
者
の
み
。

‐８
　
考
へ
る
事
と
は
神
に
返
る
事
な
り
「誠
」

‐‐こ‐ヨは一』“疇中］一がり屋でヽはず

か
し
が
り
屋
で
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し

た
。
い
よ
い
よ
と
な
る
と
度
胸
を
持
っ
て

い
ま
し
た
。

今
年
は

『奇
蹟
と
喜
び
の
我
が
ノ
イ

ロ
ー

ゼ
人
生
』

の
本
を
み
な
さ
ん
に
バ
ラ
マ
ク

こ
と
に
し
て
ま
す
よ
。

こ
ん
な
会
話
を
ツ
ユ
子
夫
人
と
交
わ
し
て
、

防
府
を
あ
と
に
し
た
。

（編
集
部
）

＊
鶴
島
氏
の
著
書
、
面
白
い
で
す
。
希
望
の

方
は
、
ｏ
７４７
山
口
県
防
府
市
南
松
崎
町
５
の

４
鶴
島
食
品
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

六
十

一
年
五
月
十
日
、
エ
ー
ル
フ
ラ
ン
ス

２７３
便
、
２．
時
フ
ラ
イ
ト
、
野
生
学
園
の
先
生

（主
人
）
と
二
人
で
北
ア
フ
リ
カ

。
モ
ロ
ッ

コ
に
旅
立

っ
た
。

．北
廻
リ
ア
ン
カ
レ
ッ
ジ
で
乗
り
継
ぎ
、
ま

た
パ
リ
で
シ
ャ
ル
ル

・
ド

・
ゴ
ー
ル
空
港
か

ら
エ
ア
バ
ス
で
オ
ル
リ
ー
空
港
ま
で
行
き
、

レ
５
月
１８
日
、
ラ
バ
ト
空
港
で
。

空
港
内
の
ゲ
リ
ラ
を
ふ
せ
ぐ
た
め
の
点
検
が

き
び
し
く
、
あ

っ
ち
の
ゲ
ー
ト
だ
、
い
や
こ

ち
ら
の
だ
と
、
か
な
リ
バ
タ
バ
タ
と
走

っ
た

り
、
次
の
出
発
ま
で
５
分
し
か
な

い
と
い
わ

れ
青
く
な
り
、
大
あ
わ
て
…
…
給
油
と
時
差

と
入
れ
て
約
２３
時
間
の
空
の
旅
の
後
、
や

っ

と
モ
ロ
ッ
コ

・
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
に
十

一
日
十

時
五
分
に
到
着
し
た
。
飛
行
機
は
な
れ
て
い

る
も
の
の
、
や

っ
と
の
思

い
と
い
う
感
激
だ

っ
た
。

何
故
、
私
と
先
生
は
こ
ん
な
忙
し
い
思
い

を
し
て
ま
で
、
１５
年
間
も
海
外
の
旅
を
楽
し

ん
で
い
る
の
だ
ろ
う
と
私
の
心
中
な
に
か
が

よ
ぎ

っ
た
。

蝶
が
舞
う
ご
と
く
の
忙
し
い
生
活
の
中
か

ら
自
分
を
外
に
置

い
て
物
事
が
客
観
的
に
見

ら
れ
る
事
と
、
感
激
と
旅
は
人
生
そ
の
も
の

で
あ
り
、
全
て
に
対
す
る
挑
戦
で
あ
る
と
思

っ
て
い
る
。

こ
の
原
稿
を
思

い
た

っ
た
の
は
、

い
つ
も

ホ
テ
ル
に
着
く
と
、
す
ぐ
キ
ャ
ン
ピ

ン
グ
セ

ッ
ト
を
広
げ
て
玄
米
を
炊
き
は
じ
め
る
先
生

（主
人
）
な
の
に
、
セ
ッ
ト
の
国
型
燃
料
の

点
検
を
忘
れ
て
少
な
い
ま
ま
持

っ
て
き
て
し

ま
い
、
せ

っ
か
く
と
い
だ
玄
米
を
す
て
る
破

目
に
な

っ
て
し
ま

っ
た
。

こ
れ
か
ら
１０
日
間
、
モ
ロ
ッ
コ
全
土
を

一

周
す
る
の
に
、
パ
ン
と
ラ
ム
肉
だ
け
の
国
で

ど
う
な
る
か
と
そ
れ
ば
か
り
が
心
配
だ

っ
た
。

も
し
私
の
失
敗
だ

っ
た
ら
、
こ
っ
ぴ
ど
く

叱
ら
れ
る
と
こ
ろ
だ
が
、
先
生
の
失
敗
、
不

注
意
だ
か
ら
私
は
ホ
ッ
と
し
た
気
持
ち
と
不

安
が
入
り
ま
じ

っ
た
。
彼
は

一
人
で
つ
ぶ
や

い
て
い
た
。

「
マ
マ
、
何
で
も
な
れ
た
こ
ろ

失
敗
が
あ
る
も
ん
だ
ね
」
と
膚
を
落
し
て
い

っ
て
い
た
。
先
生
は
毎
日
玄
米
が
な
け
れ
ば

絶
対
だ
め
な
人
だ
か
ら
、
少
し
可
愛
想
に
な

っ
た
。
旅
を
す
る
時
は
、
か
な
ら
ず
食
料
と

水
の
係
は
主
人
が
す
る
の
で
、
ど
こ
の
国

ヘ

行
く
に
も
何
の
心
配
も
な
く
、
私
は
せ
め
て

オ
ー
サ
ワ
ジ
ャ
パ
ン
の
厚
焼
き
ゴ
マ
入
り
玄

米
セ
ン
ベ
イ
を
持
参
す
る
く
ら
い
の
と
こ
ろ

で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
私
は
、
旅
の
お
伴
に

一
冊
の
本

を
持

っ
て
出
発
す
る
。
今
回
は
、
膠
原
病
で

逝

っ
た
チ
コ
ち
ゃ
ん
２０
歳
の
絶
唱

『太
陽

ヘ

の
ラ
ブ
レ
タ
ー
』
を
伴

っ
た
。
往
復
の
機
内

で
読
ん
だ
り
、
長

い
ア
ト
ラ
ス
山
脈
の
バ
ス

の
ド
ラ
イ
ブ
の
中
で
、
何
回
も
何
回
も
涙
が

本
の
上
に
落
ち
た
。

１０
日
間
も
玄
米
の

一
粒
も
な

い
モ
ロ
ッ
コ

の
旅
―
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
、

マ
ラ
ケ
ッ
シ

ュ
、

フ
ェ
ズ
、
メ
ク
不ヽ
―
ス
、
タ
ン
ジ
ー
ル
、
ラ

バ
ト
…
…
モ
ロ
ッ
コ
全
土
を
大
型
バ
ス
で
Ｖ

Ｉ
Ｐ
の
メ
ン
バ
１
１０
人
で
生
活
を
共
に
し
た
。

広
大
な
ア
ト
ラ
ス
山
脈
、
リ
フ
山
脈
、
サ

ハ

ラ
砂
漠
の
入
口
約
二
〇
〇
〇
キ
ロ
の
バ
ス
の

旅
、
７８
歳
の
長
老
を
頭
に
、
私
共
夫
婦
が

一

番
若

い
ペ
ア
で
あ
る
。

２３
時
間
の
長
旅
に
も
め
げ
ず
、
身
の
ま
わ
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」Efo副憾減鷺    E
り
の
手
荷
物
だ
け
を
持

っ
て
、
毎
月
７
時
モ

ー
ニ
ン
グ
コ
ー
ル
、
７
時
半
パ
ッ
ケ
ー
ジ
、

８
時
出
発
と
バ
ス
で
走
り
続
け
、
ア
ラ
ブ
最

大
の
カ
ラ
ウ
イ
ン
モ
ス
ク

（祈
と
う
所
）
、

メ
デ
ィ
ナ

（
旧
市
街
）
、
ス
ー
ク

（市
場

・

な
め
し
皮
職
人
の
ス
ー
ク
）
、
イ
ス
ラ
ム
王

朝
の
街
、
古
都
フ
ェ
ズ
、
モ
ウ
レ
イ
、
イ
ス

マ
イ
ル
の
宮
殿
、
メ
ク
ネ
ー
ス
の
ヴ
ル
ヴ
ォ

ス
の
ロ
ー
マ
の
遺
跡
、
枚
挙
に
い
と
ま
が
な

い
ほ
ど
感
嘆
の
声
を
あ
げ
る
ば
か
り
で
あ

っ

た
。

（イ
ス
ラ
ム
教
徒
は
年

一
回

一
カ
月
の

断
食
中
で
し
た
。
）

さ
て
気
に
な
る
食
事
の
こ
と
に
も
ど
そ
う
。

朝
は
コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル
と
い
っ
て
紅
茶
ま
た

は
コ
ー
ヒ
ー
と
パ
ン
だ
け
で
何
も
な

い
。
昼

は
モ
ロ
ッ
コ
料
理
、
ク
ス
ク
ス
と
か
い
っ
て

皿

一
杯
に
粉
を
ね

っ
て
ふ
か
し
た
パ
ン
粉
の

よ
う
な
も
の
が

一
杯
す

い
て
あ
り
野
菜
も
沢

山

い
た
め
て
黄
色

い
香
辛
料
を
だ

い
ぶ
き
か

せ
て
あ
る
。
夜
は
ラ
ム
肉
の
料
理
に
、
ロ
ー

ゼ
の
ワ
イ
ン
グ
ラ
ス
を
か
た
む
け
な
が
ら
、

ド
レ
ス
ア
ッ
プ
し
て
旅
の
会
話
に
時
間
が
た
。

つ
の
も
忘
れ
、
十
年
の
知
己
の
フ
ァ
ミ
リ
ー

の
よ
う
に
楽
し
い
時
が
流
れ
て
行
く
。

私
と
先
生
は
肉
は
さ
け
る
よ
う
に
し
て
部

屋
を
出
る
前
、
か
な
ら
ず
大
島
の
塩
で
つ
け

た
大
き
な
梅
千
を
ほ
お
ば
り
な
が
ら
デ
ィ
ナ

ー
に
の
ぞ
む
。

そ
れ
で
も
１０
日
間
の
あ

い
だ
先
生
の
方
が

少
し
風
邪
気
味
に
な

っ
た
り
、
痰
が
の
ど
に

か
ら
ん
だ
り
し
た
程
度
で
疲
れ
知
ら
ず
に
元

気
そ
の
も
の
、
私
は
皮
製
品
の
ロ
ン
グ
コ
ー

ト
な
ど
楽
し
い
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
も
出
来
た
の

で
最
高
、
今
パ
リ
よ
リ
ア
ン
カ
レ
ッ
ジ
に
向

け
て
高
度

一
万
八
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
時
速
九

〇
〇
キ
ロ
、
東
京
ま
で
五
五
七
〇
キ
ロ
、
時

差
７
時
間
と
い
う
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
聞
き
な
が

ら
帰
国
の
途
に
つ
い
て
い
る
。

機
中

『太
陽

へ
の
ラ
ブ
レ
タ
ー
』
の
本
を

読
み
な
が
ら
、
得
体
の
知
れ
な

い
恐
ろ
し
い

病
気
に
さ
い
な
ま
れ
て
、
健
気
に
ニ
ト
歳
の

青
春
を
終

っ
て
い
っ
た

口丁
愛
想
な
チ
コ
ち
ゃ

ん
を
思

っ
た
。
多
分
、
砂
糖
の
毒
と
自

い
ば

く
だ
ん
が
原
因
で
は
な
か
ろ
う
か
。
健
康
が

第

一
と
は
い
い
な
が
ら
、
余
り
に
も
差
の
あ

る
人
生
の
生
き
方

。
有
り
方
に
、
食
養
の
基

本
を
も

っ
と
も

っ
と
勉
強
し
な
け
れ
ば
と
思

っ
た
。
玄
米
釜

一
つ
持

っ
て
、
ど
こ
ま
で
先
生
と

私
が
世
界
の
旅
を
続
け
ら
れ
る
か
、
帰
国
し

た
ら
よ
り
き
び
し
く
食
養
を
か
み
じ
め
て
、

長
老
メ
ン
バ
ー
の
武
井
さ
ん
夫
妻
の
よ
う
に

頑
張
り
た

い
と
思

っ
て
い
る
。

旅
を
す
る
と
自
分
が
変
る
こ
と
が
良
く
わ

か
る
。
決
し
て
控
え
目
に
は
な
れ
な

い
が
、

世
の
中
に
対
し
て
、
オ
ド
オ
ド
し
な
く
な
る
。

留
守
番
の
家
族
、
周
囲
の
人
、
い
つ
も
協
力

し
て
く
れ
る
人
た
ち
に
涙
の
出
る
ほ
ど
感
謝

が
出
来
る
。
人
間
は

一
人
で
は
生
き
ら
れ
な

い
か
ら
相
ル
が
，
‐‥
…
て
、
会
話
が
あ

っ
て
、
そ

こ
に
善
悪
が
生
れ
て
、
そ
れ
で
こ
そ
人
生
と

い
え
る
の
で
は
な

い
か
と
思
う
。

も
う
、
そ
ろ
そ
ろ
１０
人
の
Ｖ
Ｉ
Ｐ
の
メ
ン

バ
ー
も
機
内

の
眠
気
か
ら
さ
め
て
、
ガ
ヤ
ガ

ヤ
と
求
め
た
み
や
げ

の
申
告
を
始
め
た
よ
う

で
あ
る
。

間
も
な
く
ア
ン
カ
レ

ッ
ジ
に
到
着
の
機
内

ア
ナ
ウ
ン
ス
が
あ

っ
た
。
　
″
み
や
ま
″
と

い

う
樽
本
を
内
装

に
つ
か

っ
た
、
自
然
食

の
レ

ス
ト
ラ
ン
を
始
め
て
昼
夜
忙
し
く
、
も
う
主

人
と
は
＾
一人
で
の
ん
び
り
海
外
旅
行
な
ん
で

出
来
な

い
と
悲
し
く
思

っ
て
い
た
の
に
、

い

っ
と
き
店
を
休
暇
し
て
ま
で
も
モ
ロ
ッ
コ
の

旅
を
貫
通
出
来
た
事
に
感
謝
の
気
持
ち
と
、

食
養
の
偉
大
き
と
、
膠
原
病
で
逝

っ
た
チ
コ

ち
ゃ
ん
の

『太
陽

へ
の
ラ
ブ
レ
タ
ー
」
の
素

晴
ら
し
さ
に
拍
手
を
送

っ
て
、
私
の
食
養
十

年
の
勝
利
‘―
モ
ロ
ッ
コ
の
記
念
に
さ
せ
て
い

た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。

最
後
に
お
気
持
の
あ
る
方
は
、
チ
コ
ち
ゃ

ん
の
『太
陽

へ
の
ラ
ブ
レ
タ
Ｉ
Ｌ
鈴
木
ナ
ミ
、

千
代
子
著
、　
一
光
社
）
読
ん
で
や

っ
て
下
さ

い
。
偶
然
に
も
私
の
長
女
と
八
王
子
市
立
五

中
の
同
級
生
で
し
た
。

合
掌

（
国

．
編
中 ．
印
て
び
り
発
Ａ
Ｆ
２７２
）

（松
田
大
妻
は
モ
ロ
ッ
コ
の
あ
と
、
今
夏
、

チ
ベ
ッ
ト
ヘ
、
奥
様
３９
回
目
、
ご
主
人
６９
回

目
の
海
外
旅
行
に
出
発
さ
れ
た
。）

６
月
２３
日
に
、
待
望
の
桜
沢
先
生
の
カ
セ

ッ
ト
テ
ー
プ
が
届
き
ま
し
た
。
有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
早
速
聞

い
て
お
り
ま
す
。
３
巻

と
も
大
変
勉
強
に
な
り
ま
す
が
特
に

『
Ｇ

・

０
母
を
語
る
』
は
感
動
さ
せ
ら
れ
、
勇
気
づ

け
ら
れ
ま
す
。

桜
沢
先
生
の
お
母
さ
ん
は
夫
に
捨
て
ら
れ

る
そ
の
う
ら
め
し
さ
、
経
済
の
苦
し
さ
、
体

の
病

い
、
そ
し
て
、
子
供
を
二
人
の
こ
し
て

死
ん
で
い
く
悲
し
さ
。
そ
ん
な
こ
と
に

一
回

も
不
平
を
聞

い
た
こ
と
が
な

い
、
愚
痴
を
聞

か
し
た
こ
と
が
な
い
、
泣
き
言
を
言

っ
た
こ

と
が
な

い
と
い
う
。

そ
れ
に
比
べ
て
僕
は
、
何
も
か
も
、
健
康

も
あ
る
食
物
も
あ
る
住
む
家
も
あ
る
、
そ
ん

な
に
恵
ま
れ
て
い
る
の
に
、
ち
ょ
っ
と
苦
し

い
事
が
あ
る
と
、
す
ぐ

へ
こ
た
れ
る
、
不
平

に
お
も
う
。

そ
ん
な
自
分
で
す
か
ら
、
こ
の
テ
ー
プ
を

聞
く
と
、
本
当
に
勇
気
づ
け
ら
れ
て
、
も

っ

と
強
く
生
き
る
こ
と
を
決
意
し
て
い
ま
す
。

も

っ
と
笑
顔
を
明
る
さ
を
、
十
１
ビ
ス
を
周

り
の
人
に
ば
ら
ま
き
ま
す
。

日
本
Ｃ
Ｉ
の
皆
様
、
本
当
に
こ
の
テ
ー
プ

有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
　

（
６‐

．
７

・
１８
）

●
読
者

へ
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
お
手
紙
を
お

寄
せ
下
さ
い
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

-14-



鶴   手
お
元
気
で
す
か
？
　
お
陰
様
に
て
十
七
回

目
の
フ
レ
ン
チ
メ
ド
ー
の
キ
ャ
ン
プ
も
無
事

に
す
み
ま
し
た
。
初
回
か
ら
百
人
を
越
え
て

盛
会
で
し
た
。
ト
ム

・
モ
ン
テ

〔サ
テ
ィ
ラ

ロ
医
博
の

「ガ
ン
、
あ
る
完
全
治
癒
の
記
録
』

を
書

い
た
青
年
〕
が
ゲ
ス
ト

・
ス
ピ
ー
カ
ー

だ

っ
た
せ
い
か
と
話
し
合

い
ま
し
た
。

ク
リ
ム
吉
見
さ
ん
の
話
は
皆
に
受
け
ま
し

た
。
息
を
切
ら
し
な
が
ら
毎
朝
、

マ
キ
割
り

を
し
て
下
さ
い
ま
し
た
し
、
天
プ
ラ
作
り
を

手
伝

っ
て
油
ま
み
れ
。
ス
タ
ッ
フ
の

一
人
の

よ
う
で
し
た
。

母
親
か
ら
離
れ
た
子
熊
が
３
日
ほ
ど
キ
ャ

ン
プ
地
を
の
そ
り
の
そ
り
と
歩
き
廻
り
、
び

っ
く
り
い
た
し
ま
し
た
。
子
熊
と
い
っ
て
も

大
き
な
犬
の
３
倍
の
胴
廻
り
で
す
。
森
林
警

察
官
が
言
う
に
は
、
こ
の
国
立
公
園
は
も
と

も
と
熊
が
住
ん
で
い
た
所
だ
か
ら
熊
は
危
害

を
加
え
な
い
が
、
い
や
な
人
は
帰

っ
た
方
が

く
Ｇ
Ｏ
Ｍ
Ｆ

（ジ
ョ
ー
ジ
オ
ー
サ
ワ

・
マ
ク
ロ
ビ

オ
テ
ィ
ツ
ク
フ
ァ
ウ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
）
の
サ
マ
ー

キ
ヤ
ン
プ

よ
い
と
。
人
手
不
足
で
熊
を
他
の
場
所
に
移

す
の
が
無
理
と
の
こ
と
で
す
。
食
事
用
の
鐘

を
鳴
ら
し
た
ら
、
風
の
よ
う
に
走
り
去
り
、

そ
れ
以
来
、
姿
を
か
く
し
ま
し
た
。

キ
ャ
ン
プ
の
最
後
の
座
談
会
の
時
に
、
放

射
能
の
害
を
防
ぐ
の
に
海
草
と
味
晴
が
効
き

め
が
あ
る
か
、
と
い
う
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

来
年
の
キ
ャ
ン
プ
に
は
平
賀
さ
ん

〔広
島
市

の
皆
実
Ｃ
Ｉ
。
玄
米
児
７
人
の
母
、
広
島
で

被
爆
〕
の
招
待
を
考
え
て
い
る
、
と
主
人
〔相

原

ヘ
ル
マ
ン
氏
〕
が
申
し
ま
し
た
。
ソ
連
の

原
発
事
故
が
あ

っ
た
の
で
、
平
賀
さ
ん
の
体

験
談
は
非
常
に
参
考
に
な
り
、
ま
た
勇
気
を

与
え
て
く
れ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

来
年
の
予
定
は
七
月
二
十
四
日
か
ら
十
日

間
で
す
。

〔中
略
〕
今
朝
か
ら
ベ
ー
ガ
の
ク

ラ
ス

〔講
習
〕
が
始
ま
り
ま
し
た
。
主
人
と

私
は
ス
リ
ー
ク
リ
ー
ク
の
キ
ャ
ン
プ
の
手
伝

い
に
来
て
、
明
後
日
帰
宅
の
途
中
で
福
岡
先

生

〔自
然
農
法
〕
を
お
迎
え
し
て
、翌
朝
、講

演
会
。
主
人
の
通
訳
で
す
。
久
方
ぶ
り
で
の

お
目
も
じ
を
楽
し
み
に
致
し
て
お
り
ま
す
。

（８
月
Ｈ
日
）

私
は
、
数
年
前
会
員
で
あ

っ
た
者
で
す
。

『新
し
き
世
界
へ
』
誌
、
一老
九
年
十

一
月
号

～
死
全
年
十
二
月
号
ま
で
を
希
望
者
に
差
し

上
げ
た
く
連
絡
し
ま
し
た
。

ま
た
、
ゼ
ン
ケ
ン
の
活
水
器
も
希
望
者
に

譲
り
ま
す
の
で
、
左
記
の
住
所

へ
ご
連
絡
下

さ
い
。
〒
２９９
‐
０２
　
千
葉
県
君
津
郡
袖
ケ
浦
町
飯

富
二
二
九
四
　
小
林
和
夫
●
冒
夭
共
千

云
主
ま
で
。

石
塚
左
玄
著

『食
物
養
生
法
』

（日
本
Ｃ

Ｉ
協
会
発
行

。
一
九
七
四
年
復
刻
版
・絶
版
）

を
、当
時
の
購
入
価
格
三
千
円
（送
料
硼
円
）

で
譲
り
ま
す
。
本
は
、
正
誤
表
の
正
の
も
の

を
切
り
と
り
本
に
貼

っ
た
部
分
も
あ
り
ま
す

が
、
ほ
と
ん
ど
購
入
時
の
ま
ま
、世市
も
あ
り
。

〒
４４‐
１
３４
　
愛
知
県
渥
美
郡
田
原
町
東
大

浜
７６
番
地
　
天
野
裕
三

毎月第3日 曜
正   コ資ン  ガ墜ア  』フF ll時

～4時

体質を改善し病気を治す食事指導 (日本C:協会本部にて)

講師 橋本宙ノヽ  1947年生まれ。1973年 に正食法の提唱者、桜沢如一の思想に出会う。福島
の山奥の原野を開墾し、手作りで家を建て、 4人の子供のお産はすべて自分の手で取り上

Iザた。現在、地元いわき市で「正食講座」を開講。子育て、教育、健康、その他正食に関

する何でも相談受けつけます。

※相談 (有料 )希望の方は正会員になり、予約受付して下さい。
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GEθRGE θHSAWh

桜 沢 如 一 先 生
(1893～ 1966)

20周 年記念執筆

(6)

知
行
合

一
の
自
由
人

大

町

晨

策

戦
時
中
、
私
は
師
範

〔学
校
〕
の
学
生
で
し
た
。
当
時
、

欧
文
社
か
ら
発
行
さ
れ
て
い
た

『新
若
人
』
と
い
う
雑
誌
に

桜
沢
先
生
が

一
文
を
書
か
れ
て
い
た
。
ひ
ど
く
衝
撃
を
受
け

た
が
、
そ
の
ま
ま
過
ぎ
て
い
た
。
そ
の
後
、
古
本
屋
で
実
業

之
日
本
社
発
行
の

『新
食
養
療
法
』
を
見
つ
け
、
さ

っ
そ
く

求
め
た
。
私
は
幼
時
か
ら
虚
弱
で
胃
腸
が
弱
く
、
風
邪
を
ひ

き
や
す
い
体
質
で
あ

っ
た
。
そ
の
た
め
体
格
も
悪
く
、
ス
ポ

ー
ツ
は
大
嫌
い
、
友
達
と
遊
ぶ
こ
と
も
少
な
く
無
口
な
方
で

あ

っ
た
が
、
意
志
は
わ
り
に
強
い
方
で
、
小
学
校
八
年
間
、

休
ん
だ
の
は
二
日
間
の
み
で
あ

っ
た
。

師
範
生
活
は
厳
し
く
、
軍
隊
生
活
と
似
た
よ
う
な
寮
生
活

を
五
年
も
続
け
た
お
か
げ
で
、
だ
い
ぶ
健
康
に
も
な

っ
た
が
、

そ
れ
で
も
何
か
に
つ
け
て
体
力
不
足
を
嘆
く
こ
と
が
多
く
、

常
に
健
康

へ
の
憧
れ
が
あ

っ
た
。
第
二
乙
種
な
が
ら
軍
隊
に

も
い
き
、
初
年
兵
の
苦
し
み
も
味
わ

っ
た
り
し
て
教
壇
に
復

帰
し
た
が
、
戦
死
し
た
兄
に
代
わ

っ
て
農
業
を
継
が
ね
ば
な

ら
ぬ
こ
と
も
あ

つ
て
教
職
を
退
き
、
百
姓
生
活
に
入

っ
た
も

の
の
、
当
時
、
教
員
不
足
と
あ

っ
て
、　
一
年
に
し
て
教
壇
に

一戻
っ
た
。

百
姓
生
活
を
し
て
い
た
頃
、
十
キ
ロ
ほ
ど
離
れ
た
田
舎
町

で
桜
沢
先
生
の

『食
養
人
生
読
本
』
を
発
見
、
山
道
を
夢
中

で
読
み
な
が
ら
帰

っ
た
。
そ
れ
か
ら

『天
国
の
鍵
』
、
『人
間

革
命
の
書
』
、
『
ク
ラ
ラ

・
シ
ュ
ー
マ
ン
』
、
『Ｐ
Ｕ
中
国
四
千

年
史
』
、
『新
し
い
栄
養
学
』
、
『う
な
ぎ
の
無
双
原
理
』
、
『
コ

ン
パ
』
等
々
つ
ぎ
つ
ぎ
と
、
む
さ
ぼ
る
ご
と
く
読
ん
だ
。
こ

れ
こ
そ
自
分
の
求
め
て
い
た
も
の
と
感
激
し
感
動
し
、
つ
い

に
再
度
教
職
を
や
め
、家
も
弟
に
頼
み
、
日
吉
の
Ｍ
Ｉ
に
入
れ

て
頂
い
た
の
で
あ

っ
た
。
時
に
昭
和
二
十
五
年
四
月
で
あ

っ

た
。
桜
沢
先
生
の
朝
晩
の
講
義
を
聞
け
る
の
が
何
よ
り
の
楽

し
み
で
あ

っ
た
。
私
は
Ｐ
Ｕ
ネ
ー
ム
を
シ
ー
ン
と
つ
け
て
頂

き
、
Ｍ
Ｉ
で
の
生
活
が
始
ま

っ
た
の
で
あ
る
が
、
陰
性
な
私

は
生
活
環
境
の
激
変
で
四
キ
ロ
か
五
キ
ロ
く
ら
い
体
重
が
減

り
、
い
っ
そ
う
陰
性
に
な

っ
て
し
ま

っ
た
が
、
こ
れ
が
玄
米

食
に
よ
る

一
時
的
反
応
か
と
耐
え
た
。

玄
米
食
は
実
に
お
い
し
か

っ
た
が
、　
一
日
二
食
、
し
か
も

量
が
少
な
い
の
に
は
開
口
し
た
。　
一
日
二
食
ま
た
は

一
食
、

時
に
は
断
食
さ
れ
た
り
し
て
、
睡
眠
時
間
も
三
～
四
時
間
く

ら
い
で
、
著
作
を
し
、
多
く
の
来
客
に
会
い
、
研
究
生
の
日

記

・
感
想
を
読
み
批
判
し
指
導
し
、
朝
夕
の
講
義
を
休
ま
ず

さ
れ
、
そ
し
て
二
刀
流
式
に
ハ
タ
キ
を
両
手
に
持

っ
て
掃
除

も
さ
れ
る
先
生
の
姿
を
眼
前
に
し
て
、
い
っ
そ
う
感
服
し
た
。

一
方
、
私
も
Ｗ
Ｇ

（
『世
界
政
府
』
新
聞
）
売
り
を
し
た

り
、
メ
ガ
ホ
ン
を
持

っ
て
街
頭
で
世
界
政
府
運
動
を
説
い
て

み
た
り
し
た
が
、
新
聞
は
さ

っ
ば
り
売
れ
ず
、
石
け
ん
の
戸

別
訪
問
販
売
な
ど
も
し
て
み
た
が
、
こ
れ
も
思

っ
た
よ
う
に

ゆ
か
ず
、
空
腹
と
疲
労
の
上
に
、
生
活
費
も
な
く
な
り
、
す

っ
か
り
自
信
を
失

っ
て
し
ま

っ
た
。
語
学
力
も
な
く
、
か
と

い
っ
て
体
力
は
さ
ら
に
な
く
、
こ
れ
と
い
っ
た
才
能
も
な
い

者
の
哀
れ
さ
で
あ
る
。
全
く
世
間
知
ら
ず
で
あ

つ
た
こ
と
を

つ
く
づ
く
感
じ
た
。
ま
た
、
陰
性
で
は
ダ
メ
だ
と
い
う
こ
と

も
痛
感
さ
せ
ら
れ
た
。
先
生
か
ら
よ
く
間
か
さ
れ
た
こ
と
に
、

ス
ピ
ー
ド
、
ス
マ
ー
ト
と
い
う
こ
と
が
あ

つ
た
が
、
田
舎
か

ら
出
て
き
た
自
分
は
、
ま
こ
と
に
の
ろ
ま
で
、
ス
マ
ー
ト
さ

に
も
欠
け
て
い
た
こ
と
を
教
え
ら
れ
た
。
あ
る
時
、
先
生
か

ら

『平
和
の
秘
曲
』
の
原
稿
を
清
書
す
る
よ
う
命
じ
ら
れ
た
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が
、　
一
日
机
に
向
か

っ
た
だ
け
で
疲
れ
て
し
ま

っ
た
。
ミ
ス

も
多
か

っ
た
。

教
師
は
生
徒
を
教
え
る
立
場
に
あ
り
、
叱
る
こ
と
は
あ

っ

て
も
叱
ら
れ
る
こ
と
が
な
い
。
卒
業
以
来
久
し
ぶ
り
に
先
生

か
ら
叱
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
気
づ
か
な
か

っ
た
自
己
の
欠

点
を
自
覚
さ
せ
ら
れ
た
。

「君
は
腸
が
悪
い
。
あ
と
二
年
の

命
だ
」
と
も
言
わ
れ
た
。
そ
ん
な
に
悪
い
と
は
考
え
て
も
い

な
か

っ
た
が
、
そ
れ
く
ら
い
厳
し
く
言
わ
れ
な
け
れ
ば
、
あ

る
い
は
現
在
が
な
か

っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
蓮
の
研
究
で
有

名
な
大
賀
博
士
の
お
宅
に
先
生
の
本
を
お
届
け
す
る
役
目
を

仰
せ
つ
か
っ
た
り
、

「
コ
ン
パ
』
や

「サ
ー
ナ
』
の
校
正
の

お
手
伝
い
を
し
た
り
、
い
ろ
い
ろ
勉
強
さ
せ
て
頂
い
た
。
先

生
の
お
話
は
ま
こ
と
に
独
創
的
で
あ
る
。
教
え
な
い
、
考
え

さ
せ
る
。
蓄
音
機
で
は
い
け
な
い
。
教
師
は
蓄
音
機
で
、
ダ

メ
だ
と
よ
く
言
わ
れ
た
。
教
え
ら
れ
た
こ
と
を
暗
記
し
て
い

る
だ
け
で
あ
る
。
借
り
も
の
の
知
識
で
、
自
分
の
も
の
が
な

い
、
と
言
わ
れ
た
。
映
画
を
見
て
も
本
を
読
ん
で
も
、
必
ず

そ
の
後
で

「感
想
は
？
」
と
尋
ね
ら
れ
る
。
ま
た
、
感
想
に

は
必
ず
何
ら
か
の
評
を
し
て
下
さ

っ
た
。
た
い
て
い
、
Ｆ
ヽ

と
か
×
と
か
、
時
に
は
電
＆

と
か
極
め
て
短
評
で
あ
る
が
、

そ
の
評
を
頂
く
の
が
楽
し
ふ
で
あ

っ
た
。
多
忙
な
中
で

一
人

一
人
を
よ
く
見
て
お
ら
れ
、
愛
情
を
こ
め
て
叱
り
も
し
、
賞

め
も
し
て
下
さ
る
深
い
愛
に
は
感
激
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
か

っ
た
。

朝
夕
、
食
事
の
前
に
Ｐ
Ｕ
の
歌
を
歌

っ
た
。
新
し
く
来
た

者
に
対
し
て
は
歓
迎
の
歌
を
、
去
る
者
に
は
別
れ
の
歌
。
食

前
の
歌
、
食
後
の
歌
、
そ
の
他
、

「広
い
道
」
の
歌
、

「陰

あ
れ
ば
陽
」
な
ど
、
い
ま
だ
に
忘
れ
ら
れ
な
い
。
私
は
陰
性

人
で
、立日
楽
と
ス
ポ
ー
ツ
は
特
に
苦
手
で
あ
り
、嫌

い
で
あ

っ

た
が
、
こ
の
Ｐ
Ｕ
の
歌
は
大
好
き
で
、
Ｍ
Ｉ
生
活
に
魅
力
を

感
じ
た
の
も
、
こ
の
歌
が
理
由
の

一
つ
か
も
知
れ
な
い
。
私

は
、
そ
の
年
の
七
月
に
は
Ｍ
Ｉ
を
去
り
、
三
度
目
の
教
職
復

帰
を
し
、
昨
年
、
定
年
退
職
を
し
た
の
で
あ
る
が
、
教
職
に

戻

っ
て
か
ら
も
、
先
生
か
ら
教
え
ら
れ
た
Ｐ
Ｕ
の
道
を
少
し

で
も
教
育
の
道
に
実
現
す
べ
く
努
力
し
て
き
た
。
か
つ
て
中

学
校
で
担
任
を
し
て
い
た
頃
、
Ｐ
Ｕ
の
歌
を
ホ
ー
ム
ル
ー
ム

の
時
間
に
生
徒
と
共
に
歌

っ
た
り
し
た
の
で
、
卒
業
後
、
こ

の
歌
の
お
か
げ
で
苦
し
い
こ
と
も
乗
り
こ
え
ら
れ
た
、
と
い

う
こ
と
を
語

っ
て
く
れ
た
教
え
子
も
多
い
。
ま
た
、
生
徒
の

日
記
や
作
文
に
は
必
ず
評
を
書
い
て
返
す
よ
う
に
し
た
。
評

を
書
く
の
も
二
人
、
十
人
な
ら
簡
単
で
あ
る
が
、
三
十
人
、

四
十
人
、
時
に
は
一
百́
人
近
い
数
に
な
る
と
、
読
む
だ
け
で

も
大
変
で
あ

っ
た
が
、
と
に
か
く
努
力
し
た
。

そ
の
後
、
校
長
職
も
十
二
年
や
ら
せ
て
頂
い
た
が
、
校
長

の
職
務
の

一
つ
に
職
員
の
週
案

（週
の
指
導
計
画
と
記
録
）

を
見
る
こ
と
が
あ
る
。
た
だ
見
て
判
を
押
し
て
返
せ
ば
す
む

こ
と
で
あ
る
が
、
せ

っ
か
く
書
い
て
く
れ
た
反
省
記
録
に
何

か

一
言
を
書
い
て
あ
げ
た
い
と
考
え
、
ず

っ
と
続
け
た
。
最

後
の
数
年
は
、
そ
れ
を
発
展
さ
せ
て
、
ノ
ー
ト

一
ペ
ー
ジ
分

く
ら
い
に
自
分
の
感
想
、
意
見
、
読
書
紹
介
な
ど
を
書
い
て

週
案
と
い
っ
し
ょ
に
返
し
た
。
こ
れ
も
先
生
か
ら
受
け
た
影

響
の
よ
う
に
思
う
。
先
生
は
マ
ス
ト
ブ

ッ
ク
と
い
っ
て
、
必

読
書
の
紹
介
を
よ
く
さ
れ
た
。
私
も
読
書
は
好
き
な
方
で
、

図
書
館
の
係
や
役
職
も
進
ん
で
引
き
受
け
、
読
書
指
導
に
は

力
を
入
れ
た
。

先
生
か
ら
教
え
ら
れ
た
こ
と
は
数
知
れ
ず
あ
る
が
、
掃
除

好
き
は
先
生
に
及
ぶ
と
こ
ろ
で
は
な
い
が
、
私
も
似
て
い
て
、

教
師
生
活
中
も
児
童
生
徒
と
い
っ
し
ょ
に
や

っ
た
し
、
学
校

経
営
の
上
で
も
掃
除
を
大
切
に
し
た
。
教
師
が
子
供
と
い
っ

し
よ
に
な

っ
て
掃
除
を
喜
ん
で
や
れ
る
よ
う
な
教
師
で
あ
り

学
校
で
あ
れ
ば
、
そ
の
学
校
の
教
育
は
本
物
で
あ
る
よ
う
だ
。

桜
沢
先
生
の
偉
大
な
点
は
、
理
論
と
実
践
が

一
致
さ
れ
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
知
行
合

一
と
い
お
う
か
、
説
く
と
こ
ろ

と
実
行
さ
れ
る
と
こ
ろ
が

一
致
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

万
人
に
わ
か
り
易
く
、
し
か
も
、
実
行
し
よ
う
と
す
れ
ば
誰

に
で
も
実
行
可
能
な
こ
と
を
自
ら
実
行
し
示
さ
れ
て
い
る
。

「陰
陽

一
日
、
食
養
三
年
、
無
双
原
理
は
丸

一
生
」
と
い
う

が
、
今
反
省
し
て
み
る
に
、
す
べ
て
中
途
半
端
な
理
解
で
あ

り
実
践
で
あ

っ
た
こ
と
を
恥
ず
か
し
く
思
う
。
せ

っ
か
く
Ｍ

Ｉ
に
ま
で
行
き
、
先
生
の
下
で
勉
強
出
来
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
志
中
途
で
挫
折
し
て
し
ま

っ
た
が
、
心
の
中
に
は
常
に

先
生
が
生
き
て
お
り
、
ま
た
、
Ｐ
Ｕ
が
頭
の
中
に
あ

っ
て
、

人
生
航
路
の
舵
取
り
を
し
て
き
た
よ
う
に
思
う
。

久
し
ぶ
り
に

『新
し
き
世
界
へ
』
を
手
に
し
、
桜
沢
先
生

二
十
周
年
記
念
執
筆
を
読
ま
せ
て
頂
き
、
私
も

一
言
書
き
た

く
な
り
、
ペ
ン
を
執

っ
た
次
第
で
す
。
お
世
話
に
な

っ
た
里

真
夫
人
を
初
め
、
当
時
お
ら
れ
た
方
々
、
そ
し
て
現
在
活
躍

さ
れ
て
お
ら
れ
る
皆
さ
ま
方
に
深
く
感
謝
と
敬
意
を
捧
げ
て

ペ
ン
を
お
き
ま
す
。

（６‐

．
７

・
Ю
）

（
〒
３２７
　
栃
木
県
佐
野
市
堀
米
町
５
２
２
１
１
６
　
Ｐ
Ｕ
ネ

ー
ム
、
シ
ー
ン
）

桜
沢
先
生
に
会
わ
れ
た
方
ヘ

た
だ
今
、
記
念
執
筆
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
、
編
集
部
あ
て
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

本
誌
編
集
部
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現
代
の
不
動
明
王

小

塚

晃

平

来
る
二
月
二
十
日
に
私
の
尊
敬
す
る
桜
沢
如

一
先
生
の
．
´

十
周
忌
と
里
真
先
生
の
米
寿
の
御
祝
智
パ

ー
テ
ィ
を
お
催
し

下
さ
る
こ
と
、
ま
こ
と
に
嬉
し
く
存
じ
ま
す
。

〔中
略
〕

お
た
ず
ね
下
さ

っ
た

（
´
）、
今
し
、
↑
し

に
つ
い
て
は
、

「不
二
新
生
』
誌
第
１０
号
か
ら
１３
号
を
御
熟
読
い
た
だ
け
れ

ば
、
お
た
ず
ね
の
す
べ
て
に
お
答
え
致
す
こ
と
に
な
り
ま
し

よ
一つ
。

私
は
、
桜
沢
先
生
の
大
阪
の

（久
し
ぶ
り
に
フ
ラ
ン
ス
か

ら
の
御
帰
り
の
時
の
）
御
講
習
会
に
出
席
し
、
終
ｒ
の
時
、

今
講
習
会
中
の
最
も
す
ぐ
れ
た
講
習
生
に
贈
る
、
と
申
さ
れ
、

Ｐ
Ｕ
マ
ー
ク
つ
き
の
ブ

ッ
ク
カ
バ
ー
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
私
自
身
、
先
生
の
Ｐ
Ｕ
理
論
に
十
分
共
鳴
で
き
ず
、

た
だ
真
剣
な
先
生
の
御
意
志
に
深
く
敬
服
し
、
そ
の
後
約
八

年
間
、
先
生
の
御
皆
書
を
繰
り
返
し
読
み
、
毎
日
、
こ
れ
だ

け
で
よ
い
か
、
ど
う
か
と
考
え
つ
づ
け
、
そ
の
結
果
、
私
自

身
の
新
し
い
自
覚
を
得
、
こ
れ
を
桜
沢
先
生
に
御
理
解
い
た

だ
き
た
い
も
の
と
、

『不
二
新
生
』
の
第

´
号

（昭
和
．．
ト

九
年
卜

．
月
卜
に
Ｈ
発
行
）
か
ら
第
八
号
ま
で
お
送
り
し
ま

し
た
。
こ
の
時
、

「精
神
文
化
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
」
を
近
く
日

本
で
開
催
す
る
と
い
う
御
通
知
を
知
り
、
間
も
な
く
先
生
御

他
界
の
報
に
接
し
た
の
で
す
。

〔中
略
〕

お
た
ず
ね

（四
）
の
件
。
お
か
げ
で
そ
の
後
私
は

「玄
米

食
」
と

「不
´
．の
生
酵
け
」
と
先
生
か
ら
お
教
え
い
た
だ
い

た

「考
え
る
こ
と
は
神
に
帰
る
こ
と
で
あ
る
」
と
い
う

一
語

を
今
も
深
く
胸
に
お
き
、
す
こ
ぶ
る
健
康
体
で
八
十
二
歳
。

「不
´
．新
生
社
」
の
名
で

「不
．
の^
生
酵
け
」
を
多
く
の
知

人
に
お
わ
け
す
る
職
業
に
従
事
し
、
多
く
の
方
々
に
お
よ
ろ

こ
び
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

〔後
略
一

桜

沢

如

一
先

生
の

こ

と

〔前
略
〕
´
．木
謙
一
．先
生
の
御
死
去
を
知

っ
た
．
．、
１
日
後

の
こ
と
、
若
い
友
人
の
単
野
毅
徳
さ
ん
が
、

「桜
沢
先
生
が
亡
く
な
ら
れ
た
、
と
い
う
こ
と
、
も
う
ご
存

じ
で
す
か
」

と
知
ら
せ
て
ド
さ

っ
た
。

「
い
や
、
全
然
知
り
ま
せ
ん
。
ｌ
木
先
生
が
´
一、
三
日
前
に

亡
く
な
ら
れ
た
こ
と
は
、
新
聞
で
知
り
ま
し
た
が
」

「
四
、
ｆｉ
Ｈ
ほ
ど
前
に
亡
く
な
ら
れ
た
そ
う
で
す
」

「…
…
そ
う
で
し
た
か
。　
一
と
月
ほ
ど
前
に
私
が
あ
な
た
に

申
し
た
で
し
ょ
う
。
桜
沢
先
生
も
、
あ
の
よ
う
な
生
活
を
な

さ

っ
て
い
て
は
、
お
そ
ら
く
も
う
長
い
お
い
の
ち
で
は
な
い

で
し
ょ
う
、
と
。
こ
の
あ
い
だ
か
ら
何
と
な
く
私
に
は
こ
の

こ
と
が
予
感
さ
れ
て
な
ら
な
か
っ
た
の
で
し
た
」

と
私
は
草
野
さ
ん
と
電
話
で
話
し
ま
し
た
。
す
る
と
こ
の

翌
晩
未
知
の
青
年
か
ら
電
話
が
か
か
っ
て
来
、

「桜
沢
先
生
の
御
母
様
の
お
墓
の
あ
る
お
寺
を
あ
な
た
は
御

存
知
だ
そ
う
で
す
が
、
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
」

「
や
は
り
本
当
に
桜
沢
先
生
は
亡
く
な
り
に
な

っ
た
の
で
す

か
」「本
当
で
す
」

「…
…
そ
う
で
す
か
。
先
生
の
あ
の
七
号
食
が
い
け
な
か
っ

た
の
だ
と
私
は
考
え
ま
す
。
私
は
も
う

一
、
ニ
カ
月
前
か
ら

こ
の
こ
と
を
予
感
し
て
若
い
知
人
に
話
し
て
い
ま
し
た
。
あ

な
た
方
も
、
ど
う
か
あ
の
七
号
食
だ
け
は
、
ご
注
意
な
さ
い

ま
せ
」
何
事
に
も
、
ど
ん
な
人
に
も
、
自
分
の
正
し
い
と
信
ず
る

こ
と
は
正
直
に
言
わ
ず
に
い
ら
れ
ぬ
。
こ
れ
が
私
の
性
分
で

す
。
こ
の
性
分
の
た
め
に
ど
れ
だ
け
大
き
い
損
を
し
て
来
て

い
る
か
知
れ
ま
せ
ん
。

正
直
の
上
に
バ
カ
が
つ
く
。
と
、
と
き
ど
き
言
わ
れ
ま
す
。

何
が
つ
い
て
も
性
分
は
す
ぐ
に
出
て
し
ま
い
ま
す
。
八
年
前

に
私
が
自
米
か
ら
玄
米
食
に
き
り
代
え
た
の
は
、
桜
沢
如

一

先
生
の
感
化
に
よ
る
の
で
す
。
桜
沢
先
生
は
、
二
木
謙
三
先

生
が
正
統
派
の
医
学
者
で
あ
ら
れ
た
の
と
は
全
然
違

っ
て
、

独
自
の
哲
学
的
自
覚
に
立

っ
て
四
十
数
年
間
玄
米
食
の
尊
さ

を
日
本
中
だ
け
で
な
く
、
ひ
ろ
く
欧
米
諸
国
に
ま
で
宣
伝
普

及
さ
れ
、
実
際
に
海
外
に
多
数
の
実
行
者
、
信
奉
者
を
つ
く

ら
れ
た
偉
人
で
し
た
。

桜
沢
先
生
の
信
念
思
想
は
、
東
洋
古
来
の
易
の
原
理
を
、

人
世
の
こ
と
百
般
に
あ
て
は
め
て
考
え
る
。
そ
う
す
れ
ば

一

切
の
疑
間
が
解
決
し
、
こ
の
原
理
に
よ
る
食
事
を
す
れ
ば
、

ど
ん
な
難
病
も
す
ぐ
に
な
お
る
。
と
い
う
も
の
で
、
こ
れ
を

桜
沢
先
生
は
無
双
原
理
と
も
実
用
弁
証
法
と
も
呼
ん
で
い
ら

れ
ま
し
た
。
先
生
ほ
ど
多
く
の
本
を
読
ま
れ
た
方
も
少
く
、

先
生
ほ
ど
多
く
の
弟
子
に
親
切
に
手
紙
を
書
か
れ
た
人
も
少
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く
、
先
生
ほ
ど
金
な
し
で
ひ
ろ
く
海
外
を
長
年
ま
わ
り
、
ど

こ
へ
行
っ
て
も
こ
の
自
分
独
自
の
信
念
と
思
想
を
真
剣
に
宣

伝
さ
れ
た
方
も
あ
り
ま
す
ま
い
。

桜
沢
先
生
は
そ
の
自
党
の
深
さ
、
鋭
さ
、
高
さ
で
は
、
ど

ん
な
宗
教
家
よ
り
も
上
だ
と
申
し
て
よ
い
人
で
し
た
。
私
は

八
年
前
は
じ
め
て
大
阪
で
先
生
の
お
話
を
聞
い
た
の
で
す
が
、

そ
れ
は
何
年
ぶ
り
か
で
日
本
へ
帰
ら
れ
た
第

一
回
の
記
念
講

演
会
で
し
た
。
大
阪
の
妹
が
あ
ま
り
強
く
す
す
め
る
の
で
、

行
っ
た
の
で
し
た
が
、
そ
れ
か
ら
引
き
つ
づ
い
て
講
習
会
に

も
参
加
し
ま
し
た
。
そ
の
と
き
受
け
た
印
象
で
今
も
ハ
ッ
キ

リ
言
え
る
こ
と
は

「お
や
お
や
、
不
動
明
王
が
こ
こ
に
人
間

の
姿
で
立
っ
て
い
ら
れ
る
！
」
と
い
う
感
銘
で
し
た
。

い
ろ
ん
な
仏
画
や
彫
刻
の
不
動
明
王
像
は
、
火
炎
を
脊
負

い
、
日
か
ら
鋭
い
キ
バ
を
出
し
、
片
手
に
利
剣
、
片
手
に
縄

を
持
ち
、
水
に
臨
ん
だ
岩
の
上
に
立

っ
て
い
ら
れ
ま
す
。
桜

沢
先
生
の
把
持
さ
れ
る
も
の
は
、
陰
陽
と
い
う
易
の
原
理
で

す
。
こ
の
原
理
に
て
ら
し
て
、
先
生
は
現
代
西
洋
医
学
の
不

完
全
さ
を
、
鋭
く
サ
ン
ザ
ン
に
攻
撃
さ
れ
ま
す
。
ま
た
こ
の

原
理
に
よ

っ
て
現
代
の
唯
物
的
科
学
文
明
の
基
礎
の
あ
ぶ
な

さ
を
、
鋭
く
徹
底
的
に
叫
ば
れ
ま
す
。

だ
か
ら
自
分
が
ひ
と
通
り
現
代
医
学
を
学
ん
だ
医
学
者
だ
、

現
代
科
学
を
学
ん
だ
科
学
者
だ
と
お
も

つ
て
安
心
し
て
い
る

よ
う
な
人
々
は
、
こ
の
上
な
し
の
鋭
さ
で
先
生
の
言
葉
に
よ

っ
て
傷

つ
け
ら
れ
ま
す
。
不
動
明
王
の
口
に
外
に
向

っ
て
い

る
鋭
い
キ
バ
が
な
ぜ
あ
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
を
私
は
桜
沢

先
生
の
話
を
聞
き
な
が
ら
ハ
ッ
キ
リ
自
党
し
ま
し
た
。
あ
れ

は
、
他
人
を
傷

つ
け
る
鋭
い
言
葉
の
象
徴
で
あ
る
と
い
う
こ

と
を
。

今
の
時
代
は
、
こ
ん
な
鋭
い
言
葉
を
用
い
な
い
と
、
ど
う

に
も
救
い
得
な
い
時
代
の
よ
う
で
す
。
自
信
と
誇
り
と
安
心

感
と
を
鋭
い
言
葉
で
徹
底
的
に
傷
つ
け
ら
れ
な
い
と
、
本
当

の
心
の
眼
が
開
か
れ
な
い
と
い
う
こ
と
も
言
え
そ
う
で
す
。

不
動
明
王
も
仏
の
限
り
な
い
慈
悲
を
表
現
さ
れ
る

一
つ
の
象

徴
像
で
あ
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。

桜
沢
先
生
は
今
年
七
十
四
歳
。
七
十
四
歳
と
は
言
え
、
ど

ん
な
青
年
達
よ
り
も
お
元
気
で
、
読
書
力
も
執
筆
力
も
、
思

考
力
も
青
年
時
代
と
ほ
と
ん
ど
変

っ
て
い
ら
れ
ぬ
よ
う
で
し

た
。
そ
の
上
、
こ
の
七
月
に
は
、
世
界
中
の
各
国
か
ら
三
百

人
ほ
ど
も
頼
母
し
い
青
年
達
を
日
本
へ
招
待
し
て
、

「精
神

文
化
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
」
の
第

一
回
を
開
く
、
と
意
気
込
ん
で

い
ら
れ
た
の
で
し
た
。
し
か
も
こ
の
企
画
に
対
し
、
政
界
の

大
元
老
吉
田
茂
氏
が
ま

っ
さ
き
に
賛
成
し
て
下
さ

っ
た
、
と

感
激
し
て
発
表
さ
れ
て
い
た
の
で
し
た
。

現
代
の
預
言
者

こ
の
よ
う
な
現
代
医
学
の
あ
り
か
た
に
対
し
て
、　
コ
」れ

こ
そ
合
法
的
殺
人
営
業

（こ
ろ
し
や
ご
で
あ
り

「な
し
く
ず

し
の
人
殺
し
稼
業
」
で
あ
る
、
と
鋭
い
は
げ
し
い
言
葉
で
、

四
十
数
年
も
前
か
ら

一
人
で
敢
然
と
、
言
葉
と
多
数
の
印
刷

物

（個
人
新
聞

・
個
人
雑
誌

。
百
種
以
上
の
単
行
本
等
）
に

よ
っ
て
叫
び
つ
づ
け
て
来
ら
れ
た
大
勇
の
人
こ
そ
、
桜
沢
如

一
先
生
で
し
た
。
こ
の
桜
沢
先
生
の

「健
康
戦
線
の
第

一
線

に
立
ち
て
」
と
い
う
題
の
昭
和
十
六
年
五
月
末
に
発
行
さ
れ

た
百
数
十
頁
の
本
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
第
二
頁
の
太
い
黒
ワ

ク
で
囲
ん
だ
、
次
の
驚
く
べ
き
文
章
こ
そ
日
本
の
歴
史
に
書

き
残
す
べ
き
も
の
で
す
。

〔カ
ッ
ト
参
照
〕

こ
こ
で
注
目
し
た
い
こ
と
は
、
こ
の
き
び
し
い
言
葉
を
そ

の
巻
頭
に
大
き
く
戴
せ
て
あ
る
本
が
、
昭
和
十
六
年
の
五
月
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日
本

の
指
導

者
諸

君
に

つ
ぐ

壼
目
公
以
下
日
本
の
あ
ら
ゆ
る
指
■
者
贈
鸞
‥

こ
０
■
大
腱
局
に
あ
た
り
、

日
君
が
、
■
日
＝
な
か
ら
の
道
世
界
観
無
双
■
理
の
■
得
買
賤
す
る
こ
と
に

全
身
全
力
を
あ
け
て
努
力
Ｌ
な
い
な
ら
は
、
躇
君
は
十
年
を
出
て
す
し
て
■

欧
淵
大
戦
後
ド
イ
リ
が
具
き
に
書
め
た
如
き
、
又
理
フ
ラ
ン
ス
ホ
今
日
た
め

て
あ
る
如
會
不
幸
と
懇
ぼ
の
ド
ン
底
に
日
本
を
沈
嵐
せ
し
め
る
で
あ
ら
う
。

敗
れ
た
る
ワ
リ
ン
ス
の
責
任
者
が
餞
殺
さ
れ
た
事
を
銘
記
せ
よ
‥

の
末
に
印
刷
さ
れ
、
七
月
ま
で
に
五
版

（少
く
も
五
千
部
）

が
印
刷
発
行
さ
れ
て
い
て
、
し
か
も
そ
の
大
部
分
が
桜
沢
如

一
個
人
の
無
料
奉
仕
に
よ
り
、
当
時
の
我
国
の
政
界
財
界
そ

の
他
の
有
名
人
達
に
贈
ら
れ
た
、
と
い
う
事
実
で
す
。―
―
昭

和
十
六
年
五
月
と
い
え
ば
、
あ
の
真
珠
湾
攻
撃
に
先
立
つ
こ

と
六
カ
月
以
上
の
と
き
で
す
。
我
国
が
対
米
英
戦
争
に
ふ
み

き
る
か
ど
う
か
。
こ
れ
を
何
と
し
て
も
避
け
る
か
。
ま
た
、

こ
れ
に
突
入
す
る
か
。
周
囲
の
情
勢
か
ら
二
つ
に

一
つ
の
決

定
を
せ
ま
ら
れ
て
い
た
重
大
極
ま
る
時
機
だ

っ
た
の
で
す
。

こ
の
時
、
海
軍
の
米
内
光
政
、
山
本
五
十
六
等
の
名
将
達

は
大
反
対
派
で
、
外
相
松
岡
洋
右
と
陸
軍
側
が
開
戦
派
で
、

首
相
近
衛
文
麿
は
、
貴
族
的
性
格
の
弱
さ
か
ら
次
第
に
陸
軍

側
の
強
い
迫
力
に
圧
さ
れ
て
後
退
。
結
局
、
大
戦
へ
突
入
と

な

っ
て
し
ま

っ
た
の
で
し
た
が
、
こ
の
間
の
六
カ
月
こ
そ
日

本
の
運
命
を
決
す
る
重
大
な
時
で
し
た
。
こ
の
重
責
を
に
な

う
首
相
に
、
上
記
の
よ
う
な
乱
暴
無
礼
な
直
言
を
呈
す
る
、

と
い
う
事
は
、
こ
れ
こ
そ
不
惜
身
命
の
愛
国
の
至
誠
に
発
す

る
の
で
な
く
て
は
絶
対
に
で
き
な
い
こ
と
で
す
。

私
は
こ
の

一
書
こ
そ
、
七
百
年
前
の
日
蓮
聖
人
の

「立
正

安
国
論
」
と
は
別
の
意
味
の
、

「昭
和
十
年
代
の
新
立
正
安

国
論
」
と
し
て
不
滅
の
意
義
の
あ
る

一
書
で
あ
る
と
信
じ
ま

す
。
こ
の

「健
康
戦
線
の
第

一
線
に
立
ち
て
」
の
中
で
桜
沢

先
生
は
、
ま
ず
ア
メ
リ
カ
、
次
に
ド
イ
ツ
、
イ
ギ
リ
ス
、
日

本
の
国
民
の
健
康
状
態
が
、
い
ず
れ
も
西
洋
唯
物
医
学
の
無

反
省
的
と
り
い
れ
に
よ
り
、
恐
る
べ
き
悪
化
の

一
途
に
陥

っ

て
い
る
こ
と
を
数
字
を
挙
げ
て
述
べ
、
今
こ
こ
で
深
く
神
な

が
ら
日
本
の
精
神
と
食
生
活
の
実
行
に
努
力
し
な
い
な
ら
ば
、

外
敵
に
亡
ぼ
さ
れ
る
か
、
内
部
の
目
に
見
え
ぬ
敵

（種
々
の

難
病
）
に
よ

っ
て
亡
ぶ
こ
と
に
な
る
！
　
と
本
当
の
い
の
ち

が
け
で
叫
ん
で
い
ら
れ
ま
す
。
少
し
で
も
自
分
の
身
の
安
全

さ
や
名
誉
や
利
益
が
欲
し
く
て
、
こ
の
よ
う
な
お
も
い
き

っ

た
言
葉
を
述

べ
た
り
行
動
し
た
り
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
の
書
の
中
に
は
、
次
の
よ
う
な
い
の
ち
が
け
の
至
誠
の

言
葉
が
あ
り
ま
す
。

「
い
っ
た
い
何
が
、
タ
レ
が
こ
れ
ま
で
国
民
や
そ
の
教
育
者

を
病
弱
化
し
た
の
か
？

第

一
に
西
洋
舶
来
現
代
医
学
、
栄
養
学
の
受
売
を
業
と
す

る
人
々
、
第
二
に
は
そ
れ
を
信
奉
す
る
教
育
者
、
指
導
者
階

級
、
第
二
に
は
職
業
化
せ
る
政
治
家
で
す
。
い
ゃ
神
な
が
ら

の
道
、
遠

つ
御
祖
の
神
々
の
生
活
を
忘
れ
、
否
定
し
去

っ
た

人
々
、
日
本
精
神
の
優
越
を
知
ら
な
い
精
神
的
国
籍
喪
失
者

達
で
す
。
か
れ
ら
は
数
百
万
、
数
千
万
の
国
民
を
殺
し
た
の

で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
個
人
的
殺
人
犯
以
上
の
重
罪
で
す
。

民
族
の
殺
人
で
す
」

「最
も
恐
し
い
こ
と
は
日
本
の
指
導
者
階
級
の
人
々
が
、
忠

勇
無
双
な
、
し
か
も
温
厚
な
日
本
国
民
を
指
導
す
る
の
に
、

西
洋
の
学
問

（唯
物
科
学
）
を
指
導
原
理
と
し
た
、
ま
た
し

て
い
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
日
本
の
指
導
者
階
級
を
、
大
き

な
精
神
病
者
の
群
が
占
領
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
で

あ
り
ま
す
」

「
日
本
民
族
の
健
康
戦
線
は
、
私
の
云
う

『
六
大
条
件
』
で

眺
め
て
見
ま
す
と
、
そ
れ
は
全
く
敗
れ
て
い
ま
す
。
今
日
ほ

ど
無
節
操
な
、
無
責
任
な
時
代
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（中
略
）

一
体
誰
が
こ
ん
な
に
日
本
民
族
を
み
じ
め
な
状
態
に
お
と
し

た
責
任
者
で
あ
る
か
！
　
た
れ
が
こ
の
姿
な
き
殺
人
魔
の
手

先
き
で
あ
る
か
。
そ
れ
は
第

一
に
西
洋
医
学
で
あ
り
、
そ
れ

を
輸
入
し
国
家
医
学
と
し
た
政
治
家
で
あ
り
、
そ
れ
を
広
め

た
教
育
家
で
あ
り
ま
す
」

「あ
あ
！
　
日
本
の
危
機
―
　
危
機
は
い
つ
で
も
国
体
思
想

を
忘
れ
た
学
者
や
政
治
家
に
よ

っ
て
招
か
れ
る
の
で
あ
る
。

―
―
こ
れ
は
精
神
的
に
は
解
決
で
き
ま
せ
ん
。
教
育
や
訓
練
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で
追
払
う
ワ
ケ
に
ゆ
か
ぬ
現
象
で
す
。
舶
来
輸
入
の
科
学
で

は
も
ち
ろ
ん
ダ
メ
で
す
。
大
は
ら
い
や
、
み
そ
ぎ
で
す
。
そ

れ
も
肉
体
の
外
部
か
ら
ば
か
り
で
は
ダ
メ
。
ま
ず
肉
体
の
内

部
の
大
掃
除
か
ら
し
な
く
て
は
ダ
メ
で
す
。
肉
体
の
食
物
か

ら
正
し
く
し
な
く
て
は
肉
体
の
内
部
は
キ
レ
イ
に
な
り
ま
せ

ん
。
形
式
ば
か
り
で
は
何
の
役
に
も
立
ち
ま
せ
ん
」

「私
は
、
フ」
の
神
な
が
ら
の
道

（神
な
が
ら
と
い
う
こ
と
は
、

日
本
の
専
売
特
許
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
古
い
古

い
昔
な
が
ら
の
、
あ
ら
ゆ
る
人
間
の
元
、
生
命
の
泉
、
豊
受

大
神
を
、
今
も
い
つ
も
生
き
る
限
り
思
い
念
じ
、
天
地
大
自

然
、
大
宇
宙
の
原
理
、
永
遠
の
秩
序
を
忘
れ
ぬ
、
と
い
う
ほ

ど
の
意
味
）
―
―
を
、
ア
メ
リ
カ
、
英
国
、
ド
イ
ツ
な
ど
の

国
々
が
早
く
取
り
上
げ
て
く
れ
る
と
い
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
前
に
、
本
家
本
元
の
日
本
の
全
国
民
が
、
ま
ず

『行
』

じ
て
そ
の
ス
バ
ラ
シ
イ
効
果
を
世
界
の
人
々
に
示
す
こ
と
が

第

一
で
す
」

「未
曽
有
の
国
難
を
突
破
す
る
の
に
、
生
命
機
械
論
的
、
人

間
キ
カ
イ
論
的
、
唯
物
論
的
西
洋
医
学
に
協
力
を
仰
が
ず
に
、

む
し
ろ
生
命
と
健
康

へ
の
道
と
し
て
、
新
し
い
医
学
の
創
設

を

一
日
も
早
く
念
願
せ
よ
。
そ
れ
を
、
唯
物
医
学
に
改
心
を

命
ず
る
ど
こ
ろ
か
、
唯
物
医
学
に
自
分
の
生
命
を
委
せ
き
る

こ
と
は
、
本
末
を
順
到
し
て
い
る
者
で
す
。
つ
ま
り
生
命
の

本
質
、

「
い
の
ち
』
と
は
神
で
あ
る
こ
と
、
宇
宙
の
秩
序
で

あ
る
こ
と
を
知
ら
な
い
人
々
ば
か
り
で
あ
り
ま
す
」

「
つ
ま
り
、
日
本
人
の
精
神
的
低
落
調
は
私
の
言
う

『健
康

の
六
大
条
件
』
が
欠
け
て
い
る
か
ら
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
こ
れ

は
、
正
し
い
食
物
の
発
見
、
正
し
い
調
理
、
正
し
い
食
べ
方
、

こ
の
二
つ
に
よ

っ
て
獲
得
す
る
方
法
が
あ
る
か
ら
で
す
で
私

は
こ
の
方
法
を
過
去
三
十
年
間
に
わ
た
り
、
日
本
内
地
で
二

十
年
間
、
西
洋
で
十
年
間
実
際
に
た
め
し
て
見
、
十
数
万
人

に
応
用
し
て
そ
の
確
実
性
を
た
し
か
め
て
来
た
の
で
十
分
の

自
信
を
も

っ
て
い
ま
す
」

こ
の
よ
う
な
、力
強
い
、
固
い
信
念
に
あ
ふ
れ
た
言
葉
を
、

高
い
理
想
的
情
熱
を
も

っ
て
何
十
年
間
も
叫
び

つ
づ
け
た
人
。

こ
れ
こ
そ
現
代
の
預
言
者
と
言
う
べ
き
で
し
ょ
う
。
旧
約
聖

書
に
お
け
る
預
言
者
は
原
語
は
ナ
ビ
イ

（湧
き
上
る
）
と
い

う
意
味
で
、
天
来
の
高
い
霊
感
に
み
た
さ
れ
、
自
分
の
う
ち

か
ら
湧
き
出
る
真
理
と
信
ず
る
も
の
を
、
人
々
に
熱
烈
に
教

え
示
し
、
そ
の

一
生
を
自
分
の
身
の
安
危
を
お
も
わ
ず
叫
び

つ
づ
け
た
人
々
を
言

っ
て
い
ま
す
。
イ
ザ
ヤ
、
エ
ゼ
キ
エ
ル
、

エ
レ
ミ
ヤ
等
こ
の
代
表
的
な
人
々
で
す
が
、
桜
沢
如

一
先
生

も
、
現
代
の
預
言
者
の

一
人
で
あ
る
と
私
は
信
ず
る
も
の
で

す
。預
言
者
の
言
葉
は
、
熱
に
う
か
さ
れ
た
者
の
た
わ
言
の
よ

う
に
も
感
じ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
心
あ
る
者
が
深
く
味
わ
う

と
き
、
そ
こ
に
は
驚
く
べ
き
大
き
な
真
理
が
こ
も

っ
て
い
る
。

そ
し
て
そ
の
人
の
言

っ
て
い
た
荒
唐
無
稽
の
よ
う
だ

っ
た
言

葉
は
、
間
も
な
く
重
大
な
事
実
と
な

っ
て
起
る
。

桜
沢
先
生
は
、
数
年
前
、
ア
メ
リ
カ
で
、

「
ア
メ
リ
カ
黄

金
正
朝
の
裏
面
は
、
こ
の
上
な
く
悲
惨
で
あ
る
。
ケ
ネ
デ
ィ

大
統
領
は
、
自
然
死
の
で
き
な
い
三
白
眼
と
い
う
面
相
を
し

て
い
る
。
だ
か
ら
、
こ
の
ま
ま
で
は
、
い
ず
れ
大
き
い
不
幸

な
目
に
あ
う
だ
ろ
う
」
と
断
言
さ
れ
た
。

ア
メ
リ
カ
の
新
聞
社
は
人
気
満
点
の
ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
に

対
し
、
日
本
の
狂
人
が
こ
ん
な
失
礼
な
こ
と
を
言

っ
て
い
る
、

と
大
き
な
記
事
で
こ
れ
を
報
道
し
た
。
こ
の
記
事
の
載

っ
て

い
る
新
聞
紙
を
、
私
も
桜
沢
先
生
か
ら
見
せ
て
も
ら
っ
た
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
ニ
カ
年
半
。
昭
和
三
十
八
年

十

一
月
二
十
三
日
、

「
ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
暗
殺
さ
る
！
」
と

新
聞
号
外
で
、
テ
レ
ビ
で
く
り
返
し
報
ぜ
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

ま
た
、
近
衛
文
麿
氏
以
下
、
昭
和
十
六
年
の
六
月
以
後
の

我
国
の
指
導
的
立
場
に
在

っ
た
人
々
が
み
な
、
ど
ん
な
死
を

遂
げ
ら
れ
た
か
。
い
ま
、
し
ず
か
に
こ
れ
ら
の
さ
ま
ざ
ま
の

こ
と
を
考
え
て
見
る
と
き
、
先
覚
者
、
桜
沢
如

一
先
生
の
七

十
四
年
の
生
涯
の
言
行
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
深
く
学
び
、
考

え
、
味
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
が
多
い
こ
と
を
私
は
痛
感
し
ま

す
。
い
ま
私
達
の
生
活
上
に
は
、
桜
沢
先
生
が
、
崚
烈
に
熱

涙
を
も

っ
て
警
告
さ
れ
た
こ
と
が
、ま
だ
ま
だ
多
い
の
で
す
。

そ
れ
ら
の
重
状
な
こ
と
の
中
に
は
、
単
に
桜
沢
先
生
の

一
種

の
予
言
と
言

っ
て
す
ま
せ
な
い
恐
る
べ
き
事
実
が
存
在
す
る

の
で
す
。

西
洋
文
明
批
判

桜
沢
如

一
先
生
の
欧
米
で
の
名
前
は
、
ジ
ョ
ー
ジ

・
オ
ー

サ
ワ
。
そ
の
教
え
を
受
け
た
者
は
そ
の
頭
文
字
を
と

つ
て
Ｇ

・
０
と
呼
び
、
そ
の
弟
子
連
は
パ
パ
と
呼
ん
で
い
ま
し
た
。

―
―
私
の
知

っ
て
い
る
あ
る
有
名
な
学
者
は
「桜
沢
如

一
は
、

大
し
た
精
力
家
で
、
而
も
大
変
な
不
道
徳
な
男
で
世
界
中
い

た
る
と
こ
ろ
で
、
自
分
の
子
供
を
つ
く

つ
て
歩
い
て
い
た
、

と
い
う
こ
と
だ
」
と
、
私
に
話
さ
れ
ま
し
た
。
た
し
か
に
桜

沢
先
生
は
、
驚
く
べ
き
精
力
家
で

一
般
の
者
が
少
く
も
七
時

間
ね
む
る
と
こ
ろ
を
、
先
生
は
こ
の
時
間
を
三
、
四
時
間
節

約
し
て
、
ひ
ろ
く
世
界
各
方
面
の
文
化
的
な
種
々
の
本
を
読

み
、
執
筆
に
当
て
て
い
ら
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、

「大
変
な
不
道
徳
な
男
で
」
と
い
う
件
は
、
全

く
認
識
不
足
も
は
な
は
だ
し
い
も
の
で
、
桜
沢
先
生
の
教
え

を
受
け
た
世
界
各
地
の
婦
人
達
は
、
み
な
中
年
過
ぎ
の
人
達

は
、
真
の
恋
人
に
対
す
る
よ
う
に
「
ジ
ョ
ー
ジ
′
」
と
呼
び
、

若
い
人
達
は

「パ
パ
／
」
と
桜
沢
先
生
に
す
が
り
つ
い
た
の
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で
し
た
。
そ
れ
ほ
ど
先
生
に
は
、
深
い
慈
愛
に
あ
ふ
れ
る
高

い
人
格
面
が
あ

っ
た
の
で
し
た
。

そ
れ
な
ら
、
桜
沢
先
生
は
、
世
界
い
た
る
と
こ
ろ
の
多
く

の
人
達
に
、
甘
い
、
や
さ
し
い
愛
の
言
葉
を
ふ
り
ま
い
て
歩

い
て
い
ら
れ
た
の
か
、
と
い
う
と
、
全
く
正
反
対
。
桜
沢
先

生
ほ
ど
、
き
び
し
く
、　
一
般
の
人
々
の
実
行
し
に
く
い
こ
と

を
教
え
、
西
洋
文
明
の
全
般
に
対
し
て
、
痛
切
に
、
は
げ
し

く
非
難
さ
れ
た
人
は
な
か

っ
た
の
で
し
た
。

西
洋
の
人
達
は
、
自
分
達
の
誇
り
に
感
じ
て
い
る
こ
と
を
、

あ
ま
り
に
も
鋭
い
言
葉
で
攻
撃
さ
れ
る
の
で
、
日
惜
し
さ
の

あ
ま
り
、
先
生
と
思
い
き
り
議
論
せ
ず
に
い
ら
れ
な
く
な
り
、

熱
心
に
議
論
し
て
い
る
う
ち
に
、
い
つ
か
先
生
の
説
に
完
全

に
降
参
し
、
そ
の
弟
子
と
な
り
、
熱
心
な
信
者
と
な

っ
た
の

で
し
た
。

桜
沢
先
生
は
、
世
界
い
た
る
と
こ
ろ
の
人
々
に
対
し
て
、

ま
ず
文
明
批
判
論
を
さ
れ
、
唯
物
的
、
形
式
主
義
的
西
洋
文

明
に
対
し
て
、
き
び
し
い
徹
底
的
の
攻
撃
を
さ
れ
た
の
で
し

た
。
そ
し
て
最
後
の
結
論
は
、
…
…
理
屈
ぬ
き
に
ま
ず
玄
米

と
胡
麻
塩
と
い
う
簡
単
至
極
な
食
生
活
を
私
と

一
緒
に
実
行

し
て
見
よ
。
そ
れ
を
体
験
で
き
ぬ
よ
う
な
者
は
、
こ
の
私
に

対
し
て
大
き
な
顔
で
議
論
を
吹
き
か
け
て
く
る
資
格
は
な
い
。

口
惜
し
か

っ
た
ら
、
ま
ず
こ
れ
を
実
行
し
て
見
な
さ
い
。

―
―
こ
の
玄
米
食
を
実
行
し
て
み
れ
ば
、
私
の
言
う
こ
と
が

本
当
に
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
も
ち
ろ
ん
、
ど
ん
な
病

気
も
、
た
ち
ま
ち
に
よ
く
な
る
の
だ
／
　
そ
し
て
あ
な
た
方

は
本
当
の
健
康
を
味
わ
い
、
本
当
の
人
生
の
幸
福
が
わ
か
る

よ
う
に
な
る
の
だ
／
　
と
い
う
の
が
桜
沢
先
生
の
教
え
方
な

の
で
し
た
。

こ
の
桜
沢
先
生
の
西
洋
文
明
批
判
の
言
葉
が
、
ど
ん
な
に

鋭
い
き
び
し
い
も
の
で
あ
る
か
の
、
実
例
と
し
て
次
の
文
章

を
引
用
し
ま
す
か
ら
よ
く
お
読
み
下
さ
い
。

「
…
…
仏
国
哲
学
会
会
長
レ
ヴ
ィ

・
プ
リ
ュ
ー
ル
翁
の
畢
生

の
名
著

『未
開
人
の
精
神
』
の
大
冊
を
読
ん
だ
と
き
、
そ
の

結
論
は
―
―

『有
色
人
種
の
精
神
は
不
可
思
議
、
不
可
解
き

わ
ま
る
も
の
だ
』
と
あ

っ
た
。
こ
れ
を
読
ん
で
、
若
い
、
し

か
し
ご
く
陰
性
の
私
が
、
早
速
レ
翁
邸
に
と
び
こ
ん
だ
こ
と

で
、
諸
君
は
私
の
オ
ド
ロ
キ
が
ど
れ
ほ
ど
大
き
か
っ
た
か
想

像
で
き
る
だ
ろ
う
。
私
は
そ
の
時
、
翁
に
、

『不
可
解
な
東

洋
精
神
、
有
色
人
種
の
心
理
を
私
が
詳
し
く
解
き
ま
し
ょ
う
』

と
約
束
し
た
。
思
え
ば
私
の

一
生
は
、
そ
の
後
今
日
ま
で
、

そ
の
た
め
に
費
さ
れ
た
。
そ
し
て
今
は
そ
の
最
後
の
段
階
で

あ
る
。

と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
ほ
ど
東
洋
人
や
有
色
人
種
の
精
神

は
、
自
人
に
は
分
ら
な
い
も
の
な
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
白
人

が
、
平
和
な
、
安
ら
か
な
東
洋
や
ア
フ
リ
カ
や
、
太
平
洋
諸

島
や
、
南
北
米
に
渡
来
し
て
以
来
、
い
た
る
所
、
空
前
の
、

血
ま
み
れ
の
大
惨
劇
、
大
虐
殺
が
展
開
し
た
の
で
あ
る
。
百

五
十
年
に
わ
た
る
イ
ン
ド
大
陸
で
の
英
人
の
暴
虐
無
道
、
イ

ン
カ
帝
国
や
南
米
諸
国
の
惨
虐
な
る
征
服
、
香
港
の
略
奪
、

南
ア
フ
リ
カ
で
の
屡
虐
、
美
し
い
ユ
メ
と
詩
の
世
界
だ

っ
た

太
平
洋
の
島
々
の
悲
劇
、
北
米
の
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
諸
族
の
虐

殺
株
殺
、
ア
フ
リ
カ
の
黒
人
狩
り
、
ド
レ
イ
売
買
…
…
全
く

地
球
は
、
自
人
の
暴
虐
無
比
の
征
服
に
よ

っ
て
血
ま
み
れ
に

な

っ
た
。
そ
の
血
ま
み
れ
の
、
自
人
の
世
界
征
服
史
、
惨
酷

物
語
は
、
書
き
残
す
人
も
な
く
、
忘
れ
去
ら
れ
つ
つ
あ
る
。

数
百
の
平
和
な
種
族
や
王
国
が
、
自
人
の
た
め
に
地
上
か
ら

株
殺
さ
れ
て
い
っ
た
。

し
か
も
そ
れ
は
ま
だ
終

っ
て
い
な
い
。
朝
鮮
戦
争
、
ベ
ト

ナ
ム
戦
争
、
コ
ン
ゴ
等
々
で
今
も
な
お
、
毎
日
つ
づ
け
ら
れ

て
い
る
。
―
―
今
日
、
二
十
世
紀
は
白
人
の
暴
力
で
流
さ
れ

た
有
色
人
種
の
血
で
書
か
れ
た
、
人
類
の
歴
史
の
最
後
の
頁

で
は
な
い
か
／
そ
の
暴
力
が
、
武
力
や
経
済
力
、
す
な
わ
ち

黄
金
力
や
、
こ
と
に
知
力
や
技
術
の
総
称
で
あ
る
こ
と
を
、

知

っ
て
い
る
人
は
ま
こ
と
に
少
い
の
だ
。

広
島
と
長
崎
で
は
、
非
戦
闘
員

（女
子
供
を
大
部
分
と
す

る
三
十

一
万
人
千
四
百
八
十
四
人
）
が
、
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ

ン
と
そ
の
弟
子
オ

ッ
ペ
ン
ハ
イ

マ
ー
の
造

っ
た
世
界
最
初
の

大
凶
器
、
原
子
爆
弾
二
個
で
虐
殺
さ
れ
、
す
べ
て
の
病
院
、

産
院
、
小
学
校
、
寺
院
、
教
会
も
ろ
と
も
、　
一
瞬
に
し
て
破

壊
さ
れ
た
。
―
―
こ
れ
は
人
類
史
上
空
前
絶
後
の
大
惨
虐
行

為
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
自
色
科
学
文
明
の
成
功
で
あ
り
、
光

栄
と
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
…
…
こ
れ
ら
の
犠
牲
者
の

た
め
に
、
全
く
反
抗
も
抗
議
も
し
な
い
で
い
る
日
本
人
は
、

正
義
人
道
を
主
張
す
る
こ
と
を
知
ら
な
い
、
し
な
い

『没
有

法
子
人
』
で
あ
る
。
…
…
」

「
一
九
六
五
年
二
月
二
十

一
日

朝
二
時
半
、
私
は
初
め
て
私
の
新
し
い
戦
線
の
パ
ノ
ラ
マ
を

静
か
に
ゆ

っ
く
り
眺
め
廻
し
て
み
た
。
二
十
歳
か
ら
五
十
年

間
、
母
や
二
人
の
弟
妹
の
仇
を
う
つ
た
め
に
、
若
い
母
、
幼

い
子
供
を
殺
す
悪
魔
を
こ
の
世
か
ら
亡
ぼ
す
た
め
に
、
西
洋

の
栄
養
学
、
医
学
を
相
手
に
、
私
は
た
だ

一
人
で
、
全
身
、

全
力
を
つ
く
し
て
戦

っ
て
来
た
。
医
学
、
栄
養
学
に
よ

っ
て
、

ま
す
ま
す
不
幸
に
な
っ
て
い
く
現
在
の
世
界
の
真
相
を
見
て
、

ま
る
で
狂
人
の
様
に
私
は
全
身
、
全
力
を
投
げ
込
ん
で
戦

っ

て
き
た
。
そ
し
て
数
百
万
の
人
を
日
本
で
も
欧
米
で
も
救

っ

て
来
た
。

感
謝
の
手
紙
は
毎
週
今
で
も
く
る
。
全
く
私
の
知
ら
な
い

世
界
の
涯
の
国
々
か
ら
も
く
る
。
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
で
は

十
人
の
ラ
イ
患
者
が
、
二
十
日
余
で
ラ
イ
菌
全
滅
を
公
認
、

確
認
さ
れ
た
。
始
め
猛
烈
に
私
の
治
療
法
に

一
斉
射
撃
を
浴

び
せ
て
き
た
同
国
厚
生
省
の
医
師
群
は
沈
黙
し
た
。　
一
生
不
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治
の
ラ
イ
患
と
し
て
悲
惨
な
運
命
を
た
ど

っ
て
い
た
十
人
の

人
々
は
歓
喜
の
絶
頂
に
い
る
と
い
う
。
医
学
で
数
千
年
来
今

日
ま
で
、
絶
対
不
治
と
認
め
ら
れ
て
き
た
イ
ロ
イ
ロ
の
病
気

か
ら
、
私
の
説
く
東
洋
哲
学
の
占
色
蒼
然
た
る
実
生
活
法
で

九
死
に

一
生
を
得
た
人
々
が
無
数
に
あ
る
。

し
か
し
三
十
五
億
人
の
中
で
三
百
万
人
や
五
百
万
人
救

っ

た
と
こ
ろ
で
何
の
役
に
た
つ
か
。
九
死
に

一
生
を
得
た
と
し

て
も
、
彼
等
は
白
色
文
明
、
科
学
と
黄
金
の
ド
レ
イ
た
ち
で

あ
る
。
自
己
批
判
力
も
な
い
し
、
正
義
の
感
覚
も
も

っ
て
い

な
い
ノ
　
す
ぐ
忘
れ
て
し
ま
う
。
そ
の
上
、　
一
発
で

一
億
人

を
殺
す
水
パ
ク
が
、
十
万
発
も
つ
く
ら
れ
、
全
世
界
は
恐
怖

に
包
ま
れ
て
い
る
。
私
は
今
こ
の
文
明
の
病
気
を
治
し
た
い

の
だ
」

「私
は
十
歳
で
天
涯
孤
独
の
孤
児
と
な

っ
た
時
、
若

い
母
を
私
か
ら
奪

つ
た
死
と
い
う
不
可
解
な
も
の
や
、
幼
い

子
を
残
し
て
若
い
母
が
死
な
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
不
合
理

な
運
命
の
根
源
、
親
も
な
く
家
も
な
い
幼
い
子
供
の
運
命
を

操
る
も
の
、
つ
ま
り

一
切
の
こ
の
世
の
不
幸
の
モ
ト
を
探
り

出
さ
ず
に
お
か
な
い
、
と
決
心
し
た
の
で
あ
る
。

そ
う
し
て
私
は
ま
ず
、
こ
の
世
の
不
幸
が

（不
運
も
、
貧

乏
も
、
暴
力
も
、
誘
惑
も
災
難
も
不
治
の
難
病
も
、
低
脳
や

低
判
断
力
も
、
犯
罪
も
）
す
べ
て
身
心
の
病
気
が
モ
ト
で
あ

り
、
そ
れ
が
食
生
活
の
ア
ヤ
マ
リ
だ
け
か
ら
来
る
こ
と
を
発

見
し
た
。
こ
れ
が
私
の
第

一
の
発
見
。

こ
れ
を
二
十
歳
以
後
さ
ら
に
深
く
究
め
な
が
ら
、
ひ
ろ
め

て
ゆ
く
間
に
、
第
二
の
発
見
を
し
た
。
そ
れ
は
判
断
力
の
七

つ
の
段
階
で
あ

っ
た
。
そ
の
頃
、
私
は
も
う
す
べ
て
の
犯
罪
、

暴
力
漢
、
謀
略
、
戦
争
、
天
災
地
変
や
事
故
に
よ
る
死
傷
等

の
す
べ
て
が
、
最
高
判
断
力
の
ク
モ
リ
か
ら
来
る
こ
と
を
確

認
し
た
。
そ
の
ク
モ
リ
の
モ
ト
が
誤

っ
た
栄
養
学
や
、
無
知

の
医
学
で
あ
る
こ
と
、
そ
れ
を
救
う
に
は
、
東
洋
独
特
の
精

神
、
人
類
最
高
の
知
恵
、
生
命
の
学
の
た

っ
た

一
つ
の
基
本

技
術
、
正
食
法
し
か
な
い
こ
と
を
知

っ
て
い
た
の
だ
。
そ
の

間
に
四
十
年
た

っ
た
。

そ
の
後
最
近
十
二
年
間
を
、
海
外
各
地
で
講
演
と
著
述
に

送
り
、
二
十
種
以
上
の
外
国
語
で
、
私
の
本
が
流
布
し
て
ゆ

く
様
に
な
り
、
五
十
力
所
以
上
も
世
界
各
地
に
私
の
ひ
ろ
め

た
東
洋
の
占
い
世
界
観
を
研
究
す
る
団
体
や
、
ク
ラ
ブ
や
、

食
堂
や
、
正
食
品
店
が
で
き
て
か
ら
、
私
は
第
二
の
発
見
を

し
た
。
―
―
そ
れ
は
、自
色
文
明
の
黄
金
王
朝
の
地
底
構
造
、

（残
虐
無
比
の
エ
ゴ
イ
ズ
ム
、近
視
で
単
純
で
、
考
え
る
こ
と

を
し
ら
な
い
、
い
や
大
き
ら
い
な
人
の
『正
義
は
力
な
り
ヽ
黄

金
は
最
上
の
武
器
』
な
ど
と
い
う
低
劣
な
判
断
力
や
、
科
学

と
い
う
名
の
無
知
で
あ
る
。
―
―
こ
の
正
義
を
知
ら
ぬ
、
低

劣
な
判
断
力
を
高
め
な
い
限
り
、
フ」
の
世
の
不
幸
は

一
切
、
ゼ

ッ
タ
イ
に
消
滅
し
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
発
見
し
た
。
・…
ご

桜
沢
如

一
先
生
の
、
こ
の
第
二
の
発
見
と
い
わ
れ
る
も
の

こ
そ
、
す
で
に
二
千
数
百
年
前
に
釈
尊
が
静
か
な
自
覚
に
よ

り
発
見
さ
れ
た
も
の
と
、
結
果
的
に
同
じ
も
の
な
の
で
し
た
。

―
―
心
を
つ
く
し
、
日
常
の
生
活
を
浄
め
る
こ
と
に
よ
り
、

最
高
の
判
断
力

（無
上
正
等
覚
）
を
得
る
よ
う
に
つ
と
め
よ
。

こ
れ
よ
り
ほ
か
に
、
こ
の
世
の
不
幸
か
ら
、
真
実
に
逃
れ
る

道
は
な
い
の
だ
。
…
…
こ
れ
が
釈
尊
の
教
え
で
あ
り
、
こ
れ

が
千
数
百
年
前
に
我
国
の
聖
徳
太
子
様
が
す
で
に
ハ
ッ
キ
リ

お
教
え
下
さ

っ
た
大
乗
仏
教
の
お
し
え
な
の
で
す
。（つ
、つ
′
↓

（
『不
二
新
生
』
第
１０
、
１１
ヽ
‐２
号
、
昭
４‐
年
５
月
～
９
月

号
よ
り
。
筆
者
住
所
／
〒
６０２
京
都
市
上
京
区
上
塔
之
段
町
４

８
６
）

●
第
２
回

「七
号
食
で
歩
く
会
」
レ
ポ
ー
ト

８
月
１６
日

（土
）
～
１７
日

（日
）
の

一
泊
二
日
、
東
海
道

線
熱
海
駅
下
車
、
歩

い
て
約
１０
分
の
と
こ
ろ
、
桃
山
に
あ
る

「
野
生
学
園
」
に
集
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
日
の
参
加
者
は
１０
名
、
夏
の
暑

い
日
射
し
の
な
か
、

Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
前
―
来

の
宮
神
社
―
熱
海
サ
ン

・
ビ
ー
チ
ー

伊
豆
山
神
社
と
、
休
み
休
み
で
し
た
が
５
時
間
く
ら
い
歩
き

ま
し
た
。

途
中
、
道
端
で
山
か
ら
流
れ
て
く
る
水
に
顔
を
ひ
た
し
、

来
の
宮
神
社
の
ご
神
体

・
樹
齢
二
千
年
を
か
ぞ
え
る
大
樟
を

み
て
、
お
宮
の
松
の
ま
ん
前
の
サ
ン

・
ビ
ー
チ
で
海
水
浴
を

楽
し
み
、
国
道
１３５
号
線
を
歩

い
て
伊
豆
山
神
社
の
参
道
六
二

四
の
石
段
を
登
り
ま
し
た
。
伊
豆
山
神
社
の
石
段
に
は
、
さ

す
が
息
を
切
り
ま
し
た
が
、
汗
を
出
し
切

っ
た
あ
と
の
さ
わ

や
か
さ
は
格
別
で
し
た
。

＊
％
～
％
は
、
日
金
山

ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を
歩
き
ま
す
。

家
族
連
れ
で
も
楽
し
め
ま
す
。
雨
具
持
参
、
電
話
で
予
約
。

●
中
野
区

「消
費
者
請

座
」
で
桜
沢
里
真
会
長

が
請
演
し
ま
す

日
時
／
１０
月
２４
日

（金
）

午
後
１
時
半
～
３
時
４５
分

会
場
／
中
野
区
消
費
者
セ

ン
タ
１
３
階
　
入
場
無
料

申
込
み

。
問
い
合
せ
／
定

員
７０
名
。
●
３
８
９

・
１

１
９
１
、
中
野
区
消
費
者

セ
ン
タ
ー
古
沢
ま
で
。

＊
テ
ー
マ
は

「正
食
か
ら

み
た
子
ど
も
の
食
事
」
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‐評

,1鶴主治

レ
ー
ガ
ン
大
統
領
が
結
腸
ガ
ン
摘
出
手
術

を
受
け
て
７
月
１３
日
で
ち
ょ
う
ど

一
年
た

っ

た
。
三
度
の
予
後
検
査
を
完
ぺ
き
に
通
過
し

た
、
と
。
し
か
し
、
小
さ
い
ポ
リ
ー
プ
が
二

個
見
つ
か

っ
た
と
も
発
表
さ
れ
た
。
副
大
統

領
も
左
頬
に
皮
膚
ガ
ン
が
あ
る
、
と
ラ
ジ
オ

の
ニ
ュ
ー
ス
で
耳
に
し
た
。

他
方
、
ソ
連
は
自
国
の
犠
牲
で
ウ
ク
ラ
イ

ナ
の
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
原
発
を
５
月
下
旬

に
破
壊
し
て
み
た
。
希
有
の
人
類
的
人
実
験

を
し
て
北
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
も
放
射
能
汚
染
の

恐
怖
を
バ
ラ
ま
い
た
。

こ
れ
ら
の
騒
動
か
ら
い
く
ば
く
も
な
く
、

米
ソ
首
脳
会
談
が
今
年
中
に
開
か
れ
る
だ
ろ

う
と
の
ニ
ュ
ー
ス
が
突
然
報
じ
ら
れ
た
。

『
ス
タ
ロ
ー
ン
　
ロ
ッ
キ
１
４
』
の
封
切
り

は

ニ
ッ
ポ
ン

・
バ
カ
ン
ス
の
７
月
下
旬
か
ら

と
予
定
し
て
い
た
よ
う
だ
が
、
ひ
と
月
繰
り

上
げ
て
公
開
さ
れ
た
。
ど
の
上
映
館
も
満
員

〓
壼
〓
口
■
一ン

の
盛
況
だ

っ
た
。
こ
れ
は
、
世
界
情
勢
の
巨
大

な
ド
ラ
マ
と
、

ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
芸
術
企
業

群
の
活
動
が
緊
密
な
関
係
に
あ
る
こ
と
を
、

ま
た
も
う
か
が
わ
せ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

『
ロ
ッ
キ
１
４
』
の
見
ど
こ
ろ
は
、
世
紀
の

死
闘
が
終
り
、
映
画
で
あ
る
か
ら
ス
タ
ロ
ー

ン
が
勝

っ
て
、
彼
が

マ
ッ
ト
の
上
で
、
差
し

出
さ
れ
た

マ
イ
ク
を

つ
か
み
、
熱
狂
し
た
群

衆
に
訴
え
る
コ
ト
バ
で
す
。

「
二
人
は
い
の
ち
を
賭
け
て
戦

っ
た
。
し
か

し
二
〇
〇
〇
万
人
が
戦
争
で
闘
う
よ
り
は
い

い
だ
ろ
う
。
会
場
は
初
め
私
に
対
し
て
殺
気

を
充
満
し
て
い
た
の
で
戦

い
に
く
か

っ
た
。

私
の
心
が
変
る
に
つ
れ
て
皆
さ
ん
も
変

っ
て

い
っ
た
。
自
分
を
変
え
る
と
い
う
こ
と
で
相

手
も
変
る
…
…
」

米
ソ
代
理
戦
争
を
象
徴
す
る
ボ
ク
シ
ン
グ

の
シ
ー
ン
は
強
烈
で
す
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
か

ら
引
用
す
る
と
…
…

「米
ソ
の
み
な
ら
ず
、
全
世
界
が
注
目
す
る

試
合
会
場
に
は
、
ソ
連
の
政
府
最
高
首
脳
陣

も
姿
を
見
せ
た
。
会
場
に
入

っ
た
ロ
ッ
キ
ー

を
待
ち
か
ま
え
て
い
た
の
は
、
人
観
衆
の
ブ

ー
イ
ン
グ
と
罵
声
だ

っ
た
。
四
面
楚
歌
の
リ

ン
グ
で
、
最
大
の
敵
と
相
対
し
た
ロ
ッ
キ
ー

は
、
試
合
開
始
早
々
か
ら
、
サ
ン
ド
バ

ッ
グ

の
よ
う
に
打
ち
ま
く
ら
れ
る
。
ロ
ッ
キ
ー
も

プ

ロ
の
チ
ャ
ン
プ
の
意
地
で
パ
ン
チ
を
打
ち

返
す
が
、
空
を
切
る
の
み
。
日
の
前
に
横
た

わ
る
地
獄
の
リ
ン
グ
の
中
で
、
ラ
ウ
ン
ド
は

無
情
に
も
進
み
、
親
友
ア
ポ
ロ
の
見
た
悪
夢

を

ロ
ッ
キ
ー
も
見
始
め
て
い
た
。

ク
リ
ス
マ
ス
の
モ
ス
ク
ワ
の
リ
ン
グ
で
、

満
身
創
疾
の
孤
独
な
ボ
ク
サ
ー
、
ロ
ッ
キ
ー

は
、
友
と
の
約
束
を
果
た
す
べ
く
、
燃
え
尽

き
そ
う
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
す
べ
て
を
叩
き
つ

け
よ
う
と
し
て
い
た
…
…
」

１１
ラ
ウ

ン
ド
、

‐２

ラ
ウ

ン
ド
と
進
む
う
ち

に
、
そ

の

ロ

ッ
キ

ー
の
ひ
た
む
き
さ

に
う
た

れ
た

ソ
連

の
観
客

た
ち
が

ロ
ッ
キ
ー
を
応
援

し
は
じ
め
て
し
ま
う
。

た
じ
ろ
ぐ
ド
ラ
ゴ

（殺
人

マ
シ
ン
）
と
関

係
者
。
最
後
の
１５
ラ
ウ
ン
ド
で
ロ
ッ
キ
ー
が

ド
ラ
ゴ
を
リ
ン
グ
に
沈
め
た
後
で
マ
イ
ク
を

持
ち
、
　

両^
く
３
じ
＆
く
ヽ
∽
３
３
零

一
　́
と

叫
ぶ
。
映
画
館
で
ア
メ
リ
カ
人
は
、
ド
ラ
ゴ
が
リ

ン
グ
に
倒
れ
た
瞬
間
、
大
歓
声
を
あ
げ
た
。

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
原
Ｉ
炉
破
裂
は
米
ソ

戦
争
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
地
球
Ｌ
の
生

物
は
明
日
を
保
証
さ
れ
て
い
な
い
事
実
を
知

ら
さ
れ
た
。
ま
し
て
、核
戦
争
が
起
こ
っ
た
ら

ど
ん
な
こ
と
に
な
る
か
は
説
明
の
要
な
し
、

で
あ
る
。

他
方
、
ガ
ン
、

エ
イ
ズ
と
い
う
、
個
人
を

苦
悩
の
ど
ん
底
に
落
し
、
こ
の
世
の
地
獄
を

み
せ
る
神
の
ド
ラ
マ
か
ら
人
間
は
脱
出
す
る

道
を
知
ら
さ
れ
て
い
な

い
。
大
国
の
指
導
者

と
い
え
ど
も
逃
れ
ら
れ
な

い
業
に
重
囲
さ
れ
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２
つ
。地

球
全
体
は
、
ベ
ト
ナ
ム
の
ド
ク
ち
や
ん
、

ベ
ト
ち
ゃ
ん
と
同
じ
窮
極
に
つ
き
あ
た
っ
た
。

国
際
政
治
を
司
る
米
ソ
ニ
巨
頭
は
、
自
国
が

生
き
の
こ
る
た
め
に
は
、
ど
う
し
て
も
相
手

を
も
生
か
し
て
ゆ
く
し
か
な
い
コ
ト
に
は
ん

と
う
に
気
づ
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
ど
う
か
不

明
だ
が
、
真
剣
に
核
兵
器
の
全
廃
に
踏
み
切

る
こ
と
を
祈
る
。

こ
こ
か
ら
は
オ
カ
ル
ト
で
あ
る
。

レ
ー
ガ
ン
が
再
選
を
圧
勝
の
下
に
獲
得
し

た
時
、
対
ソ
交
渉
の
路
線
を
決
め
た
。
そ
の

時
か
ら
、
結
腸
の
異
状
に
気
づ
い
た
周
囲
が

手
術
に
踏
み
切
る
ま
で
に
は
慎
重
な
時
間
を

費
や
し
た
。
手
術
の
直
後
の
発
表
は

「非
ガ

ン
性
ポ
リ
ー
プ
」
と
い
う

ニ
ュ
ア
ン
ス
の
診

断
で
あ

っ
た
。
体
調
が
整

っ
て
い
な

い
と
リ

ン
グ
に
立
て
な
い
。

ア
メ
リ
カ
は
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
の
失
敗
、

ソ
連
は
原
発
の
暴
走
。
両
者
、
試
合
前
の

「計

量
」
で
同
格
の
条
件
と
い
う
こ
と
に
な

っ
て

米
ソ
首
脳
会
談
を
急
ぐ
。

も
し
Ｓ
Ｄ
Ｉ
の
実
験
で
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ

の
原
子
炉
が
爆
破
さ
れ
た
と
い
う
Ｓ
Ｆ
小
説

が
書
け
た
ら
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
る
。

（
１
９
８
６

・
７

・
‐７
）

（次
は

『
ス
ペ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
』
で
す
）

(人)(材 )(急 )(募 )

◆塩は食と命の原点。本物の自然海塩を復活する仕
事を手伝って下さい′
◆募集人員/ 大島(伊豆)試験場職員およびアルバ
イト                ◆資格/
経験不間。若くて健康なヤル気のある方。
◆応募方法/履歴書送付の後、面談にて詳細決定。

◆応募先/
社団日本食用塩研究会 〒 151 東京都
世田谷区1ヒ沢4-3226 ● 03-4603961

“この冬Bigな企画"

'86みたけ年越健康学園
1986 ・ 12e 30-1981「 0 1 0 1

○御岳・大岳山頂で

初 日を仰 ご う 。

滝めぐり、山歩き、年越そば、

もちつき、初諧で、コマ回し、

ベーゴマ、かるたとり……

O大人も子ども、家族でも、

みな参加できます。

詳細は次号

▼御嶽神社への参道にある、会場『嶺雲荘」
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●
材
料
／
豆
腐

（１
丁
）
、
人
参

（５０

９
）
、
さ
や
隠
元
（１５
本
）
、

コ
ー
フ
ー

（皿
９
）
、椎
茸

（４
個
Ｘ
善
油
、
自
然
塩
、
ゴ

マ

油①
玄
米
は
２
割
増
し
の
水
に
塩
小
１
加
え
、
圧
力
釜
に
入
れ

て
強
火
に
か
け
、
ふ
い
て
き
た
ら
弱
火
に
し
て
約
３０
分

（圧

力
の
強
い
釜
な
ら
２８
分
）
、火
を
止
め
て
そ
の
ま
ま
１５
分
む
ら

し
、
ふ

っ
く
り
と
炊
き
上
げ
る
。
ぬ
れ
シ
ャ
モ
ジ
で
廻
り
を

離
し
、
シ
ャ
モ
ジ
返
し
を
し
て
布
巾
を
か
け
て
お
く
。

②
豆
腐
は
水
を
し
ば
り
、油
大
１
を
鍋
で
温
め
、
よ
く
炒
り
、

塩
を
小
１
ま
ぜ
、水
分
が
な
く
な
る
ま
で
ま
ぜ
な
が
ら
炒
め
、

そ
ば
ろ
を
作
る
。

③
さ
や
隠
元
は
、
水
を
煮
立
て
、
塩
を
大
山
１
加
え
、
つ
る

を
取

っ
た
の
を
入
れ
て
色
よ
く
ゆ
で
、
２
セ
ン
チ
長
さ
に
斜

め
う
す
切
り
。

④
コ
ー
フ
ー
は
８
ミ
リ
く
ら
い
に
切
り
、
油

で
揚
げ
、
ミ
ジ

ン
切
り
に
す
る
。
鍋
の
下
に
昆
布
を
敷
き
、
コ
ー
フ
ー
を
入

れ
、
カ
ツ
。フ
ー
の
水
に
醤
油
大
１
加
え
て
よ
く
煮
込
み
、
汁

が
な
く
な

っ
た
ら
生
姜
お
ろ
し
を
小
２
分
の
１
加
え
、
ま
ぜ

て
火
か
ら
お
ろ
す
。

⑤
椎
茸
は
水
に
も
ど
し
、
石
づ
き
を
取
り
、
水
カ
ツ
。フ
２
分

の
１
、替
油
小
１
と
２
分
の
１
で
煮

つ
け
、
ミ
ジヽ
ン
に
切
る
。

人
参
は
ミ
ジ
ン
に
切
り
、
塩
小
２
分
の
１
を
振
り
、
手
で
ま

ぜ
、
２
、
３
秒
ほ
ど
か
ら
炒
り
す
る
。

⑥
御
飯
を
器
に
盛
り
、
そ
の
上
に
以
上
の
品
を
美
し
く
盛
り

つ
け
る
。

●
材
料
／
大
根

（１２
セ
ン
チ
）
、
コ
ン
ニ
ャ
ク

（１
枚
Ｘ
が
ん

も
ど
き

（小
８
個
Ｘ
袋

（油
揚
げ
４
、
自
た
き
１
東
、
人
参

５
セ
ン
チ
、
玉
ね
ぎ
小
１
個
Ｘ
生
椎
茸

（４
個
）
、人
参

（太

い
と
こ
ろ
５
セ
ン
チ
×
昆
布

（２０
セ
ン
チ
×
善
油
、自
然
塩
、

日
本
酒

（大
２
）

①
大
根
は
横
４
つ
切
り
に
し
、ぐ
る
り
と
ふ
ち
切
り
を
す
る
。

コ
ン
ニ
ャ
ク
は
塩
で
も
み
、
さ
っ
と
ゆ
で
、
斜
め
に
細
か
く

切
り
目
を
あ
さ
く
入
れ
、裏
も
同
じ
よ
う
に
切
り
目
を
入
れ
、

三
角
に
４
切
れ
に
す
る
。
が
ん
も
ど
き

（５
セ
ン
チ
く
ら
い

の
小
さ
い
も
の
）
は
熱
湯
を
か
け
油
抜
き
す
る
。
袋
は
う
す

揚
げ
を
２
つ
に
切
り
、
袋
に
し
て
油
抜
き
す
る
。
自
た
き
を

５
セ
ン
チ
く
ら
い
に
切
り
、
人
参
は
細
切
り
。
玉
ね
ぎ
は
た

て
廻
し
切
り

（う
す
く
ヽ
以
上
三
品
を
袋
に
半
分
く
ら
い
つ

め
、
巾
着
形
に
し
て
、
つ
ま
よ
う
じ
で
と
め
る
か
、
か
ん
び

よ
う
で
結
び
、
出
し
汁

（椎
茸
の
つ
け
汁
）
カ
ツ
．フ
２
と
醤

油
大
２
で
ざ
っ
と
煮
て
お
く
。
推
茸
は
水
で
も
ど
し
、
か
さ

の
表
に
十
字
形
を
入
れ
、
人
参
は
厚
め
の
輪
切
り
に
し
、
昆

布
は
１０
セ
ン
チ
四
角
を
た
て
４
つ
切
り
に
し
、
真
ん
中
に
切

り
目
を
入
れ
る
。

②
出
し
汁
を
鍋
に
約
１０
カ
と
フ
く
ら
い
入
れ
、
塩
大
１
、
醤

油
大
５
を
入
れ
て
そ
ば
の
つ
け
汁
く
ら
い
に
し
、①
の
材
料
、

大
根
、
コ
ン
ニ
ャ
ク
を
入
れ
て
煮
る
。
大
根
が
少
々
軟
ら
か

く
な
っ
た
ら
、人
参
以
下
の
材
料
を
全
部
入
れ
、
強
火
に
し
、

煮
立

っ
た
ら
弱
火
に
し
て
こ
と
こ
と
ゆ
っ
く
り
煮
込
み
、
汁

が
少
々
煮
つ
ま
っ
た
時
に
火
を
止
め
、
そ
の
ま
ま
四
、
五
時

間
お
き
、
ふ
た
た
び
煮
立
た
せ
、
熱
い
う
ち
に
皿
に
盛
り
、
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と
き
か
ら
し
を
添
え
て
供
し
ま
す
。

（火
を
止
め
て
三
度
だ
き
す
る
と
味
が
よ
く
し
み
て
お
い
し

く
な
り
ま
す
。
残
り
を
翌
日
頂
い
て
も
お
い
し
い
で
す
）

●
材
料
／
さ
つ
ま
い
も

（硼
９
）
、蓮
根

（硼
９
）
、
人
参

（７０

９
×
ご
ぼ
う

（７０
９
）
、と
う
も
ろ
こ
し

（１
本
ヽ
地
粉

（カ

ッ
プ
２
と
２
分
の
１
×
塩
、
お
ろ
し
用
大
根
、
ゴ
マ
油
、
讐

油
、
し
ん
び
き

（２
分
の
１
袋
Ｘ
青
し
そ

（少
々
）

①
さ
つ
ま
い
も
は
よ
く
洗
い
、
１
セ
ン
チ
角
切
り
。
蓮
根
も

同
じ
に
切
る
。
コ
ー
ン
は
ゆ
で
て
実
を
は
ず
す
。

②
人
参
は
斜
め
５
セ
ン
チ
う
す
切
り
。ね
か
せ
て
細
く
切
る
。

ご
ば
う
も
同
じ
に
切
る
。

③
地
粉
に
塩
小
２
分
の
１
ま
ぜ
、
水
カ
ツ
．フ
２
と
少
々
で
さ

っ
く
り
と
ま
ぜ
て
衣
を
作
り
、油
を
印
度
く
ら
い
に
熱
し
、
ひ

と
箸
ず
つ
入
れ
て
カ
ラ
リ
と
揚
げ
、
す
ぐ
、
し
ん
び
き
を
ま

ぶ
す
。

④
①
を
衣
に
入
れ
て
大
き
じ
で
す
く
い
、
箸
で
真
ん
中
を
少

し
つ
く
よ
う
に
す
る
と
材
料
が
ひ
ろ
が
り
、
お
だ
ん
ご
に
な

ら
ず
、
ふ
つ
く
り
出
来
ま
す
。
か
ら
り
と
揚
げ
、
同
じ
く
し

ん
び
き
を
ま
ぶ
し
、
皿
に
盛
り
、

⑤
大
根
を
お
ろ
し
、
青
し
そ
を
細
か
く
き
ざ
ん
で
入
れ
、
醤

油
を
か
け
て
添
え
ま
す
。

●
材
料
／
お
か
ら

（知
９
）
、
こ
ぼ
う
（４０
９
×
高
野
豆
腐
（４

個
×
油
揚
げ

（１
枚
）
、
ね
ぎ

（１
本
×
塩
、
醤
油
、
ゴ

マ
油
、

パ
セ
リ

（少
々
）

①
お
か
ら
は
大
２
の
油
で
よ
く
炒
め
る
。

②
ね
ぎ
は
た
て
３
つ
に
切
り
、
小
口
切
り
。
ご
ぼ
う
は
さ
さ

が
き
。
高
野
豆
腐
は
水
に
つ
け
て
ゆ
る
め
、
た
て
２
つ
切
り
、

小
口
薄
切
り
に
す
る
。

③
鍋
に
油
大
１
を
入
れ
て
熱
し
、
ね
ぎ
を
炒
め
、
ご
ば
う
を

入
れ
て
よ
く
炒
め
、
高
野
豆
腐
、
油
揚
げ
を
加
え
て
炒
め
、

水
カ
ツ
．フ
２
分
の
１
入
れ
、
塩
小
１
、
醤
油
大
３
入
れ
て
よ

く
煮
込
み
、
①
を
加
え
て
ま
ぜ
、
し

つ
と
り
す
る
ほ
ど
に
し
、

味
を
み
て
、
足
ら
な
け
れ
ば
醤
油
を
足
し
、
や
や
し

っ
と
り

す
る
く
ら
い
に
仕
上
げ
、
バ
セ
リ
の
み
じ
ん
を
加
え
て
ま
ぜ

る
。

●
材
料
／
豆
腐

（２
分
の
１
丁
）
、
ね
ぎ
（１
本
Ｘ
花
人
参

（８

個
）
、
し
そ
の
葉

（３
枚
Ｘ
葛

（大
２
）
、
塩
、
醤
油
、
出
し
昆

布

（１０
セ
ン
チ
）

①
ね
ぎ
は
小
ロ
ー
セ
ン
チ
切
り
。
青
い
と
こ
ろ
も
少
々
入
れ

る
。
し
そ
の
葉
は
み
じ
ん
切
り
。

②
昆
布
を
鍋
に
入
れ
、
カ
ツ
フ
３
の
水
を
入
れ
て
煮
立
て
、

昆
布
を
取
り
出
す
。

０
鍋
に
出
し
汁
を
入
れ
、
ね
ぎ
を
入
れ
て
煮
立
て
る
。
塩
小

２
分
の
１
を
加
え
て
１
セ
ン
チ
角
切
り
の
豆
腐
を
入
れ
て
煮

立
て
、
醤
油
大
２
を
入
れ
、
葛
を
同
量
の
水

で
と
い
て
流
し

入
れ
て
ど
ろ
り
と
さ
せ
、
花
人
参
を
入
れ
、
味
を
み
て
椀
に

盛
り
、
し
そ
み
じ
ん
を
ふ
る
。

●
材
料
／
か
ば
ち
ゃ

（中
２
分
の
１
）、地
粉

（カ
ッ
プ
ー
と

２
分
の
１
）
、ひ
し
お
み
そ

（大
３
Ｘ
自
ゴ
マ

（大
２
Ｘ
塩
、

串

（１２
本
）

①
か
ば
ち

や
は
わ
た
を
ス
。フ
ー
ン
で
き
れ
い
に
取
り
、
皮
の

ま
ま
８
つ
切
り
く
ら
い
に
し
て
軟
か
く
蒸
す
。
裏
ご
し
を
し

て
地
粉
を
ま
ぜ
、
水
を
少
々
入
れ
、
塩
小
１
加
え
て
よ
く
ま

ぜ
、
四
、
五
個
に
平
ら
に
丸
め
、
蒸
し
釜
に
ぬ
れ
布
巾
を
敷

い
て
の
せ
、
約
２０
分
く
ら
い
蒸
し
、
少
々
つ
つ
き
、
２
セ
ン

チ
大
に
丸
め
て
串
に
４
個
ず

つ
さ
し
、

②
白
ゴ
マ
を
炒
り
、
よ
く
す
り
、
ひ
し
お
み
そ
を
入
れ
て
す

り
ま
ぜ
、
水
少
々
で
ゆ
る
め
、
①
に
ぬ
る
。

●
材
料
／
大
根

（２
分
の
１
）
、
大
根
葉

（２
分
の
１
×
塩

（大

２
）
①
大
根
は
２
セ
ン
チ
輪
切
り
に
し
、
た
て
３
つ
く
ら
い
に
切

り
、
た
て
に
う
す
く
切
る
。

２
葉
の
方
も
小
口
う
す
切
り
。
塩
を
大
１
加
え
て
手
で
よ
く

押
し
て
、
し
ん
な
り
し
た
と
こ
ろ
で
固
く
し
ば
り
、
漬
け
物

器
に
入
れ
、
ご
を
加
え
塩
を
振
り
、
側

９
く
ら
い
の
お
も
し

を
し
、
４
、
５
時
間
し
た
ら
出
来
上
が
り
。
半
分
の
大
根
は

同
じ
よ
う
に
切
り
、
油
で
炒
め
、
醤
油
味

で
油
揚
げ
で
も
入

れ
て
煮

つ
け
る
と
、
お
い
し
い
お
一そ
う
ざ
い
が
出
来
ま
す
。

ま
た
は
糠
み
そ
漬
け
に
し
て
も
よ
い
で
し
よ
う
。
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●
次
の
雑
誌
新
聞
を
日
本
Ｃ
‥
協
会
へ
毎

号
寄
贈
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
感
謝
。

『
コ
ン
パ
２‐
』

（正
食
協
会
、
２‐
世
紀
へ
の

羅
針
盤
、
正
食
の
月
刊
誌
）

『自
然
医
学
』

（国
際
自
然
医
学
会
、
森
下

敬

一
主
幹
、
穀
菜
食
の
月
刊
誌
）

『生
命
と
気
血
』

（新
生
命
医
学
会
、
千
島

学
説
の
紹
介
、
月
刊
誌
）

『食
添
特
報
』

（郡
司
篤
孝
発
行
、
食
品
添

加
物
を
告
発
す
る
月
刊
紙
）

『身
土
不
二
』

（紀
和
園
、
自
然
に
則
し
た

生
活
を
考
え
る
季
刊
誌
）

『生
き
て
い
る
』

（小
川
茂
年
主
筆
、
生
命

と
自
然
を
つ
づ

っ
た
月
刊
詩
集
）

『人
類
愛
善
新
聞
』

（人
類
愛
善
新
聞
社
、

大
本
教
の
月
刊
紙
）

『み
ち
く
さ
」

（み
ち
く
さ
会
、
小
川
み
ち

代
表
、
季
刊
誌
）

『た
ま
』

（た
ま
出
版
、
新
時
代
の
マ
イ
ン

ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
隔
月
刊
）

『パ
ス
』

（パ
ス
セ
ン
タ
ー
、
橋
本
宙
八
発

行
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
機
関
紙
）

『春
秋
』
（春
秋
社
発
行
の
小
雑
誌
、月
刊
）

『柏
樹
』
（柏
樹
社
発
行
の
小
雑
誌
、
月
刊
）

『湧

（地
湧
社
発
行
の
小
雑
誌
、
月
刊
）

『大
地
』

（大
地
を
守
る
会
、
月
刊
紙
）

「自
然
食
ニ
ュ
ー
ス
』

（グ
リ
ー
ン
・
ラ
イ

ト

・
サ
ー
ビ
ス
、
月
刊
誌
）

「現
代
農
業
』

（農
山
漁
村
文
化
協
会
、
月

刊
雑
誌
）

『井工
〈
叩
［Ｔ
一
口
」　
　
（
エ
コ
ロ
一ン
，―
一笹
、　
エ
　
コ
．ロ

ジ
ー
総
合
誌
、
逐
次
刊
）

『健
康
道
場
』

（健
康
道
場
、
月
刊
紙
）

『日
本
安
全
食
品
新
聞
』

（
日
本
安
全
食
品

新
聞
社
、
月
刊
紙
）

「愛
の
家
』

（全
国
愛
農
会
本
部
事
務
局
）

『み
ど
り
の
新
聞
』
（
み
ど
り
の
連
合
）

『竹
郷
会
報
』

（高
田
集
蔵
著
書
刊
行
会
）

『消
費
者
リ
ポ
ー
ト
』
（
日
本
消
費
者
連
盟
）

『健
康
食
』
（食
養
研
究
会
発
行
、
月
刊
誌
）

■
―

■
フ

ツ
ク

レ
ヴ

ュ
ー

ー

ー

ー

ー

読
ま
な
い
で
す
ま
す
に
は
、
ま
ず
出
版
と

い
う
こ
と
を
知
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
悪

書
を
読
む
な
と
は
、
出
版
社
の
都
合
を
知
れ

と
い
う
こ
と
だ
。

河
出
や
筑
摩
の
倒
産
は
、
サ
イ
ク
ル
の
長

い
何
年
も
か
か

っ
て
売
り
切
る
出
版
物
で
は

リ
ス
ク
が
高
い
こ
と
を
見
せ
つ
け
た
。
月
づ

き
利
益
を
回
収
で
き
る
月
刊
週
刊
誌
、
新
刊

本
、
文
庫
本
を
、
日
先
き
を
変
え
て
と
も
か

く
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

某
作
家
だ

っ
た
ら
固
定

フ
ァ
ン
で
五
千
は

固

い
と
か
、
Ｍ
氏
に
書

い
て
も
ら
え
ば
会
員

組
織
が
あ
る
か
ら
見
込
め
る
と
か
、
こ
の
テ

ー
マ
は
あ
の
出
版
社
で
当

っ
た
か
ら
二
番
三

番
煎
じ
で
も
、
ま
だ
三
千
は
出
る
と
か
、
文

芸
雑
誌
に
し
た

っ
て
、
な
ん
で
新
人
賞
を
や

っ
て
い
る
か
と
い
う
と
、
受
賞
作
品
の
発
表

号
は
売
り
上
げ
部
数
が
増
え
る
か
ら
と
い
う

こ
と
も
知

っ
て
お
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

姓名学特別セミナー
ム
富 場/′jヽ牧市西町会館

(小牧市民病院北側)

遜i//大山線岩倉駅下車バスにて小牧行 (小牧

市民病院前経由)福祉会館前下車2分

時 /11月 23日 (日・祝)11時 受付開始

11月 24日 (月・振休)午後2時終了

師/大森英桜

費 //20,000円 (宿泊しない場合、3,000円 引き)

'肖

/′ 11月 15日 までは 2,000円差引返還、以降は

半額返金

主催 /愛知陰陽会
●詳しいバンフレットご希望の方はお申し込み下さい。

申 込 金 /2,000円 (残額は締切り日までに)

締 切 り /11月 15日 0、 定員50名 で締切。

交

講

〈〓
　
取

講 義/
●23日

正午～ 2時

2半～ 4半

6半～ 8半
024日

8半～10半

11～ 1時

1～ 2時

伊 藤

姓名学入門

数霊をPUで解明 1
数霊をPUで解明 2

名前でみる病気・診断

有名人を姓名学でみると

質疑応答

個人相談 (健康改名 )

10,000円

誠

(〒雲
50桑

llil:ち]:iF′
甫2943)
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ど
う
で
も
い
い
つ
ま
ら
な
い
も
の
を
宣
伝

や
流
行
に
の
せ
ら
れ
て
買
わ
さ
れ
て
し
ま
う

君
は
、
ベ
ラ
ボ
ー
だ
。
本
物
は
大
量
に
な
い

と
い
う
イ
ミ
を
知
る
べ
き
だ
。

（
つ
づ
く
）

私
は
小
児
ガ
ン

（神
経
芽
細
胞
腫
）
の
子

供
を
持

つ
者
で
す
。
発
病
時
は
４
期
と
い
う

事
で
抗
ガ
ン
剤
治
療
を
受
け
、
い
く
ぶ
ん
縮

小
後
、
退
院
し
て
自
宅
療
養
し
て
お
り
ま
し

た
が
、
ま
ち
が

っ
た
青
汁
療
法
で
あ

っ
た
た

め
、
腫
瘍
増
大
、
末
期
中
の
末
期
と
な
り
骨

転
位
７
カ
所
と
な

っ
て
し
ま
い
、
水

一
滴
す

ら
通
ら
ぬ
状
態
で
再
入
院
い
た
し
ま
し
た
。

ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、
大
森
先
生
と
ご
縁
が

あ
り
里
イ
モ
シ
ッ
プ
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
食
事
も
通
ら
ぬ
我
が
子
に
し
て
や
れ

る
の
は
里
イ
モ
シ
ッ
プ
し
か
な
く
、
担
当
医

か
ら
絶
望
的
と
言
わ
れ

つ
つ
、
再
び
抗
ガ
ン

剤
治
療
と
放
射
線
を
受
け
、
約
１
カ
月
半
後
、

何
と
か
水
が
通
り
そ
う
な
状
態
を
見
は
か
ら

っ
て
、
今
年
２
月
８
日
、
大
森
先
生
の
御
指

導
を
受
け
ま
し
た
。

幸
運
に
も
そ
の
翌
日
、
水
分
が
通
る
よ
う

に
な
り
、
早
速
、
玄
米
ス
ー
プ
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
、
粥
を
与
え
、
今
で
は
玄
米
御
飯
も
食

べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
れ
ま
し
た
。
お
か
げ
様

で
、
見
た
目
に
も
わ
か
る
ほ
ど
の
増
大
し
た

腫
瘍
も
、
内
診
上
、
わ
か
ら
ぬ
ほ
ど
と
な
り
、

骨
転
位
も
１
カ
所
少
し
あ
る
か
な
？
と
い
う

ほ
ど
に
な
り
ま
し
た
。
笑
う
事
も
な
く
、　
一

日
中
寝
た
き
り
の
状
態
か
ら
、
今
で
は
病
室

を
歩
り
回
れ
る
ほ
ど
元
気
に
な
れ
ま
し
た
。

大
森
先
生
も
自
宅
療
養
を
勧
め
て
下
さ
い

ま
し
て
、
足
非
と
も
そ
う
し
た
い
の
で
す
が
、

た
だ
、
以
前
に
青
汁
療
法
で
の
失
敗
も
あ

っ

て
、
１１
人
が
望
み
の
薄

い
化
学
療
法
に
見
切

り
を

つ
け
ら
れ
な
い
状
態
で
い
る
の
で
す
。

病
院
を
抜
け
出
し
て
は
食
事
を
作

っ
て
運

び
、
ウ
ソ
も
方
便
と
病
院
食
を
食
べ
た
ふ
り

を
し
て
正
食
を
続
け
て
ま

い
り
ま
し
た
。
担

当
医
は
皿
％
絶
望
と
思

っ
て
い
た
ら
し
く
、

こ
れ
ま
で
の
経
過
だ
け
で
も
記
録
に
残
る
ほ

ど
だ
と
言
わ
れ
た
の
で
す
が
、
抗
ガ
ン
剤
治

療
を
再
び
始
め
て
白
血
球
の
上
が
具
合
が
以

前
ほ
ど
思
わ
し
く
な
く
、
今
と
な

っ
て
は
主

人
の
決
断
を
待
て
な
い
気
持
ち
で
い
ま
す
。

今
と
い
う
時
期
を
見
逃
し
た
な
ら
子
供
を

救
う
道
は
本
当
に
開
ざ
さ
れ
そ
う
で
、
こ
の

ま
ま
で
は
無
残
の
思
い
で
な
り
ま
せ
ん
。

一
時
期
化
学
療
法
と
併
用
さ
れ
、
後
に
正

食
の
み
に
よ

っ
て
ガ
ン
を
克
服
さ
れ
た
と
い

う
よ
う
な
体
験
を
お
持
ち
の
方
、　
一
日
も
早

く
主
人
を
決
断
さ
せ
る
残
さ
れ
た
手
段
と
し

て
、
情
報
を
提
供
し
て
下
さ
い
ま
せ
ん
か
。

一
つ
で
も
多
く
の
情
報
が
、
主
人
を
勇
気
づ

け
る
事
と
信
じ
て
い
ま
す
。
手
紙
下
さ
い
。

〒
９２‐
石
川
県
金
沢
市
八
日
市
出
町
五
六
九

ａ
ｏ
共
千
究
人
三
六
　
山
口
晴
美

米国ボストンで活躍中のマクロピオティック リーダー
久司道夫氏の日本での講演がテープになり意した。

人 間 性 の 医 学
久司道夫マクロビオティックを語る

∞分 2本 1組で

3000円 〒240

日本 C:協会〒 722 尾道市新浜1-6-21 80848・ 22・ 2506

ｍ印・　報凱代表取締役 野 ヶ 山 量 尉 知
東 京 都 台 東 区 浅 草 橋 4丁 目 16番 8号 〒 111
113舌  コに覇言  (862) ftヨ 1  1  6  2  7 ^-  9  署『
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一
鞘
銀
鞭
罐
籠
轟
購
鐵
糠
題
銀
蓼

　

第

一
大

根
湯
―
人

根

お
ろ

し
、
純

正

繊

油

、
人
根

お
ろ

し

の

＾
割

の
し

ょ
う

が

お
ろ
し

に
二
年
番
茶

を
そ

そ

ぎ

ま
す

。

解
熱
発

汗
作

用
が
あ

り
ま
す

。

マークー覧

団一会場 ロト講師 □
=料
金

固=問合せ p_内容

田
４
０
０
０

（夕
食
付
）

●
主
婦
の
た
め
の
家
庭
健
康
講
座

■
Ю
月
１６
日
的
Ю

・
３０
出
～
３

・
００
剛

□
松
岡
四
郎

（正
食
協
会
理
事
）

匠
三
井
宮
　
岡
山
市
東
山
区
１
の
３
の
３‐

巴
２
０
０
０

回
福
原
稔
●
０
８
６
２
（７
２
）０
２
２
６

※
準
備
の
都
合
上
、前
も
っ
て
ご
予
約
下
さ
い
。

国
内
山
紀
美
子
●
０
２
４
０
（３
５
）２
７
９
７

●
正
食
の
お
宿

□

「桧
扇
荘
」
三
重
県
志
摩
郡
阿
児
町
鵜
方
鴨

●
０
５
９
９
４
（３
）４
３
７
２

【名
古
屋
よ
り

近
鉄
線
で
鵜
方
駅
下
車
】

１
宿
泊

・
正
食
レ
ス
ト
ラ
ン

（玄
庵
）

・
料
理

講
習

・
正
食
相
談

・
教
育
問
題
。
伊
勢
神
宮
か

ら
す
ぐ
の
海
の
そ
ば
の
宿
で
す
。

巳
前
橋

・
明
星
幼
稚
園
児
指
導

■
±
　
７

・
３０
剛
～
９

・
∞
剛

□
吉
井
町
中
央
公
民
館

民
ヨ
ガ
ア
ー
サ
ナ
の

一
回
だ
け
の
レ
ク
チ
ャ
ー
、

め
い
そ
う
指
導
、
会
社
や
企
業
等
で
の
指
導
、

家
庭
で
の
個
人
指
導
、
学
校
教
育
の

一
環
と
し

て
の
指
導
を
い
た
し
ま
す
。

□
菅
野
能
文
〒
３
７
０
　
群
馬
県
高
崎
市
片
岡

町
３
１
４
１
７
●
０
２
７
３
（２
４
）０
４
３
８

ヽ
米
作
り
体
験
ッ
ア
ー

（稲
刈
り
）

■
１０
月
４
日
０
～
５
日
０

■
河
合
純
男
さ
ん
の
水
田

（群
馬
県
利
根
郡
新

治
村
東
峰
２２０
８
０
２
７
８
（６
４
）
１
８
０
８
）

宿
泊
先
↓
民
宿
ゆ
び
ら
荘
●
０
２
７
８
（６
４
）

日
４
０
０
０

（２
食
付
）

固
薔
木
猛
夫
●
０
３
（９
４
５
）０
３
８
８

Ｓ
Ｆ
乱
学
講
座

■
１０
月
１０
日
０
６

・
３０
剛
～
８

・
３０
Ⅲ

Ｉ
爆
発
す
る
字
宙
、
爆
発
す
る
技
術

■
Ю
月
２４
日
０
６

・
３０
剛
～
８

・
３０
剛

０
帆
船

・
自
動
車

・
宇
宙
船

田
大
宮
信
光

（Ｓ
Ｆ
乱
学
者
）

□
ほ
び

っ
と
村
３
Ｆ
　
杉
並
区
西
荻
南
３
１
１５

１
３

【国
鉄
西
荻
窪
駅
南
口
徒
歩
２
分
】

日
７
０
０

（テ
キ
ス
ト
合
）

国
ほ
び
っ
と
村
●
０
３
（
３
３
１
）３
０
６
７

太
極
争

■
毎
木
曜
７

・
００
剛
～
９

・
００
剛

毎
日
曜
１０

・
００
川
～
‐２
　
∞
出

圏
島

・
大
友

ヨ

が

■
１０
月
２６
日
０

１
放
射
能
は
恐
く
な
い
１０

・
∞
忠
～
１２

・
３０
剛

救
急
手
当
法

（外
傷
等
の
手
当
法
）
１３

・
３０

剛
～
‐６

・
∞
剛

□
大
森
英
桜

□
小
牧
市
福
祉
会
館
４
階
学
習
室

回
２
０
０
０
　
個
人
相
談
１
０
０
０
０

回
長
生
堂
●
０
５
６
８
（
７
６
）２
７
３
１

■
Ю
月
１５
日

（毎
月
第
３
水
曜
）
１０

・
∞
＝
～

１

・
∞
田

０
消
化
器
の
病
気
の
治
し
方
０

ロ
マ
ナ
自
然
食
〒
０
２
０
１
０
１
　
岩
手
県
盛

岡
市
高
松
１
１
１５
‐
３‐

日
８
０
０

（季
節
の
玄
米
正
食
の
昼
食
付
き
）

（Ш
マ
ナ
自
然
食
●
０
１
９
６
（
６
２
）６
２
０
５

１
８
日
間
半
断
食
合
宿
セ
ミ
ナ
ー

■
１０
月
１８
日
的
～
２５
日
０

受
付
１２

・
００
朋
～
１
　
００
剛

□
‐６
万
円

回
黒
海
温
泉
道
場
〒
４
１
３
　
静
岡
県
熱
海
市

伊
豆
山
字
吾
妻
１
０
６
２
１
１
●
０
５
５
７
１

●
菊
池
富
美
雄
先
生
大
講
演
会

京
都
講
演

０

「無
双
原
理
と
私
の
南
極
体
験
」

■
Ю
月
４
日
０
１

・
００
日
～
４
・
００
剛

□
京
都
府
立
動
労
会
館

日

２

０

０

０

大
阪
講
演

０

「医
療
に
す
ぎ
た
ら
医
学
は
ど
う
な
る
，
」

座
談
会

「そ
も
そ
も

″道
″
と
は
何
か
？
」

■
Ю
月
５
日
０
１

・
００
日
～
９

・
００
剛

岡
福
泉
寺

●
Ｐ
Ｕ

（字
宙
法
則
）
セ
ミ
ナ
ー

■
１０
月
１９
日
ｍ

（毎
月
第
３
日
曜
）６
・∞
臨
～

□
八
百
屋
の
レ
ス
ト
ラ
ン

「グ
ル
ッ
ベ
」
　

杉

並
区
荻
窪
５
１
２７
‐
５

【中
央
線
荻
窪
駅
前
】

□
橋
本
宙
八

□
１
５
０
０

（軽
食
付
）

ｌ
Ｐ
Ｕ
に
つ
い
て
の
様
々
な
話
を
中
心
に
対
話

形
式
で
Ｐ
Ｕ
の
原
理
、
応
用
そ
の
他
を
学
び
ま

す
。
岡
Ｔ
田
文
ｒ
●
０
３
（
３
９
４
）１
２
１
９

●
パ
ス
正
食
講
座

■
１０
月
２０
日

（毎
月
第
３
月
曜
）
１０

・
００
出
～

□
狭
山
台
ハ
イ
ツ
Ｂ
１
１
０
４
　
西
尾
宅

□
橋
本
宙
八

田
３
０
０
０

ヽ
料
理
講
習

・
食
事
会

・
正
食
の
話

・
個
人
健

康
相
談

（有
料
ヽ
家
庭
の
主
婦
を
対
象
に
、
子

育
て
、
教
育
問
題
な
ど
、
生
活
全
般
に
わ
た
っ

て
の
問
題
が
テ
ー
マ
で
す
。

□
西
尾
陽
子
●
０
４
２
９
（５
９
）８
３
５
９

●
パ
ス
正
食
講
座

日
１０
月
１２
日

（毎
月
第
２
日
曜
）
１０

・
∞
＝
～

□
自
然
食
品
店

「若
葉
」
　

福
島
県
双
葉
郡
浪

江
町
字
町
場
１８
の
３
　
●
０
２
４
０
（３
５
）２

日
橋
本
宙
八

回
料
理
講
習
３
０
０
０
他

―
料
理
溝
習
、
食
事
会
、
講
義
、
健
康
相
談

合
気
道
教
室

■
月

・
木
　
７

・
∞
剛
～
８

・
∞
剛

■
水

・
±
　
７

・
００
出
～
８

・
００
川

ヨ
ー
ガ
教
室

■
水
　
６

・
３０
剛
～
８

・
３０
剛

■
火

・
木
　
１０

・
００
川
～
Ｈ

・
３０
川

気
流
法
教
室

■
毎
月
第
２
日
曜

■
毎
月
第
４
日
曜

操
体
道
教
室

■
毎
月
第
２
日
曜

仙
道
教
室

■
毎
月
第
３
日
曜
　
１

・
∞
剛
～
５

・
００
剛

ロ
パ
ラ
デ
ィ
テ
レ
ス
テ
〒
５
０
３
　
大
阪
市
北

区
中
崎
２
１
３
１
１２
●
０
６
（
３
７
１
）８
０
１
４

―
ヨ
ガ
ア
ー
サ
ナ

（体
操
）

一
般

■
月
　
７

・
３０
剛
～
９

・
∞
剛

□
吉
岡
村
集
会
所

■
水
　
１０

・
∞
朋
～
ｎ

・
３０
川

□
本
庄
市

・
宮
本
町
集
会
所

■
木
　
７

・
３０
剛
～
９

●
∞
剛

□
箕
郷
町
中
央
公
民
館

■
土

（毎
月
２
回
）
Ю

・
∞
出
～
■

・
∞
麒

‐０

・
００

翻

～

‐２

・
００

川

２

●
∞

剛

～

４

・
∞

剛

１

・
∞

田

～

４

・
∞

剛

バラエティに富んだ情報お待ちしておりますノ また、このコーナーに対する意見、要望などございましたらイベント係までお寄せ下さい。



■
毎
日
曜
３
・
∞
剛
～
５
・
∞
剛

□
三
好

ロ
ミ
ル
キ
ー
ウ
エ
イ
　
武
蔵
野
市
吉
祥
寺
北
町

５

１

４

１

１７

（Ш
ミ
ル
キ
ー
ウ
エ
イ
●
０
４
２
２
（５
３
）６
４

※
料
金
は
間
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

■
１０
月
１０
日
ω
Ｈ

・
∞
出
～

０
試
作
発
表
会

□
富
士
宮
市
浅
間
神
社
参
集
所
ｌ
Ｆ
大
広
間

図
２
０
０
０

■
Ю
月
１９
日

（毎
月
第
３
日
曜
）
１０

・
００
Ш
～

□
南
部
公
民
館

（静
岡
県
静
岡
市
南
八
幡
町
２

５
１
２
１
）

日

２

０

０

０

回
富
士
グ
リ
ー
ン
健
康
セ
ン
タ
１
　
８
０
５
４

４
（２
４
）０
５
５
６

■
１０
月
１５
日

（毎
月
第
３
水
曜
）
１０

・
∞
出
～

□
新
津
市
民
会
館
調
理
室

巴
小
川
み
ち

日
会
員
制
　
入
会
金
＝
年
１
０
０
０
会
費
＝
月

２
５
０
０
特
別
参
加
１
回
３
５
０
０

（入
会
金

な
し
）

岡
薪
津
自
然
食
品
セ
ン
タ
ー
●
０
２
５
０

（２

４
）
５
８
１
０

■
１０
月
１４
日

（１
、
８
月
を
の
ぞ
く
毎
月
第
２

火
曜
）
１
・
００
剛
～

囲
小
川
み
ち

□
２
０
０
０

□
み
ち
の
く
自
然
食
品
セ
ン
タ
１
　
８
０
２
２

２

（
６

２

）

７

６

７

７

■
１０
月
９
日

（毎
月
第
２
木
曜
）

昼
の
部
＝
Ｈ

・
∞
出
～
夜
の
部
＝
６

・
００
剛
～

□
群
馬
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

（
〒

３
７
０
　
群
馬
県
高
崎
市
和
田
町
７
１
１３
）

園
吉
成
知
江
子

□
人
会
金
１
０
０
０
会
費
２
０
０
０

回
群
馬
マ
ク
ロ
ピ
オ
テ
ィ
ッ
ク
セ
ン
タ
１
８
０

２
７
３

（２
２
）
５
４
８
４

■
毎
週
水
曜
日
１０

・
００
麒
～
３

・
００
日

□
愛
媛
純
正
食
品
セ
ン
タ
ー
〒
７
９
０
　
愛
援

県
松
山
市
湯
渡
町
Ю
ｌ
２２
松
山
東
高
東
鰤
――

甲
普
奉
ス
ン
子

□
２
５
０
び

口
憂
媛
純
正
食
品
セ
ン
タ
ー
●
０
８
９
９

（
４

３

）

６

４

６

４

■
９
～
Ｈ
月
第

１
、
２
、
３
金
曜

畳

の
部

１

・
００
剛
～
４

・
∞
剛

夜

の
部

６

・
００
剛
～
９

・
００
剛

□
上
目
黒
住
区
セ
ン
タ
ー
●
Ю
３

（７
９
２
）

１
１
０
２

【東
横
線
「祐
天
寺
駅
」下
車
５
分
】

日
小
川
み
ち

□

一
括
前
納
＝
１
５
５
０
０
　
１
回
参
加
＝
２

回
み
ち
く
さ
会
８
０
３
（４
６
４
）５
６
５
７

■
１０
月
５
日

（
毎
月
第
１
日
曜
）
Ｈ

・
００
川
～
　
　
正
食
料
理
コ
ー
ス

２

・
∞
剛
　
３

・
∞
Ⅲ
～
６

・
∞
田
　
　
　
　
　
　
■
金
曜
日

（
４
カ
月
コ
ー
ス
）
Ю

・

団
長
生
堂

（
〒
４
８
５
　
愛
知
県
小
牧
市
大
字
　
　
・
∞
田

寺

浦

２

９

４

３

）

甲
渾
津
宏
子

□
３
０
０
０
　
５
回
分
前
納
１
３
５
０
０
　
Ю

回
分
前
納
２
５
０
０
０

回

長

生
堂

●

０

５
６

８

（
７
６

）
２

７
３

１

■
Ю
月
２５
＝

（毎
月
第

４
土
曜

）

１

・
００
剛
～
４

・
００
剛

□
皆
実
Ｃ
Ｉ
〒
７
３
４
　
広
島
県
広
島
市
南
区

皆
実
町
４
１
１
１
１２

巴
１
０
０
０

理
皆
実
Ｃ
Ｉ
●
０
８
２
２
（５
５
）２
８
４
６

３０
出
～
２

‐
‐４
１
‐２

【京
工
線
笹
塚
駅
よ
り
徒
歩
５
分
】

日

ｌ

ｏ

ｏ

ｏ

１０

月

３

日

、

１７

日

、

３‐

日

じ
く
じ
く
し
た
湿
し
ん
や
け
が
の
化
膿
に
―
―
責
は
だ
（雌
雄
異
株
の
落
葉
高
木
）が
効
き
ま
す
。
漢
方
薬
店
で
人
手
で
き
ま
す
。

■
毎

月
第
２
土
曜

（
１
年

コ
ー
ス
２
月
よ
り
継

続

）
１

・
３０
剛
～

４

・
∞
剛

１０
月

Ｈ
日

日
山

口
久
子

家
庭
料
理

コ
ー
ス

■
火
曜
日

（
４
カ
月

コ
ー
ス
）
１０

・
３０
出
～
２

００
日

１０

月

７

日

、

２‐

日

、

２８

日

田
大
場
育
ｉ

国
止
食
協
会
料
理
教
室
　
大
阪
市
東
区
大
手
通

□
Ю
回
分
１
２
５
０
０
０
　
各
国
参
加
＝
２
８

国
止
食
協
会
●
０
６
（９
４
１
）７
５
０
６

●
料
理
講
習

・
食
事
会

・
座
談
会

■
毎
月
第
２
、
４
ホ
曜
　
１２

・
００
麒
～

□

「
べ
じ
た
ぶ
る
は
う
す
」
世
田
谷
区
北
沢
５

□
中
島
裕
子
８
０
３
（４
６
０
）０
６
１
２

●
正
食
料
理
教
室

・
食
事
会

・
座
談
会

□
伊
東
市
　
湯
川
会
館

□
安
井
三
恵

□
２
０
０
０

□
安
井
三
恵
　
伊
東
市
富
戸

ば
め
荘
８
０
５
５
７
（５
１
）２
３
９
７

※
日
時
は
問
い
あ
わ
せ
下
さ
い
。

●
料
理
講
座

・
食
事
会

・
講
義

・
健
康
相
談

岡
弘
前
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク

・
ハ
ウ
ス
　
青

森
県
弘
前
市
新
里
字
東
里
見
３５
‐
２４

□
奈
良
彰
　
ア
ニ
ー

・
ア
ッ
プ
ル
ー
了
ン
ュ
ー
ズ

巴
料
理
講
習
２
５
０
０
　
食
事
１
０
０
０
　
座

談
答
５^
０
０

尋
料
理
講
習
　
食
事
会

・
座
談
会
そ
の
他
を
通

じ
て
正
食
の
全
般
に
つ
い
て
学
べ
ま
す
。

岡
弘
前
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク

・
ハ
ウ
ス
●
０

１
７
２
（
２
８
）０
７
３
６

※
日
時
は
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

尋
正
食
で
病
気
を
治
し
た
い
人
、
ま
た
は
、
手

を
貸
し
て
あ
げ
ら
れ
る
人
が
参
加
し
、
仲
間
の

協
力
で
病
気
治
し
を
よ
リ
ス
ム
ー
ス
に
す
る
た

め
の
会
で
す
。

図
堀
し
げ
　
川
崎
市
多
摩
区
菅
地
浦
２
１
１３
‐

‐４
１
皿
　
８
０
４
４

（９
４
４
）
４
３
５
９

■
４
／
う

一一ユ所
`が
―

“
r.Fオニ

■薦  雰う崚 堂虫:

の£イ
ベ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー

に
情
報
を
お
寄
せ
下

さ
い
′′

↓

このコーナーは無料掲載です。講演会、勉強会、料理教窒、カルチヤー的な教室、健康学園、または求人広告でも何でもかまいません。



夏
の
終
り
の
８
月
２６
日
～
２７
日
に
、
東
京

大
田
区
に
あ
る

「子
供
の
部
屋
保
育
園
」
が

一
泊
の
お
と
ま
リ
キ
ャ
ン
プ
を
し
ま
し
た
。

園
長
の
土
田
妙
子
先
生
は
、
ま
だ
３０
代
と

い
う
若
さ
で
、
１０
年
間
も
関
長
の
重
責
を
荷

い
、
二

つ
の
同
を
経
営
し
て
い
る
方
で
し
た
。

昨
年
４
月
か
ら
、
玄
米
食
を
給
食
の
中
に

取
り
入
れ
て
、
給
食
の
充
実
を
は
か
り
、
は

だ
し
保
育
や
、
固

い
も
の
を
食
べ
る
な
ど
、

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
な
る
こ
と
は
、
父
母

の
意
見
も
取
り
入
れ
て
行
く
、
柔
軟
な
姿
勢

で
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

キ
ャ
ン
プ
は
、
平
和
島
公
園
の
芝
地
に
、

‐４
張
り
の
テ
ン
ト
を
張
り
、
３
歳
児
か
ら
牛

園
し
た
小
学
生
ま
で
、
約
５０
名
参
加
し
、
保

母
さ
ん
と
父
母
会
の
方
々
合
せ
て
二
十
数
名

の
大
人
が
加
わ

っ
て
い
ま
し
た
。

″玄
米
の
食
べ
方
に
つ
い
て
は
、
て
さ
ぐ
り

で
い
ま
す
″
と
い
う
こ
と
で
し
た
が
、
子
ど

も
も
大
人
も
み
な
体
力
が
あ

っ
て
、
生
き
生

き
し
た
姿
が
印
象
的
で
し
た
り

「
よ
く
噛
む
」
と
い
う
こ
と
を
実
行
し
て
玄

米
の
良
さ
と
、
子
ど
も
に
よ

っ
て
、　
一
人

一

人
、
食
べ
方
が
異
な
る
と
い
う
こ
と
に
、
焦

点
を
合
せ
て
学
ん
で
行
き
た
い
と
言

っ
て
ま

し
た
。
若
さ
と
行
動
力
あ
ふ
れ
る
、
た
く
ま

し

い
子
ど
も
像
を
目
指
す
保
育
園

に
期
待
し

た

い
と
こ
ろ
で
す
ら
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*少 し体 系的 に勉強 したい方 、料理

教室 や買 い物帰 りに参加 下 さい。

10月 8日因 2:30～ 4:30

楽しいみんなの食養
陰陽編①

担当/二上貴夫
(資料代/500円  日本CI協会 2F)

有機野菜・純正食品。自然化粧品。安全洗剤

安全でオイシイものがどつさりあります。

*配違。発送もいたします。若きスタッフ募集中.′

自然食品の専門店 釧店 n3nJll●柏町4-5-16

イノチの糧屋
匝国製 鯨 惑 肛発 製 卜田―躙1
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人口 医学社府中支 局
色●医学極 島県綸特詢店

〔〒726〕 広島県府中市府中町590-6
0 0847-41-7668

時に定めず
食品、ライスピネガー、兵空

浄血治療器、正食浄血指導

い 純正食品マル シマ
〔〒722〕 広島県尾道市新浜1621国道2号線沿
8 0848-22-5577

9:∞～18:∞
日曜・祝日

自然食品販売普及活動、P
U研究会、自然食品会館

ロ 島 食 贔
〔〒747〕 山口県防府市南松崎町5-480835-220347
社長 鶴島ツユ子  専務 原田昌一・弘美

純正食品、自然食品全国卸
2F健康教室開放

山 口健康生活 セ ン タ ー
〔〒753〕 山口県山口市道場門前2丁 目422(駅 通り)
● 0839-231842 (本 部・研究所 ● 08397238∞ )

10:∞～18:00
毎日曜日

健康相談 運勢相談、健康
教室、各種サークル活動

純 正 食 品 裕  恵 〔〒68924〕 鳥取県東伯郡東伯町八橋
223

● 0858522243 井上裕恵 無休
純正食品配達 。発送、健康
相談、CI図書、リマ化粧品 ①

愛燿純正食品センター
〔〒790〕 愛媛県松山市湯渡町1022松 山東高東 300m
● 0899436464 菅本フジ子

8:llll～ 20:llll

第 4日 曜日
健康相談、正食料理教室(毎
水曜)東洋医学会(第 3日 曜 )

ビ ネ ス
〔〒796)愛媛県八幡浜市矢野町4丁 目 渡辺薬局内
● 0894221768 渡辺大起、渡辺ナミ枝

10:00～ 17:l10
毎日曜日

幸せの輸 をひろげましょう
①

の 商 店ま
〔〒794〕 愛媛県今治市常盤町4717
8 0898-32-2378

10:00～ 20:00
無   休

自然食品、書籍販売
①

<九州・沖縄地方>
八 幡 自然食品 セ ン ター

〔〒806)福岡県1ヒ九州市八幡西区八千代田丁622
8 093 -621-4184

料理講習会、健康相談、勉
強会 (各 1～ 2回 ) ①

自然 回帰健康 セ ン タ ー
〔〒802〕 福岡県Jヒ九り11市小倉北区田町105
80935613001 代表 北崎允昭

10:00～ 19:00
日曜 祝日

正食指導
ゲルマニウム温浴 ①

サ ニ ー 健 康 食 品
〔〒813〕 福lη県福岡市東IX ttll15 10 5
8 092-681-0883

10:00～ 19:00
毎日曜 日

食品、洗剤、書籍、器具、
自然化粧品 ①

フレントショップ徳田
〔〒870H〕 人分県人分市‖l尻 4535
8 0975-42-1215

10:00～ 20:00
日曜 祝 日

食品、野菜。松山医院長に
よる健康相談・正食指導

天 粧 下 通 店
〔〒860〕 熊本県熊本市ド通148
● 0963549161 福山敬救

10:00～ 19:00
第1 3・ 日曜H

体質別食養相談・オリープ

自然美容相談・ 1、 3日 曜 ①

天 粒 子 飼 店
〔〒860〕 熊本県熊本市東チ飼町35
8096343.4043 福山聖乃

無    休
体質別食養相談、オリープ

自然美容法 ①

天 然 村
〔〒89144〕 鹿りこ島県熊毛創

`ち

:久田f麦生335(高平)
8 09974-7-2922  7-2541

心身魂のいこいの場、案内
書60円切手同封請求 ①

自然食品センター陽報
〔〒900〕 沖縄県郡覇市久茂地3H8
0 0988-61-7195

10:00～ 19:00
日曜・祝日

食養相談、料理教室、書籍
純正食品、リマ化粧品 ①

玄米食レストラン 味ロ 〔
〒900〕 沖縄県郡覇市泉崎19H琉球新報社向
● 0988665366

9:00～ 19:00
日曜・祝日

食品・玄米レストラ

陽報・泉崎店 ①

紅 葉 純 正 食 品 店
〔〒902)沖縄県那覇市寄宮156
8 0988-54-0296

10:00～ 20:00
毎日曜日

食養相談、書籍販売、純正
食品、 アザレ化粧品 ①

くすりとメスを使わない
いトキワヘルシー研究所

〔〒9CXl〕 沖縄県那覇市若狭2-313
80988631589(研究所)628555(事務所)

年中年休
減食、正食、断食療法、体
内清掃慢性病短期治療指導

場二
年

●

３

豆

応

品

慶

食

業

部

剣
日

＜
〔〒861-46〕 熊本県上益域郡甲佐可岩下143
80962340447

7:∞～19:Oll
毎日曜日

純正豆腐、食養研究会
純正豆店の味噌漬 ①

旬 の 味  そ よ 風 〔
812〕 福岡市東区箱崎3820
● 092-6419044

10:00～ 18:30
日曜、本曜

無農薬有機野菜、果物、食
品。市内近郊配達 ①

自然 食品 センタ ー

夢有民 (ムーユーミ

"

〔〒885〕 長崎県島原市桜町951
● 095764-3169(本 田春代)

地卵、無農薬有機野菜直売

安全食品、安全洗剤配達 ①

友の店に入会御希望の方は別ページの入会申込書 (法人会員)に記入して、お申し込み下さし
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販 売 店 名 住 所 電 話 営業時間・休日 主な商品、催しもの

マ ル ナ カ 黎 局
〔〒403〕 山梨県富士吉田市下吉田251(中央通り・月江寺駅より6分
8 0555-22-020o

9:00～21:00
第 2、 4日 1な 日

漢方薬、健康相談、リスプ
ラン化粧品、食品 ①

自然全品センター川合
〔〒414〕 静岡県伊東市南町116
● 055卜 36-73∞

10:30～ 18:00
毎水曜日

純正食品、無農薬野菜、C
I図書、ヨガ教室、食養相談 ①

院都京 〔〒400〕 山梨県甲府市九の内22212
0 0552-26-0008

9:00～ 20:∞
毎日曜・祝日

鍼灸、漢方薬 正食品によ
る綜合治療

<近畿地方>
マクロ ビ オテ ィック 〔

〒606〕 京都市左京区高野蓼原町77
● 0757H4551 レストラン

弁当
籍
(予約制ヽ正食品、書 lA'

京都自然食品センター 〔
〒604〕 京都市中京区河原町通り夷川東北角
● 075-221-7890、  231-0348

9:lXl～ 18:00
日曜・祝日

ヘ ル ス 伏 見
〔〒612〕 京都市伏見区桃山町鍋島7国鉄桃山駅西50m
8 075-611-o337

10:00～ 20:lXl
毎日曜日

純正食品、洗剤、自家栽培
無農薬里デ菜、配達可 ん

中村自然医食センター
〔〒602〕 京都市上京区河原町通九太口rドル伊勢14・口「410
0 075-256-4388

9:llll～ 20:Oll
llII・ 祝 ‖

「 1然 食、ゲルマニウム温浴
エアロビクス、症状

"1体

操

天 粒
マクロビオティックセンター

〔子1紀メFΨ群発専よκ虎
ルマ±イ1「‖ヘルスショしブみ 9:lXl～ 19:00

無   休
食養相談、「1然化粧品、食
ハl!、 書籍販売

了 瑚 自 然 食 品
〔〒625〕 京都府舞魯市五条朝日北
0 07773-63-5729

10:lXl～ 19:00
第 ‐‖曜

食:ill、 J.q理‖:具、リマ化粧
占li、 書籍販売、配達、発送 ■

ヘルスマー ト大手通店
〔〒540〕 大阪市東区人手通2-51
0 06-945-0618

9 :30--18:30
第245日 曜 祝|]

正 食 協 会
〔〒540〕 大阪市東区人「 通251
8 06-941-7506

9:00～ 18:00
lll l l,Ill

料理教室 (火 本 11,定 例会
(第 lH曜 ,人間講座

研心館本部 食姜道場
〔〒545〕 大阪市阿倍野区西‖l辺日,2229
● 06-691-1590

9:00～ 21:(,0
無   休

無双原理研修、気の研究会
食養道場、心身統一介気道

福 口 健 康 道 場 〔
〒533〕 大阪市東淀川区西淡路1182 栃尾ビル
● 06-341-7798、  345-5621

金

費

会

療
入
治

3.000「 |

1,OC10円

健 康 と 喜 び の 学 口
バ ラ デ ィテ レ ス テ

〔〒503〕 大阪市北lX中崎2312r:然 食品店暁
● 06-371-8014

'IIサ

l'夕 ||

指

他

食

道

正

仙

自然 食 品 む ぎ の 家
〔〒532〕 大阪市淀川区東 il」口f4175地 ド鉄東 ilJ駅 南||
8 06-395-7806 、 393-4577

10:0(,´ 20:oo
fり |I Ill l l

純正ft品、里r某、弁 %`′
率つ常J, 」ヽ

ハッコー山 海 フーズ 嘔潔全R譜翻鷺沼摺掛鳥誤T:諾
ニノン新大にル 10:00-´ 17:`,(,

今 i: H「 :業
無農菜里f果 、強化食品、書
籍 Hjx光 、ndtt nl ,

アイラン ド・ジャップ 〔
〒542〕 大阪市南|え西清水田「34 rl川直ビル3F
8 06-245-1414

10:0(,― 1́9:00
日曜・祝 日

書籍、「1然 食品Jlx売

会員制旅行文化倶楽部 ルヽ

山 本 祥 園
(ソ  フ  ィ  ー)

〔〒573〕 大阪府枚方1,|ち‖12 2 2 Plj′ 園
1' 0720-53-2200

福園、水 今曜
||

神戸ヘルスフーズ岡本店
〔〒658〕 神戸市東灘lX IMl本 卜77 ● 0784531777
住吉店 イt吉田J室の内237 ● 0788222600

10:Oo～ 19:oo
毎ホ1〃 H

養食
ヽ
菜

準

野

指

業

食

農

正

Ｌ
一

美′計II「′

マ ツ ヤ 健 康 食 品
〔〒655〕 兵庫県神′i市垂水lズ fi色 山849
80787089380 東松弘樹

10:(,(,～ 19:`,`,

′嬌II:ツ ||
lE食 健康‖l談 、純 lli食∴|,、
里F菜 、化粧 :iム 、‖l J、 売

南紀自然食品センター
シャロ ン 勝 浦 本 店

〔〒64953〕 和歌山県那神勝浦田∫載jH2 239
8 07355-2-1107

正食料Fr ヨカ・足′じ,道 、
南紀IF食 会、 rl然 医 ′会

桧  層  荘 (民宿) 〔〒51705〕 二重県志摩郡阿児町鵜方9431(正食料理可)
● 059943-lll177伊 勢志摩マクロピォティンク (玄庵)● 34372

9:00～ 18:00 CI占 籍、年 1 2い llll味
′同 講師 橋本宙八 ①

蔵 風  (ろ ふ う) 〔〒659〕 兵庫県芦屋市船戸町5番衛
8 0797-31-4141

9:30～ 18:30
毎日曜・祝 日

食

室

康

教

健

理
ヽ
料

ラ
菜
卜

野
ス
薬
レ
農

食

筆

殊
　̈
ヽ

自

品

<中国・四国地方>

皆   実   c   l 〔〒734〕 広島県広島市南区皆実町4112
● 0822552846平賀佐和子

毎月、第 4土曜、例会、科
理講習、PU勉 強会

l■)岩 本 線 合 漢 方 〔
〒730〕 広島県広島市東区若草田T104
8 o82-261-8001

祝

曜

曜

４

日
第

毎 食品、漢方薬、鎖灸による
綜合治療、健康教育実施 C

明 治 製 粉 l■l
〔〒726〕 広島県府中市中町536
● 0847412255 ′]ヽ ||1 清 毎日曜 日

めん類、純正養老特油、保
命みそ製造
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美 山 口 茶 舗 瓶:χ13全議¬認胃鵬「謝
M

藻霜譲
海蓄、自然食品、健

①

口造自然食品センター 〔
〒192)八 王子市明神町4-1-7
● 0426446162

10:00～ 19:oo
第 2日曜日

無農薬野菜、食品、書籍、
リマ化粧品、配達・発選 ①

南 部 菜 嗅 場
〔〒192)八 王子市明神町41013
00426-463095 蒼玄協会 ● 042625-m96

11:30～ 23:∞
毎日曜日 基杏歪曇軍齢樹「通事薫機①

明 日 葉
〔〒194〕 町田市玉川学園27-6
● 0427-29-5015

10:lXl～ 18:30
毎日ll日

有機野菜、食品、手作り生
活用品、図書、移動販売 ①

自然 食 粗 品  美 味 〔〒202〕 保谷市東伏見2620
0 0424-63-7613

9:lXl～ 20:OKl
毎日,■日

無農薬野菜、 トーフ、パン
毎週月水金に入荷 ①

ん

店

ぇ

品
い
食

すう

然

ほ
自

〔〒182〕 調布市仙川町11316
● 03-326-2356

10:00～ 19:lXl
毎日曜日

無農薬、無添加のお茶・
有機野菜・果物、純正食品 ①

榊身土 ゲルマニウム
健 康 管 理 セ ンタ ー

〔〒187〕 小平市学園東町30-54
8 0423-45-8540

L●l帰水総発売元、食養相談
健康指導

<東海・甲信越>
なんしんケンコーフーズ 〔〒391〕 長野県茅野市塚原21328

0 0266-72-0073
11:00～ 18:00
毎日曜、祝日

純正食品、健康電 子製水機
風呂用活性板、配達・発送 ①

酒 井 須 三 子
〔〒380〕 長野県長野市 L松 1535
8 0262-34-3824 リマ化粧品取扱、正食品販

売、長野無農薬野菜の会

テイーハウス プテロン (〒 38901〕 長rf県北佐久郡軽井沢口「追分1074
8 02674-5-7525

9:00～ 21:30
毎火曜H

薬草茶

食 養 の 店  ス エ ヒ ロ 〔〒390〕 長野県松本市本Itl 14 2● 0263-36-3493 年中無休
無農薬「 f菜 、地元の農産加
工∴11、 ムソー食品 他

新津自然食品センター 〔
〒956〕 折潟県新津市本田r3-92 80250245810
F養世理教室 (第 3月曜λ日本料理教宇 (年 4卜l)

9:30～ 19:oo
毎日曜・祝日

有機農産物
食養有1談、Cl lX書 、配達 ①

暢 明 堂
〔〒95921〕 折潟県北蒲原郡水原田rド 条町155
8 0250-62-7433

8:30～ 19:llcl
毎日曜、祝日

配達毎週火曜、食養料理教
室 (吉成知江子先生) ●

自然食の店 カジコー 〔〒460〕 愛知県名古屋市中区錦1-1824大 正生命錦ビルB]
t' 052-221-7900

10:∞～20:lXl
無 休

自然食品、自然食レストラ
ン、料理教室

丸 の 内 薬 局
t〒 930〕 富山県富山市メしの内211
0 0764-24-0891

9:OD～ 19:oo
毎日曜日

嘆方相談、健康相談、オー
サワジャパン商品

正 食 の 店  和 や [〒 930H〕 富山県富山市中川原17
1' 0764-25-1448

9:00～ 20:00
年中無休

台所食品、本、圧力鍋等

福 井 健 康 学 口
1〒 910〕 福井県福ナ「市照「 11120 0776-21-3811

ヨガ・正食の健康道場
ri然 合絆,セ ンター `詰閃ヽ

マ ル カ ヮ み そ 〔
〒915〕 福井県武生市杉崎田fH 44
8 0778-27-2111

8:00ヽ 18:00
年申無休

天塩仕込みの味噌 椛販売
賃カロエ、味晴作りの指導

富士グリーン健康 セ

"―

(〒 418〕 静悩l県富f:宮市宮町528
● 0544240556 富士の茶l■・食堂 ●235835

10:lXl～ 18:00
毎日曜・祝日

食養料理教室 (毎月第 1日
曜 )食 品、野菜 ①

Ｊ
に

る

め壁
吐品餞

食

の然４
自

心
(〒 410〕 静lMl県熱海市中央町1927
8 0557-83-5490

10:llo～ 17:00
毎日曜日

健康食品、ウロ油、
ケ九、健康指導、

ダラニス
灸 ①

命然会健康文化 センター t〒 453〕 愛矢田県名古屋市中村lκ員J武 1193
0 052-451-4195

8:00～ 20:00
年中無休

正食普及、料理教室、合気
ヨカ、茶道など文化活動

(合 )′Jヽ 島 商 店 〔
〒457〕 愛知県名古屋市南Iκ呼続元口r161
8 052-821-8746

8:00～ 19:llll
毎日曜日

無農薬玄米、玄米餅製造、
純正特油、味噌

愛 知 陰 ■ 会
(長   生   堂 )

〔〒485〕 愛知県小牧市大字寺浦2943
● 0568-76-2731

9:00～ 19:oo
毎日曜 祝日

食養講演会、リマ・タノキ
ングスタール、健康相談 〇

大 岩 自 然 食 品
〔〒47033〕 愛知県知多郡南知多

'I内
海中之郷73

8 o569-62-0342 呻ｍ
食品全般、化粧品、健康相
談 ①

岐 阜
健康 自然食 品 セ ンター 」 1:::l∬ 屁 i岐

阜市長良鮎原町 1「 月 9:00～ 20:oo
毎日曜 日 禽量:慕鐘教些I品、正食

熱 海 断 食 遭 場 〔〒413〕 静岡県熱海市伊豆山字吾妻10621
0 0557-80-2101 半断食合宿セミナー
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ビ ー ナ ツ ハ ウ ス
〔〒177〕 練馬区上石神井3-289
8 03-920-1589

9:00～ 20:00
年中無休

無農薬野菜、無添カロ食品、

書籍、電話にて注文配達
0

富士見 台自然食贔 店 」7鰍0輛『尋ぞ雲借鼻L恵子
9 :00～ 19:00
毎日曜日

自然農法食品、野菜、
品、図書

化粧
①

自然食品の店ななくさ
〔〒177〕 練馬区西大泉町11510
8 03-925-0914

10:lXl～ 20:00
第2・ 第4日 曜日

無農薬野菜、豆腐、パン、
書籍、洗剤、自然食品即種

①

解 脱 会 事 業 部
〔〒160〕
.新
宿区荒木町4解脱会東京道場横

● 033571161～ 4

健康自然食品、化粧品、図
書販売他

インナーク リニ ック 〔
〒161〕 新宿区下落合31520大和田ビル901号
1, 03-905-5219

0:00～ 19:00
土・日 祝日

心身改造ドンク、日本CI
図書、純正食品販売など ①

サ ン ゴ 草 本 舗 い
〔〒160〕 新宿区西新宿853ス トータ新宿小岩井ビル603
8 03-366-2921

営間時３６
業

宿便取 りのサ ンゴ草、梅警

番、豊寿

自然食品の店たんぼぼ
〔〒162〕 新宿区富久町246
0 03-353-4545

10100～ 19:00
毎日曜日

信州内城農場直販有機野菜
リマ化粧品、健康食品他 ①

健 康 自 然 食 の 店
み き 」1:::〕 7比風会腱濠異寒[ヂ#併設

∞い
邸
０
毎

無農薬有機野菜、海産物、
純正食品、安全洗剤

①

れ ん や
〔〒157〕 世田谷区南鳥山5114
8 03-326-5085

10:llll～ 20:00 女性 3人の八百屋 と玄米 レ
ス トラン、無農薬野菜、乾物

①

店

ド

門

ツ

専

ウ
品食然

ル

自

べ

〔〒143〕 大田区北5込?3318都営地下鉄馬込駅徒歩1分
8 03-771-9243

10:00～ 19:30
毎日曜日

無農薬野菜、雑穀類、純正

食品、化粧品、配達
O

自然食品と手作り′1ヽ物の店
マ  サ  チ エ  ミ

〔〒146〕 大田区多摩川1352
8 03-756-2445

10:00～ 19:00
毎日曜・祝日

純正食品、無農薬野菜、料
理教室、健康相談、配達 ゛

)-!|*orr- 〔〒130〕 墨田区両国3254と きわビル3階
t, 03-633-7433

10:OKl～ 19:00
第1・ 第3日曜日

陰陽痩身健康法、ソフトカ

イロ、食養指導、指圧治療 ①

高砂自然食品センター
〔〒125〕 葛飾区高砂8135
8 03-600-1412

9:∞～19:00
毎日曜日

無農薬野菜、果物、料理講
習、勉強会、配達 発送 ①

田 山 商
〔〒155〕 世田谷区Jヒ沢3277
8 03-485-4785

10:00～ 17:00
土。日曜

健康電子製水機、風呂用の

活性板等、全国卸し小売り

い 長 寿 村
t〒 150〕 渋谷区神山田]420
803-465-8151

10:00～ 19:00
日曜、祝日

料理教室、配達、発送、無

農薬野菜、化粧品
①

<東京 0市部>
は じめ 健 康 食 品 店

〔〒180〕 武蔵野市中町1295
8 0422-54-7716

8時半～20時
第②③日曜、5、 15日

食品全般、無農薬野菜、
イヽ川みち先生食養教室利

ゃ  さ  い  村 〔
〒181〕 三鷹市下連雀3625 ● 0422476639 ミルキーウエイ
武蔵野市吉祥寺Jヒ町5417 80422536483

10:00～ 19:00
銀河通信発行

無晨薬野菜「自然の法則と
共に生きる正食」発行 ①

南 伊 豆 山 荘 」1:326揮鑢
初
顎だ 山種統 ●0558け

“
29

野   菜 山荘・静岡県賀茂郡南伊豆

町加納 113942整体指導

店
＞
布
社

目
弟
べ
兄
ツ
・

グ

く
〔〒181〕 三鷹市中原2126
8 0422-49-7225

‐９
曜
一

日

００
毎

有機栽培無農薬野菜、海産

物、雑穀
（Ｊ

東 京 シ ー ド
〔〒184〕 小金井市本町65シ ャトー小金井 1階
● 04238446∞

10:00～ 18100
毎日曜日

健康食品、食品全般、書籍
健康・美容相談、配達

自 然 食 品 の 店 和康
〔〒184〕 小金井市本町31013
80423855261

食品、書籍、健康相談、料
理教室、玄米試食会

①

自然 健 康 食 品 の 店
ぃ    な   ほ

〔〒187〕 小平市花小金井1718
0 0424-62-8975

10:00^-19:00
毎日曜日

自然健康食品、有機無農薬
野菜、石けん、書籍 ①

久米川自然食センター

ふ・ れ ,あ ・い の村
〔〒189〕 東村山市栄町22228
8 0423-95-9525

11100～ 19:00
毎日曜日

食品、有機野菜、イオン水
生成器、書籍、配達、宅配 O
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販 売 店 名 住 所 電 ■ 営業時日・休日 主な商品、饉しもの

フ タ バ 事 局
〔〒356〕 埼玉県上福岡市上福岡63-3
● 0492-61-2738 7:lXl～ 21:∞

心身健康相談、純正食品、
本、ニキビ、肌荒用化粧料 ①

大  橋  自 然 食 〔〒350〕 埼玉県川越市霞ケ関北42217
● 0492-32-9445

9:KXl～ 19:00
毎水曜日

無農薬野菜、食品、図書
玄米試食会、料理講習 Э

ffi i| Jf., >^,,7 〔〒335〕 埼玉県蕨市中央1-9-3浅 見ビル602
● 0484-312102

10:lXl～ 17:∞
毎日曜・祭日

ゲルマニウム温浴、正食指
導、食溜:

す こ や か 菫 局
〔〒359〕 埼玉県所沢市松4●T262
● ∝29-95-5570(西武新宿線新所沢駅東口3分 )

漢方相談、健康相談、食養

料理教室 (毎月第3土曜) ①

市 川  平 和 菫 〔〒272〕 千葉県市川市真問311-128 0473-22-0810
10:fKl～ 19:KXl
毎日曜 :l

食品、■農薬野菜、料理講
習、勉強会。配達・発送 D

自然食品の店 たんぼぼ 〔〒277)千葉県柏市泉町1618
8 0471-67-1997

∞ｒ

休
ヽЮ

Ｌ
¨

食品、■農薬野菜。食姜
美容相談、各地発送 ①

La Vb de 清 菫 〔
〒273〕 千葉県船橋市馬込口T725
3 0474-39-7493

10:lXl～ 16:∞
毎日曜・祝日

食品、無農薬野菜、書籍、
配達。料理教室 ①

菊 屋 片 山 商 店
〔〒211〕 神奈川県川崎市幸区古市場134
● 0445226233～ 4 整体道場併設

9 :00～ 20:00
毎木曜日

自然酒・無添加 (ワ イン、
ホ味酪、焼酎ヽ全国発朕 ①

株 式 会 社 豊 兼
〔〒220〕 神奈川県横浜市西区花咲町4 Hl
8 045-231-4823、  242-3614

10:llkl～ 19:lXl
第 2日 曜 日

食養健康画期的美容和談、
第 1日曜健康美容講演会 ①

一
店

タ

″寺
品食
明
然自
弘

〔〒232〕 神奈川県横浜市南区中島町481
8 045-712-3339

10:∞～19:lXl 無農薬野菜、無添カロ豆腐、
llt把葉温圧横浜支部 ①

店

一タ
費
レ
百
鍋
屋
餘
菊
磁

〔〒244〕 神奈サ|1県横浜市戸塚区戸塚町44
● 0458817636、 田中久夫

10:00～ 19:oo
毎水曜日

料理教室 (第 2水曜  ′lЧ II
みち先生 ①

大 一ユ 屋
〔〒253〕 神奈川県茅ケ崎市富士見町13-3
■
' 0467-85-5316

9 :00～ 18:30
毎日曜日

豆腐、アゲ、ガンモ、納豆
純正調味料、有精卵 ①

一
ド

タ

一

ノヽ

ロ

セ食

ス

然

ル

自

ヘ
〔〒242〕 神奈川県大和市中央6322大和警察署ウラ
8 0462-62-0020

10:KXl～ 19:00
毎日曜 Li

食品、化粧品、CI図書、
配達、発送。治療院併設 ①

陰 ■ 洞
〔〒249〕 神奈川県J・2子市j二 子5328
8 0468-73-7137

10:00～ 19:Oo
毎[]曜 日

食品、無農薬野菜、豆腐、
化粧品、食養相談、配達 ①

ゆうき自然健康食品店
〔〒249〕 神奈川県逗子市久木2511
8 0468-73-8050

10:00^-19:30
祝   〔1

有機野菜、酵母パン、豆腐
みそ、特油、貸本、発送 じ

延 寿
〔〒239〕 神奈川県横須賀市根′トロr436
8 0468-35-8773

10:00ヽ-19:l10

毎日曜 []
無農薬農産物、豆腐、食箋
指導、料理講習会。配達 ①

真 曽 堂 治 療 院
〔〒25003〕 神奈川県足柄下郡箱根町湯本97
0 0460-5-6525

10:00～ 19:oo
月曜・第3 Hll

鍼灸・指l■。生活習慣の改
造力健康の人口

ク

ル

ナ

一

ス食
レ
然自

ク
〔〒228〕 神奈川県相模原市南台416-8
0 0427-48-8936

11 :30-11 :
水、木曜日 :冥選「養重:言蒲 子、①

健 館 〔〒250〕 小田原市荻窪2851
0 0465-35-1247

<東京区部>
ン

店

）【
沢

ワサ

北
一ォ

東
〔〒151〕 渋谷lえ 大山町H5イ ンターマノク1階 (売店)
● 034655021 小田急線東北沢 l分 半

10:30～ 18:30
毎ホ曜日・祝日

日本CI協 会事業部、
配送

国内
①

ノヽ
　
一

′

一，

一ン
・ノ

ワ

セ

サ
一
送

ォ

配
〔〒173〕 板橋区小茂根54(一般注文先)
8 03-958-7112

9:llKl～ 17:00
毎日曜日・祝日

日本CI協会事業部、都内
配達、国内配送 ①

自然 食 品 セ ンター本店
〔〒150〕 渋谷区神南1106 ● 034967103
営業所・横浜市緑区美しが丘51318 ● 045 901 5Hl

平日 10～ 19:llll

日祝日 10～ 18:∞

般

ラ

全

ト

ロ
ｍ
ス

食

レ
図書、小売・卸
「天味」併設

不 二 自 然 食 品 二l浮噺財亀晨ぽ隧 ξ ttla鳴視す点
バス停前 9 130‐  19:00

毎日曜日
有機無農薬野菜、海産物、食
養相談、配達発送承ります ①

健康自然食品店 "ミ ナ" (〒
165〕 中野区折井52011西武新宿線新井薬師駅南日3分

8 03-385-6058
10:lXl～ 19:00
毎日曜日

無農薬野菜、食品、化粧品
海産物、雑穀類、配逮 ①

グ  ル   ッ  ペ
自然食糧品店レストラン

〔〒167〕 杉並区荻窪5-275 自然食糧品店 ●3987427 10:00～ 19:00 日曜定休
八百屋のレストラン ●3931224 10:30～ 21:00 木曜定休

無農薬・有機農産物、自然
食精品、海産物、雑穀類他 ①

エコロジー生活協同組合
イ  サ  キ  会

(〒 H2〕 文京区白LL5 35-12第 2さ つき荘101号
8 03-813-7825

各種講習会、料理教室、機
関誌「イサキ」年間15∞円
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このページは日本CI協会友の店加盟の、皆さまのお近くの自然食品店、レストラン、治療院等をご紹介するものです。
食品、日本CI書籍のc~m入はもちろん、勉強会、料理教室、健康食事生活相談に、下記の友の店を安心してご利用下さ

い。(なお、①印はオーサワジャバン商品取扱店です)

販 売 店 名 住 所 電 話 営業時間・休日 主な商品、僣しもの

<北海道・東北地方>
北 海 道 健 康 学 売

〔〒078-02〕 旭川市永山町H52-6
0 0166-48-4107

8 :00-20:00
毎日曜日

食養相談、足心道指導、食
品。書籍

サ ロ ン 十 和 田
〔〒034〕 青森県十和田市稲生町1034
8 01762-2-7840

10:00-20:00
毎日曜日

健康相談、月例の集い、食
品、有精卵 ①

マ ナ 自 然 食
〔〒020-01〕 岩手県盛岡市高松1-1531
8 0196-62-6205

10:00-20:00
毎土曜日

料理講習 (第 4水ヽ食品、
野菜雑穀、図書、配達引売 ①

盛田マクロビオテイック
センター い―は。と一ぶ

〔〒020-01〕 岩手県盛岡市 L田堤1512
8 0196-61-3024

10:00^-19:00
毎日曜日

無農薬野菜、料理教室、健
康相談、配達発送、講演会 ①

こ う げ ん 堂 〔〒980〕 宮城県仙台市大田T26170 0222-65-4465
10:00～ 19:lXl
月末日曜日

食品、無農薬野菜、強化食
品、書籍、配達・発送

会    津   屋
純正食品流通センター

〔〒966〕 福島県喜多方市字諏訪1561
● 0241224193 会ll正食研究公J`務

"i

8 :30--19:KXl
年中無休

純正食品、日本CI図書、
地方発送 ①

ノヽケンサ
と

店

食

の

然

ガ

自

ヨ
〔〒077〕 北海道留崩市本田r31‖ た(ぎん向かし
,0164430289

9:Otl～ 18:∞
毎日曜日

ヨガ,正食の健康道場
講演会、純正食品、書籍

みちのく自然食品センター
〔〒980〕 富城県仙台市中央3107
8 0222-62-7677

9 :00～ 19:00
毎日曜日

料理講習。魅、種油、海産
物等卸。小売、地方発送 ①

秋田 自然食品センター
〔〒010〕 秋田市山王5「 目324
80188-23-2921

10:00～ 18:lXl
R暉、祝R

料理教室、健康講演会、食
品販売、無農薬野菜 ①

l■lい わ さ き 薬 局 〔
〒053〕 北海道苫小牧市大成町2110
8 0144-72-6811

9 :00-20:lXl
第 1、 3日 曜日

慢性病ほか、漢方・食養相
談、皮膚病・美容相談

<関東地方>
群層マクロビオテイック
センター MAttN A

〔〒37)〕 ‖子鳴県高崎市和田町713
8 0273-22-5484

10:00-20:00
毎月曜日

図書、食品販売、
と正食の勉強会、

理

談

原

相

双

康

無

健

高 崎 自然食品セ ンター
〔〒37)〕 群喝県高崎市新町63
80273-25-2605

10:00～ 19:lXl
毎日曜日

図書、食品販売、正食・空
手・ヨガ講習会、健康指導

鈴 木 述 子
f〒 37012〕 群馬県高崎市山名町乙611
80273464921 群馬県安全農法研究会

自然農法農産物・カロエ、料理
教室。群馬食警友の会 C

須 藤 商 店
〔〒376〕 群馬県桐生市東久方町2621
80277-44-5733

8 :00-20:00
毎 日曜 日

食品、有機野菜、自然酒、
自然化粧品 C

晴 雨 農 場
〔〒34913〕 栃ホ県下都賀郡藤岡町大前1751
● 0282622635 来訪の際、要連絡

無農薬野菜、穀
物

自給自足的基盤に立っての
衣食住の追求と実践 C

食 養 健 康 セ ン タ ー
〔〒320)栃木県宇都宮市一番町24駅より7分
8 0286-36-2415

10:00～ 18:lXl
毎日曜日

純正食品、リマ化粧品、森下
食品、CI吾籍 ↓

自 然 健 康 食 品
好 屋

〔〒336〕 埼玉県浦和市北浦和1194
80488867234

9:00～ 20:KXl
毎水曜日

食品、書籍、器具。美容・

健康相談。配達・発送

ヘルスショップ浅野
〔〒336〕 埼玉県浦和市常盤9104
8 0488-31-0647

9:30～ 20:00
無休 (臨時休業)

食品、無農薬野菜、書籍、
リマ化粧品、食養相談 ↓ ′

協

一

生
タノヽ

食

セ
然
日

自
全

(〒 336〕 埼玉県浦和市三室1359-11
80488-74-2691 月■l「健康と食物」

9:lXl～ 18:lXl
毎日曜日

食品野菜果物、強化食品、
料理教室、グルマ温浴 ①

小 り::自 然 食 品 店 〔
〒362〕 埼玉県上尾市上町2725
● 0487748504 料理講習 (CI協会より講師)

9 :30-18:30
無休 (臨時休業)

純正食品、有機農産物、健
康医学社浄血指導講習

ヽ
↓

太 硼 堂
〔〒343〕 埼玉県越谷市大沢4105
2' 0489-62-3479

9:OKl～ 20:lXl
毎日曜日

純正食品、野菜、自然化粧
品、書籍、料理教室 ①

正 直 村
〔〒364〕 埼玉県北本市西高尾5237
8 0485-92-2007

9:∞～18:lXl 豆腐、納豆、あげ、みそ、
特油、野菜卸。巡回販売
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自然食ニュースのミネラル栄養療法基礎講座開講 !

今、話題のミネラル栄養療法の真髄をあなたも学んでみ

ませんか。

一般の方々はもとより健康食品店の皆様は地域の人々か

ら信頼される健康リーダーとしてご活躍されるために、是

非この機会をお見逃しなく積極的にご参加下さい。
●基礎講座期間 昭和60年 12月 ～昭和61年11月
●開 講 日 時 毎月第1日曜日(原則)allln:∞ ～pln2:00
0会    場 中心健康センター (目黒駅前 )

品り‖区」三大llt 3-3-6803(449)5001
(変更する場合もあります。)

近藤 賢医学博士(エージングクリニック院長)

1回 (1講座)3,000円
各講座開講日の 5日 前迄
バイオミネラル研究会
803(719)4876

●基礎講座内容

60/12月 1日

61/1月 5日
2月 2日

3月 2日
4月 6日
5月 11日

6月 1日

7月 6日
8月 3日

9月 7日

10月 5日
11月 2日

12月 7日

ミネラル栄養療法

リューマチ、関節炎

ガン

心筋梗塞

脳溢血

アレルギー疾患

ボケ、ノイローゼ

肥満、糖尿病

シミ、ソバカス

慢性疲労、生理時
ス トレス

カゼ

消化吸収不全

まとめ '受講修了証授与

0講
0受  講
●申 込 受

師

料

付

いま、もうひとつのl憂ヨノ
ol lll:こ考

赤穂の天 塩 二つの食卓用塩

ふ りか け に随利

コクのある味わい

食卓用・調理用

東京都新宿区百人町2丁目24番 9号  株 :式会 利[ 天  塩 〒 160 電話 03(371)152 代表
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ー
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米
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い
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し
い
と

い
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で
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マクロビオティックの雑誌『新しき世界へ』に

年 賀 広 告をどうぞ〃
新 しい年が近づ きました。躍進のマクロビオティック国際雑誌

『新 しき世界へ』に新年のあいさつを掲載 してください。各ペー

ジ上段 に「謹賀新年」の文字が入ります。 (○には入りませa

寸法 (タ テ×ヨコ) 料  金 掲 載 内 容

A(1 枠 ) 50× 3駈m 6,000Fl 肩書 き、氏名、住所、電話のみ

B(2 枠 ) 50× 70mm 12,000FI Aの ほかに多少の文が入 ります

C(横 1段 ) 50× 140m 20,000円

D(4 枠 ) 100×  70nm 20,000円 スペースに応じて、宣伝文、イラスト、

写真、地図なども入 ります。E(% 頁) 100× 141hm 40,000円

F(全 頁 ) 220× 140m 55,000Fl

*原稿は、原寸の枠どりをして、その中に楷書で正確にご記入下さい。 (郵便番号を
お忘れなく)

*製版上、複雑な工程を必要とするものは、実費を頂戴することがあります。

申込 方 法 /申込用紙に記入の上、原稿および料金を添 えて下記に郵送 してください。

申込 み 先 /日 本 CI協 会 年 賀 広 告 係

〒151東京都渋谷区大山町11の 5 TEL 03-469-7631代 )

申 込 締 切 /■ 月15日 必着 銘刺がわりに会員の方も御利用下さも`。)

リ ヽ
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玄米カムカムクラブ

護最特 別 会 員募集
“9ずり米について" 日本C:協会会長 桜沢里真

今ずり米は健康維持にも病気治療にも卓効があり桜沢先生は常にこれを奨励し、

印度でも欧州でも多くの会員に普及させていました。日本でも長い間、粗すり機

の良いものをと捜していたところこのたびオーサワジヤバンから発売されること

になり大変喜ばしいことです。食養家には理想的なものなので、ぜひ粗すり機を

使 つて身体によいおいしい玄米を皆様に食べて頂きたいと思います。

(1)予約単位
30k9を 1□ とします。(2□ =60k9、 3□
-90k9・ …・・)

(2)価 格
①もみ米 12月配送 1□ 30k9-16,800円

(実質玄米重量24k9～25.5Ю )

5月配送 1□ 30k9-17,300円

(保管料 500円 含む )

②籾すり機 1台  -80,280円
(定価89,200円のところ特別サービス価格 )

(3)申込方法

おかあさんの気軽に使える家庭用ミニミニもみすり機

●毎時能力1～ 2俵

F01K
8 称 ミニダップ

型 式 FClK

'長
X=巾 X宝呂
(cm)

ア30× 440× 585

重    量 (kg) 23

脱  5 方  式 インペラ脱ぶ

脱 ′3'フ ″ ン 径
(cm)

Egt
(rom) 3,5∞

脱 率 (%) 97～99

使 用 モ ー タ 250W41Xl∨ 単相

能    率 (電 )
60～ 120

(1～ 2俵 )

カムカムクラブ専用郵便振替用紙通信欄

備考に「特別会員」と明記し、籾すり機

のご注文は台数をはっきりとお書き下さ

い。なお 、籾すり機はメーカーより直送

しますので送料はかかりません。その他

はカムカムクラブ募集広告と同様ですが、

日本 CI協 会の正会員または誌友が対象
です。

(4)予約締切 、配送方法
カムカムクラブに準じています。そちら

をご覧の上 、早めにお申込み下さい。

●籾貯蔵の飯米は 欲しい時に 、手軽に籾すり、
いつでもおいしく食べられます。

●精米機 とコンピで使える超小型の経済機。

あなたの精米機が活 きます。

●籾掲 き精米処理方式と異な り、お米にやさしく

食味を大切にします。

●特許ロールレス方式で 抜群の使いやすさと

すば らしい仕上り。

①粗殻が玄米を保護。キズがついたり砕米にならなしヽ

②コクソウ虫などがつきにくい。防虫に役立つ。

③米の老化を防止。いつまでも新米の風味。

①味のよい
ミ今ずり米、仕上げで流通に有利。

⑤長期間でも安定して保存。不時の奥害にも安心。

り
一．一炒

○籾すり中は、多少騒音がありますが、ホコリも出ず汚れません。

○ミニダップは家庭用FCiKの他に、業務用として毎時能力3～ 4俵のFC-4(定価138,000円 )もござ
います。

MACROB10TIC F00DS
オーサワジャバン株式会社
玄米カムカムクラブ係
T173 コにア寅嗜謳謝反囀喘口亜rJ、 1屹嘲艮5-4 ■

'03-958-7112

●家庭用100V電源でOK″



限定品ですので、お早めにお申込みを.ノ
(1)予約単位
30k9を 1□ とします。 (2□ =60k9、

3□ -90短…… )
(2)産地・品種
① 12月配送 宮城県 、ささにしき
② 5月配送  ク    タ
自然農法10年以上。農薬、化学肥料、

除草剤等、一切使用していません。

(3)価 格
① 12月配送  1□ 30k9-19,500円
② 5月配送   ク =20,000円 (保管
料 500円含む )

お支払いは、 1年分を全額前払いでお
願いします。

(4)予約締切
昭和61年 ,0月 20日 (ただし、予約総量

に達し次第、締切らせていただきます。)

(5)申込方法
① l年分の必要総量を計算し、配送月を
決めてください。 (成年男子 、 1日 2

送料表 (梱 包費含む)

回数

あて地
1回 =30k9

す

に鴫と
１

ご

第 1地帯

東京都内 7∞円 300円

そ の 他 1,000円 500円

第 2地 帯 1,3∞円 800円

第 3地 帯 1,500円 1,000円

●沖縄県、伊豆・Jヽ笠原諸島などの島部は、別料

金となりますので、お問い合わせ下さい。

61年度

蓼ザ多玄米の年間予約募集

食で年 1俵 〔60k9〕 が目安 )配送は12
月と 5月の 2回ですが、―括配送の方
が送料負担が軽くなります。

②お申込みは、必ずカムカムクラブ専用

の郵便振替用紙をお使いください。

③振替用紙裏面の申込書に必要事項を記

入し、玄米代金と送料 (送料表をご覧

下 さい。)の合計金額をご送金下さい。

④郵便局で発行される郵便振替払込金受
領証は、大切に保存してください。

⑤追加注文の際は備考欄に「追加」と明

記して下さい。

③契約栽培ですので、予約取 )肖しはご遠

慮願います。

(6)配送方法
店頭渡じ以タトは 、都内を含めすべて自

動車便による配送となります。送料は

原貝」として元払いですので 、送料表を

ご覧ください。

aH 1 r&ffi國町30
第 2

掛1専職難■MACROB10丁 !C F00DS
オーサヮジャバン株式会社
玄米カムカムタラブ係
T173 コに1護者Б廟反橋EE7jヽ市に嘲艮5-4 t'03-958-7112



種  別 年 会 費 徴特

A 正 会 員 12,000円
月刊機関誌 (年間H回発行)1部送呈。
農薬玄米配布のカムカムクラブ入会可。
プ5%引 き (図書券で)

会員証、会員バ ンジ。各種行事割引。料理教室、無
各種相談を受けられる。日本CI発行の図書・テー

B 賛助会員
12,000FЧ

を2日以上
機関誌毎号2部送呈。その他は正会員に同じ。日本 CI発行の図書・テープ10%引 き (図書
券で)

C 誌  友 5.000円 月刊機関誌 1部送呈。料理教室、無農薬玄米配布のカムカムクラブ入会可。

D 法  人
30,000Fl

(2分割可)
①に同じ、本誌巻末に毎号、店名・住所・電話・営業時間・申し込み回数・その他を広告。
「新しき世界へ」5部配布 日本CI友の店シール配布

月刊『新しき世界へ』購読案内

●下記の用紙または振替用紙に記入し、会費を添えて、〒151東京都渋谷区大山町11-5 日本Cl協会会員係 にご送付ください。

三慧 眠巨 ∃  財 団 日 本 CI協 会 入 会 申 込 書 喘書で書いてください。)

私は日本CI協会の会員になりたく、次の通り申し込みます。(会員別の符号を○でかこんでください。)

□ 年 | 1月 号から| 1年 間分

A.正 会 員   B.賛 助会員    C.誌   友   D.法 人 (店舗)
(12,000円 )    (12,000円 を  回) (5,000円 )     (30,000円 を  口。 2分害1可 )

■いったん納入された会費、誌代は、返却できません。 日イ寸

日
本

Ｃ
Ｉ
協
会

日
本
Ｃ
Ｉ
協
会

は
、
桜
沢
如

一
が
創
立

し
た
、

マ

ク

ロ
ビ
オ

テ
ィ

ッ
ク
運
動

の
国
際

セ
ン
タ
ー
で
、
研

究

・
教
育

・
普
及
活
動
を
展
開
し
て
い
る
非
営
利
団

体

で
す
。
会
長
、
桜
沢
里
真
。

活
動
内
容

は
、

①
実
用
弁

証
法

（無
双
原
理
）

と
正
食
法

の
研
究

。

実
践

。
普
及
。

②
桜
沢
如

一
ほ
か
、
右

の
内
容

に
関
連

し
た
図
書

・

出
版
物

の
刊
行
。

③
講
演
会

・
講
習
会

。
研
究
会

。
正
食
料
理
教
室

・

正
食
医
学
研
修
講
座

。
海
山

ス
キ
ー
な
ど

の
健
康
学

園
、
特
訓
セ
ミ
ナ
ー

・
海
外
研
修
旅
行

の
開
催
。

④
正
食
医
学

に
よ
る
食
事
健
康
相
談
会

の
開
催
。

⑤
出
張
講
習

・
講
演
会
な
ど

の
斡
旋
。

⑥

日
本

Ｃ
Ｉ
協
会
事
業
部
門
と
し
て
オ
ー
サ

ワ
ジ

ャ

パ

ン
株
式
会
社
が
あ
り
、
純
正
食
品

。
無
農
薬
農
産

物

・
料
理
器
具

。
自
然
化
粧
品
な
ど

の
普
及
販
売
。

⑦
関
連
活
動
団
体

、
各
地

セ
ン
タ
ー
、
事
業
組
織
な

ど
が
多
数
活
躍
中
。

③
欧
米
は
じ
め
全
世
界

に
関
連
団
体
多
数
活
動
中
。

フリガナ

氏  名

職 業 (

明
男・女   生年月日 大

日召
年 月

)

日生

住  (〒     ) (°
°号室)(○○様方)と 詳しく

所 TEL

ご家族 ① 独身 ②既婚 (家族名・構成内容 )

玄米歴 備考



初
め
て
の
方
に
お
勧
め
す
る
本
。

＊
魔
法
の
メ
ガ
ネ
　
無
双
原
理
の
物
の
考
え
方
　

　

一、
二
８
円

＊
永
遠
の
少
年
　
少
年
よ
、
大
士０を
い
だ
け
／
　

　

　

七
吾
円

＊
食
養
人
生
読
本
　
食
養
で
開
く
自
由
の
人
生
　

　

一、〓一〓
円

＊
生
命
現
象
と
環
境
　
ゃ
さ
し
い
エ
コ
甲
ン
ー
　
　
　
七
吾
円

＊
新
食
養
療
法
　
正
食
身
せヽ
改
生ヽ理
法
　
　
　
　
　
　
一、
八
８
円

＊
東
洋
医
学
の
哲
学
　
最
一一口判
断
力
の
書
　
　
　
　
一一、
０
８
円

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
料
理

（桜
沢
里
真
著
）
蟄
〓
助
円
版
〓
一雷

食
養
料
理
カ
ー
ド
（―
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
日
円
　
一〓
一日

食
物
の
陰
陽
表
　
色
刷
り
一
枚
　
　
　
　
　
　
　
二
８
円
　
一工

Ｌ

正
食
医
学
の
救
急
手
当
法
　
色
刷
り
一
枚
　

　

　

二
８
円
　
一二

こ

食
物
に
よ
る
健
康
法

・
料
理
法
特
集

「
新
し
き
世
界
へ
Ｌ
昌
号
）

二
、
０
８
円
（送
料
共
）

■
昭
和
６‐
年
１
月
現
在

■
＊
印
は

「桜
沢
如

一
著
」
で
す
。

＊
無
双
原
理

・
易

＊
宇
宙
の
秩
序
　
最
重
大
Ｐ
Ｕ
書

＊
病
気
を
治
す
術

・
病
人
を
治
す
法

人
生
論

＊
心
臓
を
入
れ
替

へ
る
法
　
悪
魔
の
書

＊
人
間
―
こ
の
未
知
な
る
も
の

（カ
レ
Ｌ

＊
生
体
に
よ
る
原
子
転
換

（ヶ
ル
ヴ
７
‘

＊
自
然
の
中
の
原
子
転
換

ア
ル
ツ
フ
と

＊
永
遠
の
子
供
　
　
　
　
　
　
　
一一、
五
〓
円
　
一Ｔ

畠

＊
食
養
講
義
録
　
　
　
　
　
　
　
　
七
、三
〓
円
　
一Ｔ

〓

＊
新
し
い
栄
養
学
　
　
　
　
　
　
　
一一一、
三
〓
円
　
一Ｔ

〓

＊
世
界
恒
久
平
和
案
一意
志
」
教
育
五
十
年
の
実
験
報
告

一、０
８
円
　
一Ｉ
一８

＊
桜
沢
如

一
ア
ル
バ
ム
　
　
　
　
　
　
五
８
円
　
一Ｔ
き
ｏ

石
塚
左
ム
著

化
学
的
食
養
長
寿
論
　
食
養
の
原
典
／
七
、吾
〇
円
　
一〓
一〓

桜
沢
哩
真
著

リ
マ
ク
ッ
キ
ン
グ
　
豪
華
カ
ラ
ー

七
、三
〇
〇
【円
　
一Ｔ
．・五
ｏ

米
国
の
食
事
改
善
目
標
　
米
上
院
栄
養
委
邑
ｏ
円
　
一Ｔ

里

桜
沢
如

一
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
フ

判
断
力
の
話

９０
分
　
１
本

二
、六
８
円
　
一Ｔ
τ
ｏ

座
間
講
演

６０
分
　
２
本

〓一、〇
〇
〇
円
　
一Ｉ
西
〇

Ｇ

・
０
母
を
語
る
　
　
　
９０
分
　
１
本

二
、六
８
円
　
一工

占

大
森
英
桜
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
フ

生
命
と
食
物
の
歴
史

　

６０
分
／
２
本

二
、六
８
円
　
一工
一日

食
物
の
陰
陽

６０
分
′
２
本

二
、六
〇
〇
円
　
一工
西
ｏ

宇
宙
の
秩
序
解
説

　

　

６０
分
イ
２
本

二
、さ
〇
円
　
一Ｉ
一日

子
供
の
病
気
と
食
養

　

９０
分
／
２
本

四
、占
ｏ
円
　
一Ｉ
一日

眼
病
の
治
し
方

６０
分
●
２
本

三
、
〇
〇
〇
円
　
一Ｉ
西
ｏ

●
日
本
Ｃ
ｉ
協
会
の
出
版
物
は
、
日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
友
の
店

（本
誌

巻
末
参
照
）
で
お
求
め
く
だ
さ
い
。

●
本
部
へ
の
注
文
は
、
Ｌ
現
金
書
留
、
ま
た
は
２
振
替
東
京
？
死

里
量
日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
へ
、
代
金
と
送
料
と
注
文
品
を
明
示
し
て
送

金
し
て
く
だ
さ
い
。
日
の
場
合
は
１０
日
、

２
の
場
合
は
、
２
週

間
み
て
く
だ
さ
い
。

一、三
〇
〇
【円
　
一Ｔ
二五
〇

一、
０
８
円
　
一Ｔ

８

七
吾
円
　
一Ｔ

〓

二
、三
８
円
　
一Ｔ
一占

二
、
０
８
円
　
一■

８

一
二

、

二

〇

９

円

　

一
Ｔ

一
一

〇

〇

二
、三
８
円
　
一Ｉ
〓

＊
ウ
ナ
ギ
の
無
双
原
理

＊
我
が
生
命
線
爆
破
さ
る

＊
健
康
戦
線
の
第

一
線
に
立
ち
て

＊
中
央
ア
フ
リ
カ
横
断
記

＊
不
思
議
な
世
界

＊
う
さ
ぎ
の
ビ
ピ

＊
Ｐ
∪
中
国
四
千
年
史

＊
パ
ス
ト
ゥ
ー
ル
の
審
判

＊
千
三
百
年
前
の

一
自
由
人

＊
兵
法
七
書
の
新
研
究

＊
最
後
に
そ
し
て
永
遠
に
勝

つ
者

＊
コ
ン
パ
文
庫
５

＊
コ
ン
パ
文
庫
６

＊
Ｐ
Ｕ
歌
集

＊
人
間
の
秩
序

八
８
円
　
一Ｉ
一〓

八
〓
円
　
一Ｉ
一〓

一、
一面
〇
【間
　
一Ｔ
一三
〇

一、〇
〓
円
　
一Ｉ
一８

八
８
円
　
一Ｉ
一８

八
８
円
　
一Ｉ
一８

一、
三
８
円
　
一Ｔ
一吾

八
〓
円
　
一Ｔ
一〓

一、三
〓
円
　
一Ｔ
一吾

二
、
０
８
円
　
一Ｔ
一己

一、二
８
円
　
一Ｔ
一〓

一、七
８
円
　
一Ｔ
，一己

三
、八
８
円
　
一Ｉ
一占

二
８
円
　
一Ｉ
一８

一、
二
８
円
　
一〓
一８

日
本
Ｃ
Ｉ
協
会

東
京
都
渋
谷
区
大
山
町

＾
一
―
五

（〇
三
）
四
六
九

・
Ｌ
六
．１
．
０

電 〒
話 l馴

■
２
冊
以
上
の
場
合
の
送
料
は
、
定
価
合
計
が

三
千
円
未
満
　
一二
百
円

六
千
円
未
満
　
四
百
円

一
万
円
未
満
　
五
百
円

一
万
円
以
上
　
工（
百
円
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行事ハイライ ト

金

θ

日本CI協会 巡回講演のお知らせ
毎日の食事には理想的なお米、今ずり玄米をその場で実際に食べてもらい、玄

米のすばらしさをできるだけ多くの人々に知っていただきたいという想いをこ

めて、日本CI協会は今秋 9月 から来年 3月 にかけてANSの 宣伝をかねて各
地をまわります。10月 は大阪、11月 は名古屋にて開催いたします。

宮沢賢治と今ずり玄米の集い

●第 1部 3:00剛～

川嶋正治 (日本CI協会)講演
今ずり玄米の試食があります

●第 2 部 5:30PM
アイリッシュ ハープと語りによる

宮沢賢治の世界
“やまなし" “よだかの星"
演出・語り 林 洋子 (クラムボンの会 )
ハープ   雨田幸子

→ 前売取扱い  正食協会 パラディテレステ アイランド ジャッ
サヌキ アワ他

携
10月 26日 (日 )

前売 大人2000 子供1000
当日 大人2300 子供1200
パラデイテレステ

大阪市北区中崎2-3-12

8  06-371-8014

今ずり玄米と
マクロビオティックの集い

11髯
譜
) ●対談と講演

雪雷 |::旧   川嶋正治 (日本CI協会)
命然会健康文化センター    世界を解く鍵

一―マクロビオティックと映画批評

大 )召忠弘 (名古[〕こ学助教授)

カバラと易経

→ 前売取扱い 命然会健康文化センター
(合 )ノ Jヽ 島 商 店 他  自然食の店カジヨー
8  052・ 821・ 8746        0  052・ 221・ 7900

名古屋市中村区則武1-19-3

8  052-451-4197



玄米 と野菜と海草のもつ素材を最大限にひき出し、

り曜卜 化学調味粁はいつさい用いません。
■ |                      ‐    |■ |■ |■ ■ ■ ||■ ■

|11■ |■ _ |         ・

(日 時 )昭和 61年 11月 15日 0～ 16日 (日 )1泊 2日
(主催・会場 )日 本 CI協 会 (イ ンターマ ック)本 部
T 151  房モ方で者5お姜雀゙貶ニブくJJ田丁11-5  8 (03)469-7631

初級、中級一緒 に勉強 します。 3回 で初級修 了、 それ以後 4回 の受講で中
級 を修 了 します。

(講師 )桜沢里真 、吉成知江子

(特典 )所定 の コースを修 了 され た方 には希望 によ リリマ・ クッキ ングアカ
デ ミーの初級 、 中級修 了証 を授 与 します。

(受講料 )外泊 -14,000円、宿 泊 -15,500円 、部分参加 =1講 習 3,500円
(申込方法 )申込 書 に記入 し、受 講料 を添 えて現金書留で送 るか直接持参。
日本 CI協 会 の IE会員 (年 12,00oFl)ま たは誌友 (年 5,000F])に な ることが必要。
(締切 り)11月 11日ω

(取消 し)締切 日までの取消 しは手数料 2,000円 を引いて返還。 それ以降 は会
の運営 L、 半額返還。

Q箋整∋ 筆 記用具、寝巻、エ プ ロ ン、頭にかぶ るもの、容器、雑 巾

一
食
養
料
理
講
座
２２

０
瞥

リ
マ
・
ク
ッ
キ
ン
グ
ア
カ
デ
ミ
ー
集
中
講
座

11月 15日吐)

13:00～ 13:30 受付
13:30～ 16:30 料理実習11)桜沢 里真
16:30～ 18:00 自由時間
18:00～ 20:30 料理実習12)吉成知江子

11月 16日 1日 |

6:00～ 7:00 起床、清掃、体操、歌
7:00～ 10:00 料理実習(3)吉成知江子
10:30～ 11:30 質疑応答
12:00～ 15:00 料理実習14)桜沢 里真

書込申料養食

― キ リ ト リ 線 一

理 講 座 22

1.CI会館に宿泊=15,500円   2 外泊します=14,000円   3 部分参加  料理一、二、二、四(各 3.500円 )

男

女

)歳

年

明

大

昭

未燿

既鯉

正会員(の家族)ですc

aよ友 (の家族)です。

人会申し込みます。

口，

一万

番

番氏 名

(〒 )

「LFll 道
県
都
府

自宅 子1外局番

電話 (   )
職 業
勤務先

動務先 iド外局番

電 話 (   )

月 日
日本 CI協 会 御 中

円を添えて申込みます。 今までに食養料理集中講座を受講された方
は、記入してください。



第 13期
講師 大森英桜

①  正食編
'86  10・ 4-5
1.無双原理解説

2.人間の成りたち

3.穀物 (主食)の陰陽、効用
4.野菜、海草 (副食)の陰陽、効用
5.調味料、加工品の陰陽、効用

6.食べ方、宿便と反応

正食E事講座
東京菫場

② 基礎編 1 11。 1～ 2

1.動物性食品、果物、飲料の陰陽
2.体質、年齢、性、労働、環境別食養法
3.救急手当法の用い方、実習
4.食物療法食用品の作り方、用い方
5。消化の生理と造血、物質転換
6.食の段階と病気の七段階

⑤ 各論編1 2・ 28～ 3・ 1

各種病気の原因、症状と療法
1.生殖器
2.脳 と神経
3.目

4.耳、鼻、歯、日、のど
5。骨、関節、外傷
6.皮膚、血液

③ 基礎編1 12・ 6～ 7

1.人体発生学と臓腑の陰陽
2.五行説と気と経絡
3.望診法 (人相、手相)
4.望診法 (体、性格、便尿、その他)
5.自 律神経とバイオリズム、心療法
6.症状にみる陰陽判断の仕方

⑤ 各論編Ⅲ 4・ 4～ 5

各種病気の原因、症状と療法
1.内分泌、アレルギー
2.こ ころの病気
3.子供の病気、老化
4.ガン (胃、子宮、手L)
5.ガン (白血病、肺、その他)
6.寄生虫、食中毒、感染症

④ 各論編 1 1・ 31～ 2・ 1

各種病気の原因、症状と療法
1.呼吸器 (気管支、肺)
2.循環器 (心臓、血管)
3.消化器 (食道、胃)
4.消化器 (十二指腸から肛門)
5.肝、胆、膵、膊臓
6.泌尿器 (腎、勝騰)

主催 。会場 0日本CI協会 〒151東京都渋谷区大山町11-5803・ 469・ 7631
研修費●宿泊・19,500円  外泊・18,000円
持参品●食器一茶わん、汁わん、中皿、はし、布巾、雑巾、学習用具

申込方法●申込書に記入し、研修費を添えて日本CI協会あて現金書留で送
るか直接持参する。日本CI協会 (年、12,000円 )ま たは誌友 (年、5,000
円)に なることが必要です。
締切り●9月 30日ω

取消し●締切日までの取消しは手数料 2,000円 をひいて返還します。それ以

後は会の運営上、半額返還となります。
*食事は日本CI協会の料理部が調理する玄米正食料理です。
*①～⑥まで受講された方には「正食医学講座修了証」を発行いたします。
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昭和  年  11  1]   正食医学講座① 申込書

10月 4日 (土 )

12:00～ 1:00 受 付
1:00～ 3:00 講義 1

3:30～ 5:30 pt義 2

5:30～ 6:00 協会説明

6:00～ 7:30 夕 食
7:30～ 9:30 講義 3

11:00～    消灯、就寝

10月 5日 (日 )

6:00～ 7:00 起床、清掃、体操、歌

7:00～ 9:00 :諄義 4

9:30～ 11:30 講義 5

11:30～ 1:00 朝 食
1:00～ 1:30 写真、次回分受付

1:30～ 3:30 講義 6

(1986年 10月 ～87年 4月 )

1.各回参加=19.500円
(外泊の場合は18,000円 )

2.部分参加 1.2.3.4.5.6
1講義 3,300円  講義番号にOをつけて下さ。ヽ

フ ,″ ナ TEL 男

女

( )歳 職  業

lt名

自 宅 明
大 年 月 日 生
n召勤務先

1 正会員 (の家族)です 番号_
2.誌友 (の家族)です  番号_
3.入会申し込みます

一Ｔ )

fヒ所

*今回で全6回 を修了する方は

ここにサインをしてください円を添えて申込みます

*講義の録占はご遠慮下さい 事会場に宿泊 (有・無 )



健康 と幸福と美 を創るマクロビオテ ィックの料理教室

11:00^-14:00

18:00-20:30

11:00-14:00

18:00^-20:30

¥3.000

(入学時のみ)

ABCD

クラス

¥22、 000

日本CI協会の会員(正会員、誌友な

ど)で、入学金を納めた方は、月ぎめ

の分納(一回分2.000円 )ができます。

継続/前回のコース名 ( 希望クラス A・ Boc・ D ※OFpをつけてくださぃ

日

生

歳

　

月年

明
大

昭

1正会員 (の家族)です
会員番号 (   )
2誌友 (の家族)です
3CIの雑誌購読していません |:弾 1象欝ました

氏

名

自宅 市外局番

電話 (  )
職 業
勤務先

勤務先 市タト局番
電 話 (   )

日本CI協会御中

円を添 えて申込みます。

―
ヽ  

一

昭和61年度秋期 (%0%～%)募集。ノ
玄 米 をは じめ各 種 の穀物や野 菜 、海草 な どの持 つてい る素 朴 な
味 を最大限 にひ き出 し、肉体 と精神の養 い とす るお料理 を指 導
い た します。天 然 醸造の味嗜 、書油、自然 塩 、納正の ゴマ 、菜
種 の油 などで調 味 し、砂糖 や化 学 調味料 はい っ さぃ用 い ません。

●初級コース/マ クロビオティック料理の基礎 (基本食、食箋料理など)昭 和61年 9月 17日開講
●中上級師節コース/桜沢流普茶、懐石料理。フランス、インドなど世界各国の民族風自然食料理。

美容食、治療食を含む応用コース 昭和61年 9月 16日開講
●校長/桜沢里真 (日本CI協会会長)
●定員/各 クラス40名

(年齢・性別に制限ありません)
●特典/規定の回数出席し、試作会に
出品された方に免状を授与いたしま

す。

●いったん納入された受講料はお返し

できませんので、ご了承くださぃ。
●申込み/申込用紙に記入し、受講料
を添えて、下記へ。
●持参品/筆記用具、エプロン、スカ
ーフ (手拭い)
●日本C:協会の会員 (正会員、年 1
万 2千円など)または誌友 (『新しき
世界へ』購読、年 5千円)になること。 日フトC11脇会 クッキングアカデミー係

〒151東京都渋谷区大山町‖-5 803(469)7631

リマ・ クッキングアカデ ミー 昭和61年度秋期)申込書



小田急線

(各駅停車)

■毎木曜日は休館です。

(1階の食品店は、木曜と行事のない祝日が定休日)

日 本 CI協 会
〒151東京都渋谷区大山町11-5

。会員でなくても参加歓迎です     ● 03・ 469・ 763: 代)
●録音はご遠慮ください。  小田急線・東北沢駅下車 2分

10月 1日 因 2時半～4時半 学校給食の勉強会一
手づくり弁当をひろげよう 講師/大森一怒 会費
/1000円 ゲストに『学校給食と子どもの人権』の
著者・梶山公勇弁護士が出席します。

10月 3日倒 12時～15時半 子育てをする母親の会
テーマ/断乳以後の子育てについて① 会費/100円
10月 4日 0～ 5日 lH)正食医学講座① (正食編)講

師/大森英桜 第13期 。東京インターマック会館で
の開講です。くわしくは別紙を参照。

10月 8日困 2時半～4時半 楽しいみんなの食養
一陰陽編① *料理教室や買い物帰りに、また食養
をはじめて間もない方にご案内下さい。資料代/500

円 担当/二上貴夫 (協会 。今ずり玄米普及員)
10月 11日国 2時～5時 正食医学による健康相談
講習会 (公開)講師/大森英桜 正しい食べ物、正
しい食べ方による、各病気、各体質にそった食事指

導の公開講習会です。相談希望の方は正会員になり

予約して下さい。聴講はどなたもできます。会費/
相談をする人=10,000円  聴講=正会員2000円 、誌
友。一般=2500円

午後 6時～8時 講演会「古代の健康渉をさぐる」
会費/正会員=1200円  誌友 。一般=1500円
10月 12日 (日 )～ 15日因 11時～ 6時半 GO生誕祭一桜
沢如一先生資料展示 詳しくは行事ハイライト参照
10月 12日 lH)2時 ～4時 GO生 誕祭・茶話会
入場無料

6時半～ 8時半 太極拳教室 講師/大友映男 (ミ
ルキーウエイ)会 費/1000円  *10月 からスター
トの新教室です。くわしくは行事ハイライト参照。

10月 17日 0 石塚左玄先生命日 お墓は「光明寺」。
地下鉄銀座線「稲荷町駅」午後 1時集合。

10月 18日 l■l～ 19日 lH)七号食で歩く会 *玄米を噛
んで歩いて、ただそれだけの実行。くわしくは行事

ハイライトを参照。

10月 19日 (日)11時～4時 正食相談 講師//橋本宙
ノヽ 体質を改善し病気を治す正食指導。相談希望の
方は正会員になり予約して下さい。(相談料 1万円)

10月 19日 lB)10時 ～3時 子ども行事 羽根木公園
プレイパーク (小田急線梅ケ丘下車5分)にて。

参カロ費//300円 集合場所/梅ケ丘駅北口10時
くわしくは協会、沢田まで。

10月 26日 (日)11時～ 3時 豆をつかった季節料理講

習会 講師/吉成知江子 会費/1500円 申し込み
はオーサワジャパン東Jヒ沢店 (● 4655021)へ。

6時半～ 8時半 太極拳教室 講師/大友映男 (ミ
ルキーウエイ)会 費/1000円  くわしくは行事ハ

イライ トを参照。

10月 26日 (日)3時 ～ 7時 大阪講演 “宮沢賢治と今
ずり玄米の集い"会場/パ ラディテレステ くわし
くは行事ハイライトを参照。

‖月 1日 0～ 2日 (日)正食医学講座② (基礎編 I)
講師//大森英桜 くわしくは別紙を参照。
‖月5日困 2時半～4時半 学校給食の勉強会一
手づくり弁当をひろげよう 講師/大森一慈
11月 8日0 2時～5時 正食医学による健康相談
講習会 (公開)講師/大森英桜 %参照。
｀6時～8時 講演会「動物性食品の危険な食べ方と
安全な食べ方」会費/正会員=1200円  誌友・一般
=1500円

11月 9日0 ‖時～ 3時 特別料理講習会「秋のお
もてなし料理」 講師//松田晃旺 (京都「庵」高野

店、御主人)会 費/3000円  *フ ランス「天竜」、
渋谷「天味」レストランで元料理主任。内容は食養

風精進料理。

6時半～ 8時半 太極拳教室 講師/大友映男 (ミ
ルキーウエイ)会 費/1000円  くわしくは行事ハ

イライトを参照。

11月 12日凶  2時半～4時半 楽しいみんなの食養
一判断力の話① %参照
11月 14日 0 12時～15時半 子育てをする母親の会
テーマ/断乳以後の子育てについて② 会費/1∞円
11月 15日国～16日 lB)食養料理集中講座22 初級/
中級 講師/桜沢里真、吉成知江子
11月 15日 0～ 16日 lH)七号食で歩く会 くわしくは
イテξトハイライ ト老雰只煮

11月 16日 lB)10時 ～3時 子ども行事 %参照
11時～ 4時 正食相談 講師/橋本宙八 %参照
11月 23日 lB)11時～ 3時  「手揚げのがんも、生揚
げ」講習会 講師/千葉元光 (「宮城屋」御主人)
会費/1500円 (玄米ごはん、味噌汁付) 定員30名
申込みはオーサワジャパン東北沢店(a4655021)へ。

6時半～ 8時半 太極拳教室 講師/大友映男 (ミ
ルキーウエイ)会 費/1000円  くわしくは行事ハ

イライトを参照
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今ずり玄米試食会
関東地区キャンペーン申し込み受付中H
弊社では日本CI協会ともども、今秋よ
り食養の真髄、今ずり玄米試食キャンペー

ンを実施致します。

食養界の先達である桜沢先生は常に「玄

米は籾で保存し、今ずり玄米にして食すの

が最上」と説いていました。しかし、当時

は小型籾すり機が未開発で、その教えを実

践・普及するには程遠い時代でありました。

今日、家庭用籾すり機の登場によりいつで

も、どこでも手軽に今ずり玄米を召し上が

って戴くことが可能になりました。

この今ずり玄米に大島の海からとれた自

然海塩「海の精」をちょっぴり入れ、手作

りの新石器ガマで炊いたごはんの味は筆舌

に尽くしがたいものがあります。

是非多くの方に「今ずり玄米」を味わっ

て戴き食養講話、健康相談で日ごろの疑問

点などご勉強される機会にご利用下さい。

所要時間は約

3時間程。15

名程参加者を

集めていただ

いて日本CI
協会 (二上)ま

たはOJ((加

藤)ま でお申
し込み下さい。

費用は一切無

料です。

定価 89,200円 (分割可)
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●玄米クリーム

●玄米あずき粥

2009 200円

2009  150Fl

無農薬玄米使用。そのままでもお召し止

がりいただけますので携帯食や非常食にも

どうぞ。アルミパック入り。賞味期間1年。

●そばみそ 5009 580円

国内産そば、国内産丸大豆、天塩使用、

2夏熟成。そばの風味をお楽しみください。

限定品。

●黒豆みそ 5009 480円

国内産黒豆、天塩使用。

2夏熟成。他のみそと合わせるとおいし

くいただけます。限定品。

変 更 商 品
●そば粉 (細挽き)400→ 3009 400→ 360円
● ″  (荒挽き)400→ 3009 400→ 360円
北東北産。契約栽培無農薬そば粉。手打ち

そば、そばがき、クレープ、パン、ポター

ジュなど、用途に応じてお使い分け下さい。

再入荷商品

●オーサワキャンデー (純) loo9 300円
●   ″   (生 姜)1009 300円
無農薬もち米を麦芽で糖化し、鉄釜で薪

を燃料として煮詰めた純粋な米飴を粒状に

したものです。砂糖や添加物は一切使用し

ておりません。

そ の 他
●カムカムクラブ募集、締め切り迫る !

無農薬玄米、無農薬糎米の年間予約締め

切りは10月 20日 に迫っています。詳細は巻

末色ページを参照ください。
●女子事務員を募集いたします。

25歳以下で食養に理解があり明朗活発な

方。電話受注、コンピューター事務他。

委細面



新・石器I寺代がはじま 。
いま、よみ力沈る野性の味。ふっくらとやわらかく、

しかも栄養を逃力きない、オーサワ新石器ガマ

が出ました。手間ひまかけて岩石を削りあ|力ご

手づくり品で現古代の調理器具、石器ガマ

をぜひ台所へ……。
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栄養を逃がさない
健康に良い玄米食がなかなか普及しない理由のひとつに、

「ボソボソしておぃしくない」というのがありま蔦そのボソボソを

なくすため圧カガマが登場したのですカミ高温高圧をかけ

るためにせっかくの玄米の栄養がかなり破壊されてしまうの

で現しかし石器ガマは100℃ で しかも石器ガマ独特の遠

赤外線効果で デンプン質を完全なままカレフガ鳳て栄養

を逃がさず しかも消化吸収しやすくしてくれま丸

「今まで食べた玄米のなかで一番オイガ」とオーサワのス

タッフがよろこんだと力Ъ自社製品だけに、宣伝めいてすこし

オーバーかもしれませんカミオイシクなるはずで現というのは、

石焼きイモの原理といつしよく外側はこげす煙も出さず水

分を含んだまま、しんまで均等にふっくらと炊き上るのだから。

鷲鐵轟星鳥凛5111井二与

"薔
ンヾ森式基在峯鍛嚢畢製品

〒173803二968=7:12 〒161●03■ 465■1021

オインイ ′

●3合炊き19,800円
1新石器ガマ |


